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②

議
会
i
利
益

(続
稿
)

前
稿

日
で
指
摘

し
た
よ
う

に
、

本
来
な
ら
ぱ
、
政
治

・
社
会

・
経
済

・
文
化

・
歴
史

.
自
然
な
ど

の
諸
要
因

か
ら
成
る
有
機
的
な
構
造

襲
鷺
、擁

鍵

轄

騒

隷

.磐
羅
難

讃

紅
華

鴇

餌
院議員.

す

な

犠

・

ア

メ
リ

カ

で

は
・

天

八

八
年

に
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

式

無

記

名

投

票

制

(停
Φ
〉
口
。。沖邑

凶き

び
聾

o
件
。・図
・。冨
日
)
が

、

マ
サ

チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

に
、

は
じ

め

て
導

入

さ
れ
、

以
来

一
〇

年

を

ま
た
ず

し

て
全
州

に
普

及
す

る

に
至

っ
た
。

い
う

と

こ
ろ

の
オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ァ
式
無
記
名
投
票
制
麓

・

天

六
五
年

に
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヴ

ィ
ク
ト
リ

ア
州

に
お
い
て
最
初

に
採
用
さ
れ
た
投
票
制
度
で
あ
る
。

こ

の
制
度

は
・

口
頭

に
よ

る
投
票

を
含

む
そ

れ
以

前

に
お
け

る
投

票
制
度

と
、

次

の
四
点

に
お

い
て
異

な
る
。
①

投

票
用
紙

に
は
、

全

候

補
者

の
名

前
が
・

列

記

・
印

刷
さ
れ

る
。

②

投
票

の
期

日

に
、

投

票
所

に
お

い
て
、

こ
の
投

票
用
紙

が
、

各
選

挙
民

に
交
付

さ

れ
る
。
③

こ
う

し
た
公
給

の
投
票

用
紙

に
よ
ら

な

い
投

票

は
、

す

べ

て
無

効
と

な

る
。

④

投
票

の
秘

密

は
、

保
障

さ

れ
る
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
無
記

名

投
票

制

の
様

式

は
、

二
種

に
大

別

さ

れ

る
。

そ

の

一
つ

は
、

《
イ

ソ
デ

ィ
ァ
ナ
式

投
票
》

(H民
冨
b
ロ
訂
=
o
梓)

あ

る

い
は

《
政

党
欄

別
投

票
》

(鵠
同芝

8
冒
§

げ
隻
8

で
あ

る
。

こ
の
様

式

の
下

で

は
、

政
党

別

の
各
欄

に
、

当
該

政
党

の
全

公
職

候
補
者

名
が
、

記
載

さ

れ
る
。

他

の

一
つ
は
、

《
写

チ

テ

セ

ッ
ツ
式

投

票

》

(竃
器
。。毬
ぼ

。。①
器

げ
巴
巨

)

も

し

く

は

《
公

職

フ

・

ッ
ク
別

投

票

》

(。
由
。
。
三
。
。
尊

四
ζ
。
什)

で
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あ
る
。

こ
の
様
式
は
、

公
職
名

の
下
に
、
当
該
公
職

の
獲
得
を
目
ざ
す
全
候
補
者
名
を
、
そ

の
所
属
政
党
と
と
も

に
、

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト

順
に
、
総
括
す
る
。
両
形
式

は
、

い
ず
れ
も
、
投
票
用
紙
な
い
し
投
票
機
械
を
使
用
す
る
。

各
州
が
両
形
式

の
ど
ち
ら
を
採
択
す

る
か
に

よ

っ
て
、

当
該
州

に

お
け
る
選
挙
の
結
果

に
、
微
妙
な
偏
差
が
生
ず

る
。
《
イ
ン
デ

ィ
ァ
ナ
式
投
票
》
を
採
用
す
る
諸
州

の
投
票
者

の
態

(5

)

度

に
は
、

こ

の
様

式

か
ら

の
二

つ
の
遠

い
反

響
が
、

見

出

さ
れ
る
。

一
つ
は
、

投

票

者

に
よ

る

《
一
括
投

票
》

(胃
鉱
ゆq露

酔算

象

く
9
・)
の

ハ
　

　

傾

向

の
増

大

で
あ

る
。

他

の

{
つ
は
、

投
票

者

に
お
け

る

《
投
票
意

欲

の
減

退
》
(〈
O峠①同
{悌
一一lO中
)
へ
の
抵

抗

で
あ

る
。

こ
う

し
た

こ
と

か

ら
、

強
力

な
政
党
組

織

を
擁

す

る
諸

州

で

は
、

《
イ

ン
デ

ィ
ァ
ナ
式
投

票
》

が
、

他

方
、
脆

弱

な
政
党

組
織

が
命

脈

を
保

つ
諸
州

で
は
、

《
マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
式
投

票
》

が
、

そ

れ
ぞ

れ
、

運

用
さ

れ
て

い

る

と

い
う
、

両
様

式

に
対
す

る
選
好

と

忌
避

の
操
作

が
、

各
州

ご
と

に
、

当
該

州

に
お

け

る
政
党
組

織

の
状

況

に
応

じ

て
、

な

さ
れ

て

い
る
。

オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア
式
無

記
名

投

票
制

の
下

で

は
、

い
ず

れ

の
政

党

の
候
補

者

名

を
、
公
式

の
投

票

用
紙

に
記
載

す

ぺ
き

か
を
決
定

す

る

た

め

に
、

各
州

は
、

政
党

の
資

格

要
件

を
独
自

に
法

定
す

る

必
要
を
、

新

た

に
迫

ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ

の
た

め
、

以
来
、

今

日

に

至
る

ま

で
、

政
党

と

は
、

各
州

が

各

々
の
法
律

に
よ

っ
て
そ

の
資
格

要
件

を

規
定

し
た

と

こ
ろ

の
、

政
治

結
社

で
あ

る
。

各
州

に

よ
る
政

党
規
制

の
態

様

は
、

「
五
〇

〇
〇

語

以

上

に
及

ぶ
詳

密

か

つ
精

細

な
条

項

に
よ

っ
て

政
党

構
造

を

明

定

し

て
い
る

オ

レ
ゴ

ソ
州

の
法
律

か

ら
、

二
、

三

の
条
文

も

し
く

は
小

項
目

で
政
党

を

処

理
す

る

に
と
ど

ま

る
他

の
若
干

州

の
法

律

ま

で
」

({お
日

停
。
。。。

〔冨
壽

〕
。
{
O
話
σq
。p

奢
霞
畠

超
g
ξ

や
壁

団

。。霞
弩
峠自
凱
ロ

儀①戴

芭

雪
α

{島

-げ
ぎ
≦
昌

鷺
。
〈
ぼ
o
霧

。
h
旨
o
器

匪
碧

㎝鴇8
0

類
o註
。。Ψ
8

匪
霧
Φ
。
{
㎝。臼
Φ

。臣
臼

。。聾

β

(
7

)

≦
げ
け
げ

鮎
筥

。
。。。

無

臣
。
℃
母
仲諒

ぱ

助

粘霧

。。。
韓
Φロ
8
。。
9

噂
伽
鑓
αQ
冨
嘗

。。)

の
、

緩

慢

な

波

状

曲

線

の
な

か

に
点

在

し

て

い
る

。

ア

メ
リ

カ

に

お

け

る
政

党

は
、

こ
れ

故

、

構

造

的

に

み

る

な

ら

ば

、

「
法

的

基

層

部

」

(薦

巴

話
牙
量

自

貯
σq
㎝)

に

よ

っ

て

根

底

か

ら

支

え

ら

れ

た

「
州

法

(8

)

の
被

造

物

」

(6
円Φ
印
冒

⑦
o噂
O
{
qo峠m
仲O
一陣
面『㎝)

と

い

っ
て

よ

い
。

こ

う

し

て
、

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

政

党

は
、

一
端

に

お

い

て
、

言

論

・
出

版

・
結

社

・
集

会

・
請

願

の
自

由

を

意

味

す

る

「
ア

メ

リ

カ

(3)
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(
9

)

国

民

の

市

民

的

自

由

の

十

戒

に

お

け

る

最

大

の

権

利

L

(蕾

。・
鴎
8
け。
。。
倖
周
一。q
ぎ
・。
晒旨

酔
。
山
8
9。
一。
雅

。

。
h
>
B
.
国一。
餌
ロ

6
凶く
一=

ま
。
.鉱
。
。.
)

に

基

づ

き

、

(
10

)

「
私
人

に
よ

っ
て
結
成

さ

れ

た
自
発

的
結

社
」

(⇔
<
。
一琶
㌶
憂

霧
§

凶巴
。旨
。な

.一く
・。梓。
需
.8
ロ
・。)
と

し

て
出

発

し
た
。
け
れ
ど

も
、
他

端

に
お

い
て
、

ア

メ
リ
ヵ

の
政
党

は
、

そ

の
政

党

と

し
て

の
資

格
要

件

を

は
じ

め
、

組
織

構

造
、
機

能
様

式
、

指

名
機

関
、

選
挙
機

構
、

そ

し

て
、

人
事

・
財

政

に
至

る

ま

で
、

そ

の
全
活
領

域

を
、

巨
細

に
わ

た
り

州

に
よ

る
法

的
規

制

の
対
象

と

さ
れ

た

こ
と

に
よ

っ
て
、

単

な
る
私

的

(
11

)

結
社

の
域

を

越
え
、

「
法

的

に
確

認

さ
れ

た
統

治

機
関
」

(三

。σq
四ξ

.9
。
。q5
一.&

。
吋胆
呂

。
{
αq。〈
..ロ
臼
。コ
酔)
と

し

て

の

公
式
上

の
地
位

を
取

得

し
、

公
共

性

を
帯

び

る

に
至

っ
た

の
で
あ

る
。

ア

メ
リ

ヵ

の
政

党

が

、

機

能
的

に
、

「
選

挙

の
組

織

化

と

運

営

と

を

目
的

と

し

た

州

(
12

)

の
法

定

機

関

」

(=

。
"・
巴

。
韓

・
。
=

冨

吻
婁

。

略。
蔓

ξ

。
・・
8

。
州
。
判σ・
琶

N
一昌
。・
堕
巳

§

曾

晋

σ・
色
豊

。
諺
)
と

称

さ

れ

、

「
州

政

府

の
付

加

物

」

('.曾

§

h
.・薯

σq
.〈
§

日
撃

と
評

さ

れ

る

の

は
・

ア

メ
リ
カ

に

お
け

る
政
党

に
、

こ
う
し

た
特
殊

の
公

共
的
側

票

存
在
す

る

か
ら

に

ほ
か
な
ら

な

い
。

(
14

)

そ
れ
ぞ
れ

の
州
法

に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
る
各
州

の
政
党
組
織

に
は
、
諸
州
間
に
お
け
る
そ

の
相
違
を
越
、兄
て
貫
通
す
る

一
つ
の
顕
著

な

普
遍
的
性
格
が
・
看
取
さ
輪

・

こ
こ
で
い
う
普
遍
的
性
格
と

は
、
各
州

に
お
け
る
政
党
組
織
体
系

と

投
票
地
区

(書

σ・
山
箋

・・)
な

い
し
選

挙
区

(8
昌
。。峠一言
9
。団琶

と

の
間

に
は
、

内

的
牽
連

の
糸

が
張

り
渡

さ

れ

て
お
り
、

前
者

の
地
域

的

基
礎

が
後
者

の
法
制

上

の
区
画

に
相
応

す

る
と

い
う

こ

と

で

あ

る
。

「
政
党

委
員
会

組
織

(罵

蔓

8
ヨ
日
蓑
8

自
σ・
餌旨

巴
。
ロ
)
は
、

選

挙

区

の
配
置

(爵
.
騨円.弓
㈹.日
。ロ
紳
。
{

(16

)

(
17

)

図

1
に
示

さ
れ

る

よ
う

に
、
「
彪
大
な
数

の
公
職
占
有

。諄
8
邑

侮
圃。。三
。邑

と
対
応
関
係

に
あ
る
」
。
各
州
に
お
け
る
政
党
組
織
体
系

は
、

者

の
選
出
を
付
託
さ
れ
た
民
主
主
義
社
会

に
お
け
る
数
多

の
重
復
す

る
選
挙
区
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
巨
大
な
段
階
的

ビ

ラ
、、、
ッ
ド
構
造
L

(。q
同
。讐

。・菖

署

§

§

。
=

竃

密
旨

巴

も

く
。
二
㊤
℃
喜

σ・
8
蔓

冨

言

窃

。
ご

審
日
。
q
的
2

8

日
巨

延

8

膏

。
一9
凱
。
目

。
臨
く
暫
㎝け
昌
巨

密
H
・。
。
塩
。
由
。甲

甕

墾

を
・
形
成

し

て

い
る
・

州
及
び
地
方
に

お
け
る
政
党

の
組
織
と
指
薯

が
、
「
選
叢

治
を
組
成
す
る
積
み
木
」

(齢奪

・
即葺

げ
喜

。
募

藍

艮

一..・)
と
指
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
華

こ
う

し
た
組
織
体
系

に
お
け
る
底
辺

の
政
党
組
織
は
、
通
常
、
州

に
お
け
る
最

4(4)
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小

規
模

の
投

票

地
区
を

基
盤

と
し

て
構
築

さ

れ
る
。

こ
れ
故
、
政
党
組

織

体
系

に
お
け

る
最

末
端

の
職

務
担

当
者

(臣
。
訂
段

営

鼠
oロ
塁

)

は
、

区

(≦
胃
α
)、

投

票
区

(鷲
9
冒

け)、

あ

る
い

は
、

郡

区

(ε
尋

隆

"
)

を

代

表
す

る
地
方

委
員
会

委

員

(冨

巴

8
日
日
窪
8

唱
興
§

)

で

あ

る
。

次

い
で
、

段
階

を
追

っ
て
、
区

・
市

委

員
会

(壽

a

餌民

。ξ

8
ヨ
・

巳
蕃
。。。)、

郡
委

員
会

(8
毎
蔓
8
目

舜

$
。・)、

が

存

在

し
、

と
き

に
は
、

郡
委

員
会

の
前

後

に
、

州
立

法
部
議

員

選
挙

区
委
員
会

(。。婁

巴

。σq置
豊

く。

匙
剛。。藏
g

8
日
日
窪
舘
。。)
や

下
院
議

員
選

挙
区

委
員
会

(8
嵩
σq
凶①塗
魯
巴

α
楠・。巳
g

鯉

8
艮

奮

)
益

括

入
さ
れ

る

こ
と
が

あ
る
。

そ
し
て
、

政
党
懇

体

鶏

系

の
頂
点

に
は
、
州
法
の
慣
用
語
で

い
う

州
中
央
委
員
会

(・・幕

・Φ註

繍

8
登

量

墾

従

つ
質

州
養

会

(.・薯

・・
巨

量

瑛

君
璽

紹
・

組党

こ
の
よ
う
に
、
各
州
に
お
け
る
政
党
組
織
体
系
が
達
成
す

ぺ
き
究
極

の

政る

共
同
目
標
は
、
選
挙

に
お
け
る
勝
利

の
確
保

に
よ
る
全
国

・
州

・
地
方

の

けお

諸
種

の
公
職
の
確
保

で
あ
り
、
従

っ
て
、
そ

の
職
務
内
容

は
、
選
挙
機
能

艦

の
遂
行
薮

罷
・
こ
殺

ア
メ
リ
ヵ
二
大
政
党
の
州
組
織
体
護

選

囲

挙
に
お
け
る
勝
利

の
確
保
と
い
う

一
元
的
視
点

に
よ

っ
て
統
括
さ
れ
、
選

挙
機
能
を
最
も
効
果
的
に
展
開
す

る
た

め

に
至
便

で
あ

る

よ
う

に
、
全

国

・
州

・
地
方

の
各
種

の
公
職
占
有
者

の
選
出
を
呂
ざ
す
選
挙
区
を
秩
序

(%

)

の
根

幹
と

し

て
、

構

造
化

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

と

こ
ろ
で
、

下
院

議
員

候
補
者

が
、

下

院
議

席
配
分

数

一
の

ア
ラ

ス
カ
、

(5}
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デ

ラ
ウ

ェ
ア

ー
、

北
ダ

コ
タ
、

南
ダ

コ
タ
、

ヴ

ァ
ー

モ

ソ
ト
、

ワ

ィ
オ

ミ

ソ
グ

の
諸

州
を

別

に
す

れ
ぽ

、

他

の
公

職
追

求
者

と
自

己

の
選

挙
区

を

共
有

し
合

う
と

い
う
状

況

は
、

原

則

と

し

て
現

実

に
成

立
し

な

い
。

下
院
議
員
選

挙

区

は
、

ひ
と
り

下
院
議

員

候
補
者

の
み
が

専

有
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

他

に
類

例

を

み
な

い
。

他

の
公
職

追

求
者

は
、

互

い

に
、

同

じ
選

挙
区

を
共
有

す

る
。

例
え
ば
、

上

院

議
員

候
補
者

は
、

州

全
体

を
自

己

の
選
挙

区

と

し
、

こ
れ

を
、
州
知

事

や
州
司

法
長

官

(舞

8
2

αq魯
①邑

)
な

ど

の
候
補
者

と
分
有

し
合

う
。

同

様

に
、

郡

な

い
し

市

と

い
う

法
制

上

の
組

織

単
位

も
、

諸
多

の
公
職
候

補
者

の
選

挙

区

と
し

て
多
重

化
さ
れ

る
。

し

か
も
、

政
党

組

織

の
設

置
単
位

と

こ
う

し

た
州

・
郡

・
市

の
そ
れ
ぞ

れ

の
地

域
的

区
画

と

は
、

恰

も
表

裏

の
よ
う

に
相
接

し

て

い
る
た

め
、

こ
れ

ら

の

地
域

的
区

画

を
自

己

の
選

挙

区
と
す

る
各

候
補

者

は
、

そ

の
背

後

に
、

当

然
、

自

己

の
指
名

と
選
挙

の
た

め
の
活

動

を
展
開

す

べ
き

政
党

組

織

を
保

持
す

る

こ
と

に
な

る
。

例

え
ぽ
、

州

政
党

組
織

は
、

州
を
選

挙
区

と
す

る
候
補

者

の
指
名

と
選

挙

の
た

め

の
運

動

に
没

入
し
、

郡
及

び

市

の
政
党

組
織

は
、

当
該
区

域

内

に
お
け

る
様

々
な
公
職

の
確

保

に
専

念
す

る
と

い
う

の
が
、

こ
れ

に
当

る
。

と

こ
ろ
が
、

下
院

議

員
選

挙
区

の
場

合
、

事

情

は
、
若

干
、

異

な

る
。

下
院
議

員
選

挙
区

は
、

既

に
言

及

し
た

よ
う

に
、

社
会

.
政

治

.
経
済

.
文
化

な
ど

の
生
命

力
あ

る
有

機
的

な
構

造
的

総
体

と

い
う

よ
り

は
、

む

し
ろ
、

《
一
人

・
一
票

》

の
鉄

則

を
強

力

に
実

践

す

る
た

め

に
案

出
さ
れ

た
、

観

念

的
虚
構

の
所
産

と
み

て

よ
い
。

下
院
議

員
選

挙
区

の
構
造

は
、

《
一
人

・
一
票

》

の
鉄

則

を

貫
徹

さ

せ
る

意
図

の
下

に
、
数

郡
あ

る

い
は

一
郡
も

し
く

は

一
市

の
、

一
部

を
も

っ
て
構

成

さ
れ

て

お
り
、

今

日

に
お
け

る
下
院
議

員
選

挙

区

の
平

均
人

口
五
五
万

三
〇
〇

〇

を

堅
持

す

る
必
要

上
、

人

口
密

度

に
よ

っ
て
、

そ

の
範

域

は
、

一
つ
の
郡

よ
り

も
大

で
あ

る

か
、

そ
れ

と
も
、

一
つ
の
市
よ
り

も
小
規

模

と

(
23

)

な
る
か
の
、

い
ず
れ
か
と
な
る
。
州

・
郡

・
市

の
ご
と
き
法
制
上
の
地
域
的
区
画
と
整
合
し
な
い
と
い

っ
て
よ
い
選
挙
区
を
自
己
の
選
挙

区
と
す

る
下
院
議
員
候
補
者

は
、
他
の
公
職
候
補
者
と
異
な
り
、
自
己

に
固
有

の
恒
久
的
な
政
党
組
織

上
の
安
定
基
盤
に
よ

っ
て
、
自
己

の
背
後
を
堅
固
に
支
え
ら
れ

て
い
な
い
。

下
院
議
員
選
挙
区

の
場
合
、
政
党
組
織

の
地
域
的
基
礎
と
法
制
上
の
地
域
的
区
画

の
過
不
足

の

な
い
対
応
関
係
と
い
う
政
党
組
織

に
お
け
る
不
可
欠
の
中
心
的
要
素
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党
組
織

6(6)
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と
法
制
上
の
区
画
と
は
、
恰
も
合
わ
せ
鏡

に
映
し
だ
さ
れ
た
二

つ
の
傑

の
よ
う
に
、

そ
の
輪
郭
線

に
お
い
て
、
常
に
相
似
す
る
と
考
え

て

さ
し
つ
か
え
な
い
。

も
と
よ
り
、

下
院
議
員
候
補
者
と
政
党
組
織
体
系

と
の
間

に
介
在
す
る
深
い
裂
け
目
を
媒
介
す
る
た
め
の
努
力
が
、

こ
れ
ま
で
、
全
く

払

わ
れ
て
こ
な
か

っ
た
と

い
う
わ
け
で
は
、
決
し
て
な

い
。
州
と
郡

の
政
党
組
織

の
間
に
下
院
議
員
選
挙
区
組
織
を
組
み
入
れ
、
そ
れ

に

よ

っ
て
、
組
織
体
系
全
体
を
精
密

に
階
層
化

し
、
体
系
全
体
と
統
御
し
て
い
る
指
標

で
あ

る
選
挙
機
能

の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
イ
ソ
デ

(
忽
)

イ
ア
ナ
州
の
試
み
が
、

そ
の
よ
う
な
努
力

に
該
当
す
る
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う

し
た
試
み
は
、
必
ず
し
も
所
期

の
効
果
を
あ
げ
得
た

(
25

)

と

は
い

い
難

い
。

そ
れ

は
、

次

の
二
者

の
理

由

に
よ
る
。

一
つ
に
、
州

政
党

組
織

体

系
内

に
下
院

議

員
選
挙

区

委
員
会

(ら
。。蝕
9

8
日
日
律
o①)

が

設
置

さ
れ

た
と

し

て
も
、

下
院

議
員
選

挙
区

委

員

長

(山
一9a仲叫凶O幹
O訂
一§

)

の
地
位

は
、

必
ず

し
も

専
任

職

で

は
な

い
。

む

し
ろ
、

郡
委

員
長

(8
§
蔓

停
臥
§

導
)
が

、

下
院
議

員
選

挙

区
委
員
長
を
兼
任
す

る
と
い
う
事
例
が
、

一
般
化
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
郡
委
員
長

は
、

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
と
し
て
、
州
委
員
会

委
員

に
、
職
権
上

の
資
格

で
、
就
任
す
る
。

こ
れ
故
、
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
職

は
、
表
層

の
郡
委
員
長
職
と
深
層
の
州
委
員
職

に
二

重
化
さ
れ
る
。
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
は
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
が
統
轄
す
る
郡
委
員
会

に
固
有

の
職
務

は
も
と
よ
り
、
州
委

員
会

に
お
け
る
自
己
の
威
信
あ
る
地
位
と
そ
れ

に
伴
う
少
な
か
ら
ぬ
権
能

に
、

よ
り
多
く

の
関
心
と
活
動

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
収
敏

さ
せ
て
ゆ

く

こ
と
は
、
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従

っ
て
、
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
と

い
う
指
導

的
地
位

に
は
、
指
名
と
選
挙

の
際

に
お

け
る
下
院
議
員
候
補
者
の
支
援
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
州
委
員
と
の
兼
務

の
遂
行
に
、
自
己

の
役
割

の
重
点
を
移
行
し
て
ゆ

こ
う
と
す
る
指
向

性
が
作
動
す

る
こ
と
は
、
否
め
な

い
。
表
層

の
郡
委
員
長
職
と
深
層

の
州
委
員
職
が
、

い
ず
れ
も
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
職

に
対
し
て

否
定
的

に
作
用
し
、
両
者
は
、
互

い
に
共
振
し
な
が
ら
、

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長
職
の
本
来
の
職
務
を
空
無
化
し
て
ゆ
く
と
い

っ
て
よ

か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
長

は
、
当
初

の
設
定
意
図

か
ら
離
れ
た
別

の
位
相
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

t?}
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第
二

の
理
由

は
、

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
会

の
自
律
性

(餌・
8
ぎ
趣

)
で
あ

る
。

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
会
が
存
在
し

て

い

る
と

こ
ろ

で
は
、
委
員
会

は
、
碍
子

に
よ

っ
て
連
結

さ
れ
る
送
電
線

の
よ
う

に
、
公
式

の
政
党
組
織

で
あ
り
な
が
ら
、
他

の
政
党
組
織

か
ら
隔
離
さ
れ

つ
つ
接
続
さ
れ
、
選
挙
民

の
た
め
の

《
走
り
使

い
》

(Φ欝

巳

謹
巨
紹
)
と
下
院
議
員
の
選
出

に
専
念
す
る
と

こ
ろ
の
、
本
質
的
に
、
下
院

議
員

の
個
人
組
織
と
し
て
機
能
す
る
。
仮

に
、
郡
委
員
長
の
ご
と
き

地
方
政
党

指
導
者
が
、
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
会

に
固
有

で
あ
る
ぺ

き
下
院
議
員
候
補
者

の
指
名

に
対

し
て
、
有
効
な
影
響
力
を
行
使
し
得
た
と
し
て
も
、
当
選
後
に
お
け

る
議
員
の
と
る
べ
き
政
策
指
向
を

も
併

せ
て
左
右

し
得
る
と
い
う
事
態

は
、
事
実
上
、
成

立
し
得
な

い
。

下
院
議
員
選
挙
区
委
員
会

は
、

こ
れ
故
に
、
選
挙
区

へ
の
奉
仕
と

下
院
議
員
の
選
出

の
二
項
を
繋
い
で
完
結
す
る
循
環
的
な
機
能
統

一
体
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
下
院
議
員
候
補
者

は
、
自
己
の
選
挙
区
内

に
お
い
て
、
自
己

の
指
名
と
選
挙
の
た
め
に
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
て
く

れ
る
信
頼
す
ぺ
き
政
党
指
導
者
も
、
ま
た
、

こ
う
し
た
指
導
者

に
統
率
さ
れ
た
強
固
な
政
党
組
織
も
、
と
も

に
見
出
す
こ
と
が
困
難
な
状

(
26

)

況

に
あ

る
。

こ

の
例
外

と

し
て
、

か

つ
て

の

シ
カ
ゴ
市

に
お
け

る
民

主
党

の

∪
髄
尊

ζ
碧
繧
富

、
今

日

の
イ
リ

ノ
イ
州

に
お
け

る
民

主
党

(
27

)

(
%

)

(
29

)

(
30

)

の

Gり
"

O
ド
冒

竃
9。。ぼ
器
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

に

お
け

る
共

和
党

の

2
飴
羅

ロ
ζ
蓉
ぼ
口
①、

な

ど

の

「
職

業
型
組
織

「

「
市
民

型
組

織
」

に

(
31

)

(
32

)

属

す

る

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

の

堵

環

ヨ
㊤
㌣
野

ヨ

雪

蜜

8
寓
器

、

そ

し

て

、

北

カ

ロ
ラ

イ

ナ
州

に

お

け

る

O
§

σq
目霧

凶o
目
巴

Ω

ロ
げ
、

な

ど

(
33

)

の
、
若
干
例
が
、

指
摘
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

下
院
議
員
候
補
者
が
、
「
職
業
型
」
・
「
市
民
型
」
の
別
を
問
わ
ず
、
下
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
支
配
的
役
割
を
演
ず
ぺ
き
強
固
な
政
党
組

織
基
盤
を
有

し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
は
、
選
挙
運
動
の
主
た
る
担

い
手

は
、
政
党
組
織

か
ら
候
補
者
自
身

に
組
み
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
「
選
挙
運
動
の
負
担
は
、
候
補
者
、
候
補
者

の
友
人

・
知
己

・
助
言

者
、
当
該
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
活
動
家

・
献
金
者
、

そ
れ

に
、
選
挙

の
帰
趨

に
利
害
関
係
を
有
す
る
様

々
な
社
会
集
団
、
な
ど

に
、
降
り
か
か
る
。

…
…
下
院
議
員
候
補
者
が
、

主
と
し
て
、

彼
ら
自
身

に
よ
る
選
挙
運
動

に
依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
が
、

立
法
部

に
お
け
る
政
党

の
統
制
力

か
ら

彼

ら

を
解
放
す

8(8)
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(訓
)

る
」
。

こ
こ
に
、

J

・
S

・
ク
ラ
ー

ク

q
。馨

梱

Ω
自
犀
)
元

民

主
党

上
院
議

員

(
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ご

一
ア
州
選
出
)
が

い
う

と

こ
ろ

の
、

議

員

選

挙
、

と
り

わ
け
、

下
院

議
員
選

挙
が
、

「
政

党

過
程

の
最

終
結

果

で
あ

る
よ
り

は
、

む

し

ろ
、

そ

の
副
産

物
」

(m
ξ
噛

鼠
景

臣
嘗

碧

2
畠
ら
邑

・
g

。
h
酔冨

冨
暑

℃
3
。露

)
で
あ

る

と
す

る

「
下
院
議

員

候
補

者

の
継

子
的

性
格
」

(仲冨

器

鷲
ぽ
冠

協
伽
訂
器

。{
9

轟
舘

。・凶8
巴

§

黛

(
35

)

量

$
)
が
、

露
呈
さ
れ

て
く
る
。

こ
う
し
た
下
院
議
員
候
補
者

の
性
格
は
、
次

に
述
べ
る

一
下
院
議
員
の

一
文

に
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
語

(
舗
)

り
尽
さ
れ
て
い
る
。

「
我

々
が
、
自
分
自
身

で
、
余
り
に
も
多
く

の
事
柄
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な

い

一
つ
の
理
由

は
、

我

々
の
多
く
が
、
本
来

の
政
治
的
区

画

(冨
霞
巴

醤
臣
琶

。・置竃
三
。・δ
旨
)
を
代
表

し
て
い
な
い
と

い
う
事
実

に
、

求
め
ら
れ
る
。
我

々
の
選
挙
区
内

に
は
、
市
あ

る
い
は
郡
の

区
画
線
が
、
縦
横

に
走

っ
て
い
る
。
下
院
議
員
選
挙
区
を
政
治
的
区
画
化

の
基
本
的
単
位
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
州
は
、
ま
ず
、
あ

り
得

な
い
。
下
院
議
員
選
挙
区
以
外

の
政
治
的
区
画

の
代
表
に
と

っ
て
、
下
院
議
員

は
、
州
あ

る
い
は
地
方

の
諸
問
題
、
も
し
く
は
、
総

体
的
な
全
国
間
題
な
ど
、
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
自
己
の
選
挙
区

に
特
有
の
政
治
的
諸
問
題

だ
け

に
考
察

の
焦
点
を
絞

る
間
抜
け

(げo
oげ
。。)

と
、

お
も
わ
れ

よ
う
。
私

は
、
議
員

に
な
る
以
前
、
郡
委
員
会
及
び
州
委
員
会

の
段
階

で
、
積
極
的

に
政
治
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
そ

の
と
き
、
私

は
、

な
ぜ
議
員
が
、
人
と
折
り
合

っ
て
ゆ
か
ず

に
か
く
も
熱
心
に
何
も
か
も
自
分
自
身
で
行
な
お
う
と
す
る
の
か
、
理
解

に

苦
し
ん
だ
。
し
か
し
、
議
会

に
選
出
さ
れ
た
後
、
私
は
、
州
委
員
会

の
会
合
に
出
席
し
、

私
が
誤
解
し
て
い
た
こ
と
を
悟

っ
た
。
政
党

は
、

我

々
下
院
議
員

に
最
大
利
益
を
保
障
す

る
よ
う

に
組
織
化
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
り
、
従

っ
て
、
我

々
は
、
や
む
を
得
ず
、
我

々
自
身

の

個
人
組
織

に
依
拠

せ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ

る
」
。

事
実
、
公
式

の
州
政
党
組
織
体
系
内

に
下
院
議
員
選
挙
区
委
員
会
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
政
党
組
織

は
、
正
規

の
公
式
組

織
と
し
て
、

一
般

に
、
下
院
議
員
候
補
者

の
指
名
と
選
挙

の
過
程

に
能
動
的

に
介
入
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、

ま
た
、
彼
ら

の
当
選
後

に

お
け
る
下
院
議
員

の
職
務
に
対
し
て
も
、

と
く

に
鋭
利
な
視
線
を
注
ぐ
こ
と
も
な
く
、
無
関
心
な
態
度
を
堅
持
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
下

(9)
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表8州 政党組織の各種の公職候補者に対する用役の給付の

DemocraticRepublicanAllParxiesServices

69.0

31.0

10.3

25.0

28.6

44.4

81.6

63.2

42.1

3fi.8

31.6

47.4

76.1

49.3

28.4

31.S

30.3

46.2

Adviceoncampaigning

Researchassistanceonpolicyand/or
opponents

Speakers

AssistanceinplanningT.V.andradio

presentations

Provisionofcampaignliterature,
films,ctc.

Fundsforcampaign

Source:WilliamCrotty,"PoliticalFinancingandStatePartyOrganizational

paperpreparedfordeliveryattheInternationalPoliticalScienceAssociation

Janeiro,1982.
Percentagereporting"usually."

Effectiveness,"a

Meeting,Rinde

表9州 政党組織による各種の公職候補者に対する選挙活動の程度の

DemocraticRepublicanAllPartiesRace

81.5

67.9

57.1

so.7

22.2

17.9

57.6

89.2

31.6

36.1

11.1

10.5

73.4

SO.0

42.4

46.9

6.3

6.1

Governor

StateLegislature

U.S.Congress,House

U.S.Senate

CountyOffices

Local{city/town}offices

Source:WiliiamCrotty,"PoliticalFinancingandStatePartyOrganizational

paperpreparedfordeliveryattheInternationalPoliticalScienceAssociation

Janeiro,19$?.
QPercentagereporting"veryactive ."

Effectiveness,"a

Meeting,Riode

院
議
員
選
挙
区
委
員
長
を
包
含
す

る
州
政
党
組
織
の

一
九
八
〇
年
に

お
け
る
各
種
の
公
職
候
補
者
に
対

す
る
用
役
の
給
付
な
ら
び
に
選
挙

(
37

)

活
動

の
程
度
を
示
し
た
表
8
、
表

購

に
覗
わ
れ
よ
う
・
既

に
二

九
五
九
年

に
お
け
る

一
報
告
書
は
、

「
地
方

・
州

・
全
国

の
政

党
組

織

が
」
、
下
院
議
員

の
選
挙
運
動

に

対
し
て
、

至

っ
て

「
冷
淡
で
あ
り
、

さ
ら

に
、

こ
う
し
た
選
挙
運
動
に

援
助

の
手
を
差
し
延
べ
た
と
し
て

も
何

の
効
果
も
な
い
と
い
う
、
鮮

烈
な
印
象
を
受
け
る
」
と
、
結
論

(
39

)

し
て

い
る
。

こ
れ

と
同

じ

こ
と
を
、

政
治

的
経
験

の
豊

富

な
民

主
党
下

院
議

員

は
、

か

つ
て
、

次

の
よ
う

(
40

)

に
述

べ
た
。

10(to)
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「
下
院

議
員

選
挙

に

対

し

て
、

と
り
わ

け
興

味
を

抱

い
た
り
、

深

い
関

心

を
寄

せ

る
よ
う
な
、

政
党

の
構

成
要

素
が

存
在

す

る
と
は
、

私

に

は
ど

う

し
て
も
思

わ
れ

な

い
。

全
国
委

員
会

は
、

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ゥ

ス
の
言
動

に
全
神

経
を
集

中

す

る
。

州
委

員
会

は
、

州
会
議

事
堂

(。・婁

①
ぎ
蕊
ε

の
動

向

に
、

も

っ
ぱ

ら
、

視
線

を

固

定

さ

せ
、

郡
委
員

会

の

唯

一
の
関

心

事

は
、

郡
庁

舎

(8
巨

ぎ
諺
①)

の
態
度

で
あ

る
。

下

院
議

員

は
、

ま

さ
し

く
、

四
輪

荷
馬

車

の
第

五
車
輪

の
ご
と
き

存

在

(。・。
鳥

鼠

餌
b
h鼻

書

Φ鉱

8

仲げ
。
書

。
『

蓄

αq
自
)
に
し

か
す

ぎ

な

い
」
。

(
41

)

共
和
党

の

一
下
院
議
員
も
、
次

の
よ
う
に
い
う
。

「
も
し
我

々
が
、
選
挙

に
お
け

る
勝
利

の
確
保
を
目
ざ
し
て
政
党
組
織

に
依
拠
し
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ぽ
、
我

々
の
な

か

の
誰

一
人
と

し
て
、

こ
の
議
場

に
席
を
占
め
る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
政
党
組
織
が
余
り
に
も
我

々
に
対
す
る
援
助
を
惜
し

ん
で
い
る
た
め
、
政
党
組
織
が
我

々
の
選
挙

に
多
大

の
影
響
力
を
行
使
す
る

こ
と
は
、

ま
ず
、
あ
り
得
な
い
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
」
。

《
一
人

・
一
票
》
原
則

の
鉄

の
論
理
で
貫
徹
さ
れ

つ
つ
、
政
治

・
経
済

・
社
会

・
文
化

・
自
然
な
ど

の
雑
多
な
質

を

交
錯

さ

せ
、
市

・

郡
の
政
治
的
区
画
の
部
分
を
も

っ
て
技
巧
的
に
合
成
さ
れ
た
人
工
物
で
あ
り
、
加
え
て
、
自
己
を
現
実
的
地
盤
と
す
る
独
自
の
政
党
組
織

を
保
持

し
て
い
な
い
と
い
う
、
下
院
議
員
選
挙
区

の
虚
体
性
と

モ
ザ
イ

ク
状

の
利
益
構
成
と

の
、
す
ぐ
れ

て
今
日
的
な
複
合
的
脈
絡
の
な

か
に
、
右

の
言
葉
を
置

い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
言
葉

に
は
、
州
政
党
組
織
体
系
に
お
け
る
自
己
完
結
的
な
上
層
組
織
と
閉
鎖
的
な

下
層
組
織
と
の
谷
間
を
彷
復
す

る
下
院
議
員

の

「
政
治
体
系

の
孤
児
」
と
し
て
の
本
性
が
、
完
膚

な
き
ま
で
洗

い
だ
さ
れ
て
い
る
と
い
え

(
42

)

よ

う

。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
下

院
議

員
侯
補

者

は
、
選

挙

に
お
け

る
勝

利

の
確
保

を

目
標

に
、
「
各
選

挙

ご
と

に
全
く

の
無

か
ら
」
(ぎ

日

。。§

仲鼻

(
廻

)

(
43
)

{。
円
留
3

畠

鼠
8

)
、

恰

か

も

、

「
個

々
の

資

本

主

義

的

企

業

家

の

ご

と

く

」

(葬

①
同巳

三

曾
鉱

。昌

幽鼠
一協。。g

緊
器
魔
Φ
ロ
。霞
。。)
、

図

2

に
典

型

化

さ

(45

)

(
46

)

れ

る
よ
う
な
自
己
に
特
有

の
個
人
的
な
選
挙
組
織

を
構
築
し
て
ゆ
か
ね
ぽ
な
ら
な

い
。

こ
う

し

た
下
院
議
員
の
個
人
的

な
選
挙
組
織

と

{11}11



図2下 院議員候補の個人的な選挙組織の典型

1
CANDIDATE

l
Ho算o蹴y

c翻 叩a瑠n

Comr瞳 重㏄

Advis◎ 定y

c亀mpaign

Committer
1

MANAGER

OR

CO4RDINATOR

Headquarteis

St&ぽ

臼川m`o

ComftlltlEC

Spea3ca's

Bureau

Rescarch

Comm旗 ◎c

Coffees

do

Teas

Pub聾o

Appc瓢 蟹1㏄s

e.a.,speeches

Public

Relations

Specia3

Committees

¢・匹,
"Teachers

foτSmith軸

Countyor

Area

Committees

V前u廟悌9

Wo旅o漏

郡

・
区

・
投
票

区
な

ど

の
地
方
政

党
組
織

と
が

、
有

機

体

的

な
調

和
関

係

に
あ

る
よ
り
も
、

む

し

ろ
、

合

成

し

難

い
二
筋

の
ヴ

ェ
ク
ト

ル
の
関
係

に
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、

か

つ
て
、

一
八
名

の
下

院
議

員

の
個

人
的

な

選

挙
組
織

を

調

査

し

た

R

・
F

・
フ

エ
ノ

(盈
。訂
巳

,

岡
①壼
P

旨,
)
…教
授

(
ロ
チ

ェ
ス
タ
ー
大
学
)
(d
ロ
貯
o畠
即
罵
o
{

(
74

)

国
9
冨
吻8
補)
の
次

の

一
文

に
覗
わ
れ

る
。

「
〔
一
八
例
中
〕
僅
か
二
、
三
例

の
み
に
限

っ
て
、
下
院

議
員

の
個
人
的
な
選
挙
組
織

と
地
方
政
党
組
織
と

の
間

に
、
統
合
的
な
運
用
関
係
が
、
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
大
部
分
の
下
院
議
員
が
ま
さ
し
く
望
ん
で
い
る
両

組
織

の
運
用
方
法

と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
そ
れ
ぞ

れ

の
職
務
を
追
求
す
る
方
法

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
下
院

議
員

の
個
人
的
な
選
挙
組
織

の
職
務
は
、
彼

に
、

可
及

的
に
、
議
席
を
保
持
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
地

方
政
党
組
織

の
職
務
は
、
当
該
政
党
の
地
方
公
職
に
対

す
る
支
配
力
の
可
及
的
な
維
持
で
あ
る
」
。

下
院
議
員
候
補
者
は
、

こ
う
し
て
、
個
人
的
な
選
挙

12c12}
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組
織
を
基
点
と
し
て
、
選
挙

に
お
け
る
勝
利

の
確
保
を
目
標

に
、
孤
独
な
戦

い
を
進

め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

そ
う
し
た
彼
ら
の
孤
独
な

(
娼

)

状
況

は
、
次
の

一
下
院
議
員
候
補
者
の
言
葉

に
察
せ
ら
れ

よ
う
。

「
候
補
者

は
、

実
験
を
試
み
る
こ
と
が
で
き

な

い
。
候
補
者
は
、
限
定
さ
れ
た
情
報

に
基
づ
き
、
敏
速

に
行
動
を
起
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。

そ
の
姿
は
、
反
対
側

の
斜
面
に
い
か
な
る
状
況
が
生
じ

て
い
る
か
を
認
識

せ
ず

に
、
自
己

の
軍
隊
に
丘
を
越
え
さ
せ
る
戦

楊
の
指
揮
官
を
、

髪
髭
さ
せ
る
も

の
が
あ

る
。
選
挙
運
動

に
、
ど

の
よ
う
な
力
が
作
用
し
て
い
る
か
を
、
何
び
と
も
知
り
得
な
い
故
に
、
選

挙
資
金
は
、
報

酬
逓
減

の
限
界
点
を
越
え
て
費
消
さ
れ

る
こ
と

に
な
る
。
反
対
政
党
侯
補
者
の
同
種

の
努
力

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
掲
示
板
、

ラ
ヂ
オ
、

テ
レ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ソ
、
宣
伝
力
1
、
新
聞
広
告
、
手
紙
作
成
な
い

し
電
話
委
員
会

の
活
動
計
画

(一。#
臼

ヨ
一菅
騎

自

琶
超
ゴ
8
Φ
8
目
目
蒙
$

鷲
。
噴
器

。。)
、
ち
ら
し
広
告
、
バ

ス
広
告
、
な
ど

の
、
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
広
告

・
宣
伝
装
置
が
、
用
い
ら
れ
る
。
候
補
者
た
る
者
は
何
人
も
、

投
票

へ
の
い
か
な
る
接
近
路
を
も
見
逃
す
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
。

…
…
」
。

政
党
組
織
か
ら
、

い
わ
ば
、
孤
立
無
援

の
形

で
、
下
院
議
員

の
地
位
を
追
求
す
る
下
院
議
員
候
補
者
の
姿
勢
は
、
当
選
後
、
議
会
に
お

け
る
自
主
独
立

の
行
動
を

ひ
き
だ
す
。
「
こ
こ
議
会

(Ω
暫
仲9

銅
ε

で
は
、
す

ぺ
て
の
者
が
、
彼
自
身

の
ボ

ス
で
あ
る
。

そ
し
て
、
す
べ

(
狙
)

て
の
者
が
、
自
己
自
身

の
独
自

の
活
動
を
繰
り
広
げ
る
」

と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
孤
絶

へ
の
意
思
が
、
連
帯

へ
の
意
思

に
優
先
す

る
。

な

お
、

《
一
人

・

一
票

》

原

則

の
影

響

と

し

て
、

「
よ

り

微

妙

な

形

で
探

知

が

容

易

で

は

な

い
」

(日
。
話

9

蕃

臼
2

。器

雷
珀

8

山
。
響

枠)

に

せ

よ
、

ゲ

リ

マ

ン
ダ

ー

リ

ソ
グ

(○
市
円q
目
露

匹
①H
一5
㈹
)
と

呼

ば

れ

る

「
旧

来

の
政

治

慣

習

」

(。
冠

旦

達
鼠

窪
。。
8
日
)
が

、

い
ま

な

お

、

存

(
50

)

続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、

一
般

に
、
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ン
グ
と
は
、
他
党

に
対
し
て

一
党
が
最
も
党
派
的

に
有
利
と
な
る
よ
う
な
地
理
的
境
界
線

に
そ

っ
て
、
選
挙
区
地
域

(
51

)

を
、

と
り
わ
け
、
州
立
法
部
議
員
選
挙
区
な
ら
び

に
下
院
議
員
選
挙
区
を
、
線
引
き
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ

は
、
州
立
法
部
を
制

(13)13



し
た
多
数

党

が
、
少

数
党

を

犠
牲

に
供

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

自

己

の
優

越
的
地

位

の
安

定
化

を
意

図

し
、

往

々
、
奇

妙

に
形
態

化
さ
れ

た
自

党

に
最

も
有

利
と

な

る
よ
う

な
選

挙
区
画

を
創

造
す

る
行

為

と
、

い

い
か
え

て
も

よ

い
。

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

は
、

ア
メ
リ

カ

に

お
け

る

《
由

緒

の
あ

る
》

(ユ
日
①-ぎ
8
民

)
政

治
的
伝

統

で
あ

る
。

そ
れ

は
、
一
八

=

一年

当
時

に
お
け

る

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ッ
州
知
事

E

・

ゲ
リ

ー

(国
一げ
H一α
ゆq①
∩
}o目昌
)

が
、

自

己

の
所
属

政
党

で
あ

る

民
主

党

に
有

利
と

な

る
よ
う

に
、

奇

妙
な

形
態

を
描

く

ボ

ス
ト

ソ
北
部

の

一

下
院

議

員
選

挙
区

を
創

設

し
た

と

い
う

歴
史

的

事
実

を

原
型

的
形
象

と

し
、
以
来

、
ゲ

リ
ー

の
名

に
因

み
、

「
人

為
的

な
、

政
治

的
動
機

に

(
52

)

基

づ

く

選

挙

区

の
区

画

化

」

(曳

蜂

一無

℃
。
臣

。巴
一図

日
。
穿

幕

鎚

山
{。・乱

島

コ
αq
)

は
、

ゲ

リ

マ

ソ
ダ

ー

リ

ソ
グ

と
称

さ

れ

る

に

至

っ
て

い

る
。

(
53

)

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
戦
略

原

理

は
、

二
種

に
大

別

さ
れ

る
。

そ

の

一
つ
は
、

《
包
括

》

(冨
。鉱
昌
㈹
)
で
あ

る
。

《
包

括
》
と

は
、

反
対

党
支

持

の
投

票
者

を
、

可
能

な

限
り
少
数

の
選

挙

区

に
集

注

さ

せ
る
戦

略

で
あ

る
。

《
包
括

》

の
下

で

は
、
反
対

党

は
、
凡
そ

一
〇

〇

%

の

支

持
票

を
獲

得
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

一
議
席

を

確
保

す

る
。

し

か
し
、

こ

の
場

合
、

五
〇

%

を
越
え

る
す

べ
て

の
支
持

票

は
、

浪
費

さ

れ
、

死
票

と
化
す
。

《包

括
》

に
よ

っ
て
、

反

対
党

の
支
持

票

は
、

一
選

挙

区
内

に
幽
閉

さ
れ
、

そ

こ

に
僅

か

一
議

席

の
孤
塔

を
築
き

得

る

に
す

ぎ

な

い
。

逆

に
、

も

う

一
方

の
政
党

は
、

当
該

選
挙

区
を

除
く

す

べ

て
の
選
挙

区

に
お

い
て
優
勢

に
立
ち
、

ほ
と
ん
ど

死
票
を

だ

す

こ
と
な

く
、

当
該
議

席

以
外

の
議

席

の
取

得

に
成
功

す

る
。

《
包
括

》

は
、

一
九

八
〇
年

の
国
勢
調

査

の
結

果

に
基
づ

く

一
九

八

一
年

(
54

)

に
お
け
る
イ

ン
デ

ィ
ア
ナ
州
の
下
院
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化

に
認
め
ら
れ
る
。
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ
ソ
グ

の
他

の

一
半
を
形
づ
く

る
戦
略

ま
、

《
分
解
》
(。「皆
臨
お
)
で
あ
る
。

《分
解
》
と
は
、
反
対
党

の
支
持
者
を
、
可
能
な
限
り
多
数

の
選
挙
区
を
横
断
す
る
形
で
、
分
散
化
し

て
ゆ
く
戦
略
で
あ

る
。

こ
の
場
合
、
各
選
挙
区

に
お
け
る
反
対
党
支
持

の
合
計
が
、
当
該
選
挙
区
に
お
け
る
投
票
総
数

の
五
〇
%
以
下

で

あ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
反
対
党
支
持
票
は
、
議
席
を
制
覇

の
射
程
に
収

め
る
こ
と
が
不
能
と
な
り
、

死
票
と
し
て
宙

に
放

散
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
《
分
解
》

の
例
と
し
て
は
、

か
つ
て
、

一
九

六

一
年

に
、
民
主
党
支
配
下
の
北

カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
立
法
部
が
、
当
該

州
選
出
の
唯

一
の
共
和
党
下
院
議
員
が
強
力
な
民
主
党

の
対
立
候
補
者
と
干
黄
を
交
え
ね
ぽ
な
ら
な
い
よ
う
に
、
選
挙
区
画
を
配
分
し
た

i4(14)
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と
い
う
妻

が
あ
げ
ら
舞

・
も
う

;

の
事
例
は
・

ミ
ズ
リ
ー
州

で
あ

る
・

充

六
九
年

に
、
民
主
党
優
位
の
確
妾

目
ざ
す
同
党
支

配

の
ミ
ズ

リ

ー
州

立
法

部

は
、

当
該

州

を
、

ほ
ぼ

等
規

模

の

一
〇

の
下
院

議

員
選
挙

区

に
分

割

し
た
。

こ
の
場

合
、

セ
ソ
ト

ル
イ

ス
市

は
、

不
規

則

に
断

片
化

さ
れ
、

五

つ
の
選

挙
区

画

に
分

解
さ

れ

る

に
至

っ
た
。

同

市

に
お
け

る
共

和
党
指

導
者

は
、

こ
う

し
た
選

挙
区

画

の

一

つ

(第

一
選
挙
区
)
の
形

態

を
、

《
飛

び
ゆ

く

七
面

鳥

》

(ぬ
旨
超

言
詩
畠
)
と
称

し
、

い
ま

一
つ
の
選

挙
区

(第
八
選
挙
区
)

の
そ
れ

を
、

《
ア

(
56

)

メ
リ
カ

ヘ
ラ
ジ
カ
》
(H口O
OooO)
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

《
包
括
》
・
《
分
解
》

の
い
ず
れ

の
戦
略
が
編
成
さ
れ
よ
う
と
も
、

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ソ
グ

の
目
的
と
す

る
と

こ
ろ

は
、

選
挙

の
結

果
に

影
響

力
を
及
ぼ
す
反
対
党

の
能
力
を
極
小
化
す
る
と
い
う

一
つ
の
核

に
向

っ
て
収
縮
す

る
。
も
し
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ
ソ
グ
が
巧
緻
に
な
さ

れ
る
場
合
、
少
数
者

の
支

持
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
政
党
が
、

立
法
部
に
お
け
る
多
数

の
議
席
を
支
配
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

《
一
人

・
一
票
》
原
則
を
宣
示
し
た

一
九
六
〇
年
代

に
お
け
る
最
高
裁
判
所

の
判
決
以
降
、

州
立
法
部
は
、

十
年
ご
と
の
国
勢
調
査

の
後

に
、
選
挙
区
画

の
再
配
分
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
再
配
分
を
行
な
う
べ
き
時
期

に
、
州
立
法
部
を
統
制
し
得
た
政
党
は
、
常

に
、
自

己

に
有
利
と
な
る
よ
う
に
、
選
挙
区
を
線
引
き
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

け
れ
ど
も
、
今
日
、
党
派
性
の
濃
厚

な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ソ
グ

は
、
構
想

の
圏
域
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
か
ら
現
実
界

へ
の
脱
却
は
、
必

(
57

)

ら
ず

し
も
容

易

で
は
な

い
。

そ

の
理

由

と
し

て
、

一
般

に
、

三
者
が

考

え
ら
れ

る
。

そ

の

一
つ
は
、

一
政
党

の
議
席

占
有

率

を

上
昇

さ

せ

メ
カ

ニ
ズ

ム

る
た
め
の
機
制
は
、
他

の
政
治
的
必
要
性
と
矛
盾
す
る
と

い
う
状
況

の
存
在
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、

こ
う
し
た
政
治
的
必
要
性

に
は
、
所

属
政
党

の
共
同

の
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
自
己
自
身

の
選

挙
上

の
危
険
度
を
断
じ
て
拡
大
さ
せ
た
く
な

い
と
主
張
す
る
、
落
選

へ
の

底
知
れ
ぬ
恐
怖

の
感
情
を
抱
く
、
現
職
議
員

(冒

琶

び
①・
邑

に
対
す
る
保
護
が
、
含
ま
れ
る
。
そ
の
二
は
、
投
票
者
は
、
政
党

よ
り
も
、

む
し
ろ
、
候
補
者
と
接
触

と
交
流
を
保
ち
互

い
に
交
響

し
合
う
た
め
、

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
設
定
意
図
を
、
往

々
、
挫
折

せ
し
め
る
と

い
う
事
実
で
あ

る
。
選
挙
区
の
再
区
画
化

の
党
派
的
意
図
が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
、
投
票
者
が
、
再
区
画
化
の
起
草
者

の
期
待
す
る

(15)15



方
向

に
そ

っ
た
行
動

に
で
る
可
能
性
は
、
必
ら
ず

し
も
高
く
は
な

い
。

そ
の
三
は
、
連
邦
裁
判
所
の
態
度

で
あ
る
。
も
し
選
挙
区
の
再
区

画
化
が
紛
れ
も
な
く
党
派
的
観
点
に
立

っ
て
遂
行
さ
れ

る
な
ら
ぽ
、
あ

る
い
は
、
も
し
再
区
画
化
が

《
一
人

・
一
票
》
原
則

に
違
背
す
る

な
ら
ば
、
連
邦
裁
判
所
は
、
州
立
法
部
に
よ
る
そ
う
し
た
選
挙
区

の
再
区
画
化

の
現
実

に
介
入
す
る
の
に
、
些
か
も
吝

か
で
は
な
い
と
す

る
首
尾

一
貫
し
た
態
度
が
、

こ
れ
に
当
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

一
九
八
〇
年

の
国
勢
調
査

の
結
果
を
基
礎

に
実
行
さ
れ
た
下
院
議
員

選
挙
区
の
再
区
画
化

に
、
党
派
性

の
鮮
麗
な
色
が
表
出
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
少
数

の
州

に
限
ら
れ
て
い
る
。
多
く

の
場
合
、
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ソ
グ
が
試
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ

は
、

企
図
し
た
通
り

の
機
能
を
発
揮

し
な
か

っ
た
と
み
て
よ
い
。
総
じ
て
、

一
九
八
〇
年

の

国
勢
調
査

の
後

に
施
行
さ
れ
た
各
州
間

に
お
け
る
下
院
議
員
定
数

の
再
配
分
も
、

ま
た
、
各
州

に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化

(
58

)

も
、

と
も

に
、

一
九
八

二
年

の
下
院

議

員
選

挙

の
結

果

に
、

ほ
と

ん
ど
影

響
を

及
ぼ

さ

な

か

っ
た

と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。
(
59

)

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

ゲ

リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ン
グ
が

効

を
奏

し

た
最

近

の
数
少

な

い
事

例

は
、

カ
リ

フ

ォ

ル

ニ
ァ
州

に
認

め
ら

れ

る
。

一
九

八

一
年

九
月
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

立
法
部

に
お
け

る
上
下
両

院

の
多
数

と
州
知

事

と
を
制
す

る
民
主
党

は
、

州

立
法
部

上
下
両

院
議

員
選

挙
区

な

ら
び

に

〔連

邦
〕

下

院
議
員

選
挙

の
三

者

に
関

す

る
再

区
画

化

の
法

案

を
、

州

立
法

部

に
通
過

さ

せ
る

こ
と

に
成

功

し

た
。

一
九

八
〇

年

の
国
勢

調

査
が
、

当

該
州

に
、

下

院
議

員
議

席

二
増

を

も

た
ら

し
た

こ
と

は
も

と

よ
り
、

さ

ら

に
、

一
九
八
〇
年

代

に

お
け

る
都

市
-

郊
外

地
域

(略

々
半
都
市
-
半
郊
外
地
域
)
〔葺
げ9。霧

与
葺
げ魯

(号
。耳

ゲ巴
{
。ξ

豊
飢
げ
巴
{
。・ロげ
霞
げ。。)
〕、
都

市

地
域

(大
都
市
群
)

〔き

巴

(げ
碍

鼻
凶琶

〕、

郊

外
地
域

(近
郊
)
〔珍

日
訂
鵠

(。。鐸ゴ
『げ
m)
〕

へ
の
人

口
移

動

は
、

下

院

議
員

選

挙
区

の
再

区
画

化

を

不
可
避

と
す

る
状

況

を
造

出
す

る

に
至

っ
た
。

こ
う

し

た
情
勢

を
背
景

と
す

る
下

院
議

員
選

挙

区
再
区

画
化

法
案

は
、

サ

ン
フ
ラ

ソ

シ

ス

コ
市
選

出

の

民

主
党
下

院
議

員

P

・
パ

!
ト

ン

(勺
匹

ξ

bロ
巨

§
)
と
、

官
ス
ア

ソ
ゼ

ル

ス

市
選

出

の
民

主
党
下

院
議

員

の
兄

に
当

る
選

挙
運

動

コ
ソ

サ

ル
タ

ン
ト

(8
目
箪

唱

8
諺
鼻

巴
齢)

の
M

・
バ

ー

マ
ン

(藁

。冨
巴

穿
菖

琶

の
、

両
名

の
手

に
成

る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
.ハ

ー
ト

ン
ー

バ

ー

マ
ン
再
区

画
化
案

は
、

人

口
規

模

の

ほ
ぼ

等

し

い
四

五

の
下

院
議

員
選

挙
区

を
創

出

し
た
。

し

か
し
、

こ
の
案

は
、

カ
リ

lfi(16)
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フ

ォ

ル

ニ
ア
州

に

お
け

る
民

主
党

優
位

の
恒

久
化

を
発

想

の
基
盤

に
据

え

た
、

事

実

上

の
ゲ

リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

に
ほ

か
な
ら

な

い
。

バ

ー

ト

ソ
ー

パ

ー

マ
ン
再

区
画

化
案

は
、
若

干

の
共

和
党
支

配
領

域

を
、
多

か
れ
少

な

か
れ
、
排

除
す

る
形

で
、

選
挙

区

の
線
引
き

を

断

行

し
、

そ

の
な

か
に
民

主
党

の
支
持

層

で
あ

る
白
人

勤
労

者
、
黒

人
ブ

ル
ー

カ
ラ
ー
、

イ

ス
パ

ニ
ア
系

人

の
各

居
住
地

域
を

包
含

さ

せ

る

た

め

に
、

選
挙

区

の
範
域

を
拡

張

し
た

の

で
あ

る
。

従

っ
て
、

こ
の
再
区

画
化

案

は
、

民

主
党
優

位

の
恒
久
化

の
文
脈

の
な

か

に
回
収

さ

れ
昇

華

さ
れ

る
と
考

え

て

よ
か
ろ
う

。

パ

1

ト

ン
ー

バ

ー

マ
ン
再

区
画

化
案

に
お
け

る
二
、

三

の
選

挙
区

に

つ
い
て
、

こ
れ
を

み
る
な
ら
ば
、

第

六
選

挙

区

は
、
デ

イ

リ

ー
市

(∪
ξ

Ω
q
)

に
帯

状

に
拡

散

し

て

い
る
民

主
党

員

の
支

持

を
調
達

す

る

た

め
に
、

サ

ソ
フ
ラ

ン
シ

ス

コ
湾

(の
・・昌

哨
.四
讐。一。。8

bd
餌
団
)
を
横

断

し

て

い
る
。

第

六
選

挙

区
を
貫

通

し

て
い
る

の
は
、

当

該
選

挙
区

を

バ

ー

ト

ソ
の
兄

J

・
バ

ー
ト

ン

(一。『
昌
ロロ
ロ.峠。昌
)

の
た

め
の

《
安

全
選

挙

区
》

(盟
脚{Φ
α
駒oo↓N凶O悼)
に
す

る

と

い

う

党

派
的
視

点

で
あ

る
。

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

の
新
聞

「
サ

ク
ラ

メ

ソ
ト

.
ユ
ニ
オ

ン
」

(辛
.

ω
悶。轟
目
㊥・
3

§

§

)

は
、

こ

の
よ
う

な
下

院
議

員
選

挙
区

の
再

区
画

化
案

を
、

「
精

神
病

院

の
入
院

患

者

に
よ

っ
て
図
案

化

さ
れ

た
嵌

め

絵

」

宙

㎞一σq
跨
類

甥
§
国竃

血
鼠
唱
巴

享

魯

ぎ
日
馨
¢

。
{
"
日
窪
邑

ぎ
。。窪
薮

9
)

と
描

写

し

た
。

こ
れ

に
対

し
て
、

パ

ー

ト

ン
下
院
議

員

は
、

(60

)

「
そ
れ

は
、

現

代
美
術

に
対

す

る
私

の
貢

献

(量

8
コ
鼠
げ鼠

8

8

日
a
Φヨ

巴

)

で
あ

る
」

と
応

酬

し
、

肩

を
す

く

め
た

の
で
あ

る
。

以

前
、

共
和
党

支
配

下

の
選

挙
区

で
あ

っ
た
、

第
二

七
選
挙

区

は
、

前

州
立

法
部

下

院
議

員

M

・
リ

ー
ヴ

ァ
イ

ソ

(ン画Φ一
　[
Φく
一謬
①)
を

〔
連

邦
〕

下
院

議
員

と

し

て
選

出
す

る
た

め

に
、

修
正

を
施

さ
れ

た
。

こ

の
新

た
な
選

挙

区

は
、

当
該

議

席
を

確
保

す

る
た

め

に
十

分
な

民

主
党
支

持
票

を
糾

合

し

よ
う
と

す

る
バ

ー

ト

ン
ー
パ

ー

マ
ソ
の
意

図
を

受
け

て
、
海

岸

線

か
ら

ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
の
下

町
地
域

に
至

る

ま

で

の
回
廊

地
帯

を
形

成
す

る

に
至

っ
た

こ
と

か
ら
、

《
あ
り

く

い

の
鼻

》

(睾
奮

艮

.。・
。・き
8

と

指
称

さ

れ

て

い
る
。

「
カ
リ

フ
ォ

ル

ニ

ア

.
ジ

ャ
ー
ナ

ル
」
誌

(O
鱒年
o§
貯

冒
霞
冨
ト)
は
、

当
該

選
挙

区

の
情

景
を
、

「
そ

れ

は
、

レ
ド

ソ
ド

・
ビ

ー

チ

(即
.皆
ロ
山
。
じロ
.帥。げ
)
で
海

に
入

り
、

パ

ロ
ス
ヴ

ァ
ー
デ

ス
半

島

(勺
巴
o
。。
<
o巳
窃

℃
①巳
蕊
巳
脅)

の
周
囲

を
帆

走

し
、

港

湾

地
帯

の
住

民

の
支
持

を
結

集
す

る

た

め
に

サ

(17)i?
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(
61
)

ン
ペ

ド

ロ

(ω
睾

勺
&
8
)

に

上

陸

す

る

L

と

、

描

出

し

た

。

《
の

た

う

つ
》

(詔
錘
αq
鶏
)

第

三

二

選

挙

区

は
、

い

わ

ゆ

る

《
ホ

タ

ル
ブ

ク

ロ
回

廊

》

(口σ
。
臣

薯

霞

8
鼠

山
8

を

通

し

て
、

サ

ソ

ペ

ド

ロ

及

び

ロ

ソ
グ

ピ

ー

チ

(H
、◎
昌
価四
}WΦ9
0げ
)

の

桶
部

と
、

ダ

ウ

ニ
ー

(
O
。
善

碧
)

と

を

、

一
つ
に
結

合

す

る

。

第

三

二

選

挙

区

は
、

二

対

一
の
比

率

で
、

民

主

党

優

位

と

な

る

よ
う

に
構

成

さ
れ

た

。

(
62

)

図

3

に
示

さ
れ

る
第

四

五
選
挙

区

は
、

既
述

の
選
挙

区
と

は
対

照

的

な

視

点
を

提
起

す

る
。

当
該

選

挙
区

は
、

共
和
党

に
安

全
議

席

(鴇
{Φ
。。o魯
)
を

確
保

さ

せ
る
と
す

る
視

点

に
よ

っ
て
支
え

ら
れ

て

い
る

と

い
う

の
が
、

こ
れ

で
あ

る
。

第

四

五
議
席

の

一
部
を

形
づ

く

る

コ
官
ナ

ド

(晶G
O
同O
口鋤
山O
)

に
は
、

多
数

の
退
役

軍
人

が

居
住

す

る
。

彼

ら

は
、

保

守

的

で
あ

り
、
圧

倒
的

に
共

和
党

支
持
者

で
あ

る
。

ま

た
、

別

の

一
部

は
、

共

和
党

の
堅

牢

な
支

持
基

盤
を
組

成
す

る

サ

ン
デ

ィ

エ
ゴ

(ω
嘗

望
Φσq。
)

の
郊

外

地
域

を
含

む
。

共

和

党

は
、

こ

の
よ
う
な

《
一
人

・

一
票

》
原

則

の
厳

格

な
実

施

の
基
層

部

に
流

れ
る
民

主
党

優
位

の
恒

久
化

の
意

図
を

表
象

し
た
パ

ー
ト

ン
ー

バ

ー

マ
ソ
再

区
画

化
案

を

不
当

と
し
、

栽
判

所

に
異
議

を
申

し
立

て
る

に
至

っ
た
。

し

か
し
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

最
高

栽
判

所

は
、

当
該
再

区

画
化

案

は

一
九

八
二
年

に
お
け

る
州

立
法

部
議

員
選

挙

な
ら
び

に
下
院

議
員

選
挙

に
限

り
有

効

で
あ

る
旨
、

判
示

し
た
。

さ
ら

に
、

一
九

八

二
年

六
月

に
お
け

る
予
備

選
挙

(ヨ

日
陣q

象

。誠
8
)
の
時
期

に
、

ヵ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

の
投
票

者

は
、

既

に
人

民
投
票

に
付
託
さ
れ
て
い
た
既
述

の
選
挙
区
再
区
画
化
案
三
者
を
拒
絶

し
た
。
共
和
党
は
、

こ
れ
を
受
け
て
、
、特
別
再
配
分
委
員
会

(馨

芝

挙

即℃
醤
同ユ
。昌
目
。口
け
8
日
皇
隆
。旨
)

に
よ

っ
て
新
規
の
選
挙
区
再
区
画
化
の
線
引
き
が
行
な
わ
れ

る
ぺ
き

こ
と
を
要
求
す
る

冨
醇

魯
曾
ヨ

を
提

案
し
た
。
け
れ
ど
も
、
十

一
月
選
挙

に
お
け

る
投
票
者
は
、

こ
の
提
案
も
ま
た
否
決

し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、

一
九
八
二
年
十

一
月

に
新
た
に
選
出
さ
れ
た
代
議
員

か
ら
成
る
州
立
法
部
が
、
同
年
十
二
月

に
開
会
さ
れ
た
と
き

に
、
州
立
法
部
は
・

一
九
八
二
年

の
選
挙
の

剃

た
め
に
線
引
き

さ
れ
た
選
挙
区
を
大
き
く
隔
て
る
特
徴
が
皆
無

に
近

い
再
配
分
法
案
を
採
択
す

る
に
至

っ
た
。

こ
の
法
案
は
、
J

・
ブ

ラ

ー9

ウ

ソ

(一...同
りσ
同。
毛
鵠
)
州
知

事

が
離
任

す

る
前

日

に
署

名

し
た

こ
と

に

よ

っ
て
、
法

律

と

し

て
制
定

さ
れ

た

の
で
あ

る
。



バ

ー
ト

ソ
ー
バ

ー

マ
ソ
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化
案
は
、

民
主
党
支
配

の
選
挙
区

に
お
け
る
民
主
党
優
位
を

一
段
と
推
し
進

め
、
ま

た
、
共
和
党
支
配

の
選
挙
区

に
お
け
る
共
和
党
支
持
基
盤
も
ま
た

一
層
強
化
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

一
九
八
二
年

の
下
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
所
期
の
効
果
を
首
尾

よ
く
発
揮
し
た
。

こ
の
選
挙

に
お
い
て
、
民

主
党

は
、
第

六
、
第
二
七
の
再
選
挙
区
で
楽
勝
し
た
ほ
か
、
第

四
四
選
挙
区
で
は
、
得
票
率
六
五
%
に
よ

っ
て
議
席
を
掌
中

に
収

め
て
い
る
。

一
九

八
二
年
選
挙

に
お
け
る
民
主
党

の
議
席
獲
得
総
数

は
、

二
八
で
あ

る
。
他
方
、
共
和
党
は
、
第
四
五
選
挙
区

に
お
い
て
、
得
票
率
六
九
%

の
圧
倒
的
支
持
を
集

め
て
、
議
席
を
確
保
し
、
州
全
体

で

一
七
議
席
を
占
有
す

る
に
至

っ
た
。
な

お
、
形
式
上
、
パ
ー
ト

ソ
ー
.ハ
ー

マ
ソ
再
区
画
化
案
と
対
立
し
こ
れ
を
否
定

し
つ
つ
も
、
実
質

的

に
は
こ
れ
と
同
等

の
、
当
該
再
区
画
案

の
代
替
案
と
し
て
自
己
を
構
成
し
た

一
九
八
二
年
十
二
月

に
州
立
法
部

に
よ

っ
て
採
決
さ
れ
た

新
た
な
再
配
分
法
に
基
づ
く

一
九
八
四
年

・
一
九
八
六
年

の
下
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
も
、

一
九
八
二
年
選
挙
以
降

の
民
主
党
優
位
の
態

勢
を
揺
り
動
か
す
地
殻
変
動

の
文
脈

は
、

と
く

に
形
成
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
二
七
対

一
八
の
従
来

か
ら
の
民
主
党
優
位

の
比
率
は
、
そ

の
ま
ま
、
堅
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
パ

ー
ト
ソ
ー
.ハ
ー

マ
ソ
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化
案
は
、
下
院
議
員
選
挙
区
に
お
け
る

《
一
人

.
一
票
》
原
則

の
貫
徹

と
い
う
組
織
化

の
構
造
を
脱
臼
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
、

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

へ
と
位
相
変
容
さ
せ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
こ
に

は
、

《
一
人

・
一
票
》
原
則

の
貫
徹
を
原
基
と
す
る
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ン
グ

の
鮮
明
な
相
貌
を
看
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

右
に
述
べ
た
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
お
け
る
民

主
党

に
よ
る
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ
ソ
グ
は
、
も
と
よ
り
、
突
発
的
に
生
じ
た
事
態
で
は
な

く
、

こ
れ
以
前

に
お
け
る
イ

ソ
デ

ィ
ァ
ナ
州

に
お
け
る
共
和
党

に
よ
る
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ソ
グ
の
反
極
に
喚
起
さ
れ
た
、
そ

の
報
復
的
な

(63

)

複
製
装
置

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

イ
ソ
デ

ィ
ア
ナ
州

に
お
け
る
州
知
事
職
と
州
立
法
部
上
下
両
院

の
多
数
を
完
全

に
掌
握
し
て
い
た
共
和
党

は
、

一
九
八

一
年
、
き
わ
め

て
露
骨
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ
ー
リ
ソ
グ
を
敢
行
し
た
。
共
和
党

の
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
、
簡
明
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
当
時
に
お
け
る
州
立
法
部

zo(zo)
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図41980年 の国勢調査後におけるインデ ィアナ州の下院譜員選挙区

SOURCE:StateofIndi鋤,Wash三ngton,D.C.0伍 鰍
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上

院

選

挙

委

員

長

(
o
訂

マ
日
雪

o
略
夢
o

。。冨
8

。̀
①ロ
餌
8
.ロ
国
冨

ま

器

O
o
ヨ
巳

茸
Φ①
)

C

.
E

・
ボ

ス

マ

(O
げ
㊤
同一Φ
。。
即

じd
。
。.壼
臼
)

の

次

の

言

葉

に

、

(
64

)

率
直

に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
「
も
し
我

々
が
民
主
党

に
損
害
を
与
え
よ
う
と
思
う

な
ら

ぽ
、

我

々
は
、
何
ご
と
も
な
し
得

る
と

い
う
、
政

治
的
現
実

に
、

民
主
党

は
、
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
。

こ
の

一
見
不
遜
と
も
お
も
え

る
言
葉

は
、

決

し
て

い
わ
れ

の
な
い
脅

迫
で
は
な
か

っ
た
。
事
実
、
共
和
党

は
、
イ

ソ
デ

ィ
ア
ナ
州

に
お
け

る
民
主
党
全
体

の
年
間
予
算
額
を
越
え
る
凡
そ
二
五
万

ド

ル
を
高
性

能

の

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
す

る
精
巧
な
技
術

の
開
発
と
運
用
に
投
じ
、

こ
れ

に
よ
り
下
院
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化
を
試
み
る
に
至

(
65

)

っ
た
。

こ
う

し

て
作

成

さ
れ

た
再
区

画
案

は
、

図

4

に
覗
わ

れ

る
よ
う

に
、

《
包
含

》
と

《
分
解

》
の
双
方

の
戦

略
的

要

因
を
、

ネ

ガ

の
ご

と
く
映

し
だ

す
。

オ

ハ
イ
オ
川

(O
ぼ
。
国
〈
8

に
そ

っ
た

L

・
ハ
ミ

ル
ト

ソ

(ピ
8

田

巨
ぎ

昌
)
民

主
党

下

院
議

員

の
第
九
選

挙
区
、

そ

し
て
、

工
業
地

域

に
位

置
す

る
同

じ
く

民

主
党
下

院
議

員

A

・
ベ

ソ
ジ

ャ
、ミ
ソ

(〉
畠
ヨ

リ⇔
Φ昌
す
巳

昌
)
の
第

一
選

挙
区
、

以

上

の
民

主
党

支
配

の
選

挙
区

二
者

は
、

よ
り

多
数

の
民

主
党
支

持

者

を
吸
収

し
他

の
選

挙
区

に
お
け

る
共

和
党

下
院

議
員

候
補
者

の
勝

利

の
機

会

を
増

幅

す

る
と

い
う
明
確

な

焦
点
的

位

置

か
ら
、

《
包
括
》

さ

れ

た
。

他
方

、

労
働
組

合

の
堅
確

な
城

塞

で
あ

っ
た

二

つ
の
市

は
、

《
分
解
》

さ
れ

た
。

ア
メ
リ
カ

に

お
け

る
最

大

の
労
働

組

合

で
あ

る
全
米

自
動

車
労

働
組

合

(C
口
津
Φ鎚
〉
口櫛O
ぐ
『
O
陛パ
①同oo)
(U
A
W
)

の
地

方
支

部

の
所
在

地

で
あ

る

ア

ソ
ダ

ー
ソ

ソ

(〉
民
①暮

昌
)
市

と
、

も

う

一
つ
の
U

A
W

の
地
方

支
部

の
存

在
す

る

マ
ソ

シ
ー

(竃
琶
。一Φ)
市
が
、

こ
れ

に
当

る
。

さ
ら

に
、

三

名

の
民
主
党

現

職
下

院
議

員

の
住

所

を
含
む

一
つ
の
下
院
議

員
選

挙
区

が
、

新

た

に
創

出
さ

れ

た
。

こ
れ
が
、

圧
倒

的

に
多
数

の
共
和

党

支
持

者
が

凝
集

し

て

い
る
第

二
選

挙

区

で
あ

る
。

加

え

て
、

一
九

八
〇
年

の
国
勢

調
査

の
結

果
、

イ

ソ
デ

ィ
ア
ナ
州

は
、

下
院

議
席

一
を

喪
失

し
十

一
議
席

か
ら

一
〇
議

席

に
減
少

し
た

た

め
、

民

主
党

下
院

議
員

を
選

出

し
た

一
選

挙

区

は
、

地

上
か

ら
抹
殺

さ
れ

た
。

そ
れ

に
、

二
名

の
民

主
党

下
院

議

員

の
選

挙

区

は
、

《
細

か
く

切

り
刻

ま
れ
》
(停
。
署
&

・o
)
て
無
価

値

な
破

片
と
化

し
、
新

た
な
四
選

挙
区

へ
と
再

構

成

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
し

て
、

当
時

に
お
け

る
民

主
党
現

職
下

院
議

員

六
名

の
う

ち
再
選

を

目
ざ

す

五
名

の
議

員

は
、

も
し
再

22{22)
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選

の
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら
、
住
所
を
移
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
残
り

一
名

の
下
院
議
員

は
、
再
立
候
補
を
断
念

し
、
州
規
模

大

の
公
職

に
改

め
て
立
候
補
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
に
至

っ
た
。

一
九
八

一
年
作
成

の
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化
案

の
実
施
に
よ

っ
て
、

当
時

に
お
け
る
六
名
対
五
名

の
比
率

に
よ
る
民
主
党
優
位
は
、

一
九
八
二
年

の
下
院
議
員
選
挙
後
、

四
名
対
六
名
、
も
し
く
は
、

三
名
対

七
名

の
比
率
に
よ
る
共
和
党
優
位
に
逆
転
す

る
こ
と
が
、

期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
再
区
画
化
案

は
、
構
想

の
上
で
確
実
な
効

果
が
認
知
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
現
実

に
は
実
効
性
を
あ
げ
得
な
か

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
再
選
を
目
ざ
し
た
民
主
党
現
職
下
院

議
員
は
、
す

べ
て
当
選
し
た
。
現
職
下
院
議
員

の
落
選
者

一
名

は
、
共
和
党
議
員
で
あ

っ
た
。

一
九
八
二
年

の
下
院
議
員
選
挙
後

に
お
け

る
民
主
党
対
共
和
党

の
勢
力
比
は
、

五
名
対
五
名

で
あ
り
、

一
九
八
四
年

の
選
挙
後

に
お
い
て
も
、

四
名
対
五
名

(空
席

一
)
で
こ
の
勢
力

比
に
実
質

的
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、

一
九
八
六
年

の
選
挙

は
、

こ
の
比
率
を
、
再
び
、
六
名
対
四
名

の
民
主
党
優
位

へ
と
、

反
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

イ

ソ
デ

ィ
ア
ナ
州
に
お
け
る
民
主
党

は
、
も
と
よ
り
、
共
和
党
が
作
成

し
た
党
派
性
の
濃
厚
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ
を
前

に
、
座
視

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
民
主
党
は
、
こ
れ
を
、
憲
法
修
正
第

一
四
条

の
法
の
下

に
お
け
る
平
等
保
護
条
項

の
違
反
と
し
て
、
裁
判
所

に
提
訴
し
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
、

一
九
八
六
年

六
月
三
〇

日
、
党
派
的
な
い
し
政
治
的
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ン
グ
は
、

(
66

)

法

の
下

に

お

け

る
平

等
保

護
条

項

に
よ

っ
て
、

当

然

《
裁

判

に
付

せ
ら
れ

る

べ
き
》
(冨

萱

蓬

Φ)
事
件

で
あ

る
と
述

べ
、
続

け

て
、

「
平

等
保

護
条

項

の
違
反

を

理
由

と

す

る

《
一
応
有

利

な
事
件

》
(唱『冒
陣
{。。一Φ
8
。・Φ)

に
は
、

差

別
的
な

一
票
価
値

の
希

薄

化

(融
貫

巨
冨

8
蔓

.。
紳。
亀
真
凶魯
)
を
示

す

確

た
る
証

拠

が
、
要

求

さ
れ

る
」

と
判

示

し
、

当
該

ゲ

リ

マ

ソ
ダ

ー

リ

ン
グ

は
無

効

と

す

る

に

足

る

ほ

ど

の

(
67

)

《
目

に
余

る
も

の
》

(ぬ
騨・・
ぎ

紳)
で

は
な
く
、

従

っ
て
、

合
憲

で
あ

る

と
、

判

断
す

る
に
至

っ
た
。

〔O
磐

♂

質

b口
磐
号
ヨ
臼

(お
。。
①
)
〕

当
該

判
決

に
お

い
て
、

B

・
R

・
ホ

ワ
イ

ト

(HW矯
No
出
国
・
芝
ゴ
坤
①
)
裁
判

官

は
、
州

規

模
大

の
党

派
的
な

い
し
政
治

的

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ
が

違

憲

で
あ

る

の
は
、

当
該

州

に

お
け

る

「
選

挙

制
度

が
、

全
体

と
し

て

の
政

治

過
程

に
対

す

る
投
票

者
も

し
く

は
投

票
者

集
団

の
影

響
力

czs23



(砧

)

を
、

終

始

一
貫

し

て
低

減

さ

せ
る
よ

う
な
様

式

で
、

設
定

さ
れ

て

い
る
L

場
合

に
限

定
さ

れ

る
と
述

ぺ

て
い

る
。

ホ

ワ
イ
ト
裁
判
官

に
よ

れ
ぽ

、

政
治

的

ゲ

リ

マ

ソ
ダ

ー

リ

ソ
グ

に

お
け

る
重

要

な
争
点

は
、

「
特
定
集

団

が
、
政

治

過
程

に
効
果

的

に
影

響
力

を
行

使
す

る
機

会

を
、

憲
法

に
違

反
す

る
形

式

で
、

否

定

さ
れ

た

か
ど
う

か
」

(毒

鐸

巽

帥
冨
註
巨

賃

唱
。唇

訂
。・
げ8
コ
§
6。
旨
。・帥ぎ
瓢
。昌
即ξ

山
①口
蕊

蹄
。。
。ぎ
コ
。。

§

謹

尋

ゆ島
§

§

げ
.
"
.琴

ξ

§

豊

に
既

礁
・

さ
ら
に
・

ホ

ワ
イ
ト
裁
判
官
は
・
「
こ
の
よ
う
な
憲
法
違
反

の
妻

認
定
は
、

投
票
者
多
数

の
意
思

の
継
続
的
挫
折

の
証
拠
、
あ

る
い
は
、
政
治
過
程
に
影
響
力
を
行
使
す

ぺ
き
公
正
な
機
会

の
少
数
投
票
者

に
対
す
る

(
70

)

効
果
的
な
否
定

の
証
拠

の
、

い
ず
れ

か
に
よ

っ
て
、
確
証
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
」
と
い
う
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
選
挙
区
再
区
画
化
を
統
御
す
る
理
法
は
、
何
も
、
党
派
的
優
位

の
確
立
の
み
に
限
ら
な
い
。
個
人
的
な
野
望
や
思
惑
が
、

選
挙
区
再
区
画
化

の
主
旋
律
を
か
き
鳴
ら
す
場
合
も
あ
り
得

る
。

若
干
例
を
あ
げ
る
な
誌

・
前
述

の
c

・
E

・
ボ
ズ

萎

員
長
は
・
彼
自
身
が
下
院
議

員
に
立
候
補
し
た
場
盒

、
自
ら
が
強
力
な
無

敵

の
候
補
者
と
な
り
得
る
よ
う
に
腐

心
し
、
そ
う
し
た
意
図
を
具
体
的
な
形
象
と
し
て
表
出
し
た

一
下
院
議
員
選
挙
区
を
、
慎
重

に
作
成

(
72

)

(
73
)

次

の
よ
う

に
い

っ
て
い
る
。

し
た
。

こ
れ

は
、
必
ず
し
も
特
異
な
ケ
!
ス
で
は
な
い
。

ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
政
治

の

一
観
察
者

は
、

「
我

々
の
視
線
が
鳥
瞼
す
る

一
点
を
、
州
立
法
部

に
集
約

す
る
な
ら
ぽ
、

我

々
は
、

そ

こ
に
、

い

つ
の
日
か
自
ら
が
連
邦
下
院
議
員
と

な
る
日
を
心
に
描
き
続
け
て
い
る

一
二
〇
名
も

の
州
立
法
部
議
員
連
中
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
政
党
利
益
、
あ
る
い
は
、

現
職
下
院
議
員

の
利
益

は
、
時

に
は
、
見
捨

て
ら
れ
る
」
。

民

主

・
共
和
両
党
が
州
政
府

の
支
配
を
共
有

し
合
う
と
き
、

い
ず
れ

の
政
党
も
、
自
己

に
有
利
な
選
挙
区
再
区
画
化
を
果

た
す

こ
と
が

で
き

な
い
。

こ
の
場
合
、
両
党

の
現
職
下
院
議
員

の
選
挙
区

の
み
を
保
護

の
対
象
と
し
て
特
権
化
す
る
協
定
が
、
両
党

の
間
で
、
形
成
さ

れ
る
の
が
、
通
常

で
あ

る
。
民
主

・
共
和
両
党
は
、

こ
の
際
、
選
挙
区
画

の
現
状
維
持

に

つ
い
て
、
共
通
の
了
解

の
地
平

に
あ
る
。

こ
う

し
た
協
定
が
、
州
立
法
部
議
員

の
野
望
を
満

た
す

よ
う
な
形
式
で
、
修
正
を
蒙
る
可
能
性
は
、
も
と
よ
り
、
絶
無
で
は
な

い
。
な
お
、
現

24(24}
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職
下
院
議
員
自
身
が
自
己

の
選
挙
区

の
線
引
き
を
許
容
さ
れ

て
い
る
場
合
も
、
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
現
職
下
院
議
員
は
、
選
挙
に
際

し
て
常
に
多
数
者

の
恒
常
的
支
持
を
調
達
し
得
る

《安
全
選
挙
区
》
を
、
確
実

に
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、

こ
う
し
た
い

わ
ば
超
党
派
の
利
益
誘
導
型

の
再
区
画
化
は
、
《
全
国
規
模

の
政
治
的
振
幅
》
(量

一。邑

旦

鐵
邑

。・壽
団
・・)
の
波
動
が
、
下
院
議
員
選
挙
の

展
開
過
程
に
侵

入
し
そ

の
結
果
を
左
右
す
る
に
至
る
と

い
う
不
測

の
事
態

の
成
立
を
阻
み
、
さ
ら
に
進
ん
で
、

旧
来
通
り

の
静
誰
な
下
院

議
員
選
挙
の
進
行
を
、

そ
の
よ
う
な
波
動

か
ら
遮
断
す
る
固
定
不
動

の
外
壁
を
構
築
し
、
そ
の
内
部

に
求
心
的

・
防
衛
的
な
凝
集
力
を
作

(
74
)

用

さ

せ
る
も

の
、

と
考

え

て
よ

か
ろ
う
。

選
挙

区
再

区

画
化

の
政

治

(酔冨

や
象
§
。。
。
=

巴
韓
「…。晋

α・)

は
、

個
人

的
角

逐

の
濾
過

装

置
を

透
過

す

る
と
き
、

そ

の
複

雑

度

を
、

大

き
く

、
増

進

さ

せ
る

こ
と

に
な
る
。

例

え
ば

、
最

近

の

マ
サ
チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

に
お
け

る
選

挙
区

再
区

画
化

作
業

の
さ

な

か
に
、

民

主
党

選
出

の
州

知
事

と
州

立

法
部
が
、

協

同

し
、

共
和

党
下

院
議

員

M

・

ヘ
ッ
ク
ラ

ー

(護
鷲
磯
9。糞

踏
8
配
。H)

に
有

利

と
な

る
よ
う

に
、

ヘ
ッ

ク
ラ

ー
議

員

の
選
挙
区

と
民
主
党

下

院
議
員

B

・
フ
ラ

ン
ク

(¢σ
碧
ぎ
団
宰
魯
犀
)

の
選

挙
区

と

を
、

合

体

さ
せ

る

に
至

っ
た
。

こ

の
新

た
な

選

挙
区

に
お
け

る
住

民

の
四
分

の
三

は
、

ヘ

ッ
ク

ラ
ー
支

持

者

で
あ

り
、

フ
ラ

ン

ク
議
員

の
支

持
者

は
、

残

り

四
分

の

一
に
す
ぎ

な

い
。

フ
ラ

ン
ク
は
、

こ
う

し

た
再
区

画
化

に
対

し
て
抗
議

を
表

明

し

た
。

し

か
し
、

そ
れ

は
無
視

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
理

由

は
、

一
つ
に
、

フ

ラ

ソ
ク
下
院

議

員
が
、

か

つ
て
、

協

調
性

と
連

帯
意

識

に
乏

し

い

《
異
端

の
州

立
法

部
議

員
》

(陶
日
薯
巴
昂

。。蒙
2

①σq剛。・一帥§

)
で
あ

り
、

以

前

の
同
僚

に
、

必

ら
ず

し
も

好
感

を
も

っ
て
記
憶

さ
れ

て

い
な

か

っ
た

と

い
う

フ
ラ

ン
ク
側

の
個
人

的
事

情

に
よ

る
。
も

う

一
つ
は
、

当

事

の
E

・
J

・
キ

ン
グ

(臣

舞

巳

一
・
器
凋
)
州
知

事

が
、

も

し

ヘ
ッ
ク
ラ

ー
議

員

が
新

た
な
選

挙

に

お
い

て
当

選
す

る

こ
と
が

至
難

で

あ

る

と
し

た
ら
、

同
女
史

は
、

こ
れ

に
代
り

、

自
己

の
強

力

な
対

抗
馬

と

し
て
州
知

事

選

挙

に
立
候
補

す

る

こ
と

に
な
る

で
あ

ろ
う

と
予

想

し
、

こ
う
し

た
事
態

の
到
来

を

い
た
く
危

惧

し

た
と

い
う
、

州

知

事
側

の
臆

測

に
基

因
す

る
。

フ
ラ

ソ
ク
下

院
議

員

は
、

し
か

し
な
が

ら
、

一
九

八
二
年

の
選

挙

に

お

い
て
、

巨
額

の
選

挙

資
金

(
一
四
三
万
五
二
二
ニ
ド
ル
)
を
投

じ
果
敢

な
選

挙
運

動

を
展

開

す

る

こ
と

に
よ

(25)25



表10社 会集団における大統領選挙の投票態様,1980年,1984年
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鉗
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∩
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Notmarried

Age
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First-timevoter

Occupation

Professional/manager
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Slue-collar
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Usecomputerhome/job

Unionhousehold
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臼
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3
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85

59

31

42

45

33

42

40

44

34

54

37

39

11

33

63

49

39

63

47

51

52

53

35

53

54

90

65

26

44

66

20

47

38

36

40

62

42

29

9

33

73

55

32

80

52

61

63

59

36

57

69

Black

Hispanic

Religion

WhiteProtestant

Catholic

Jewish

WhiteBorn-mainChristian

Region

East

Midwest

South

West

Communitysize

Largecities

Suburbs-smallcities

Ruralandtowns

 

10

3

51

26

3

15

24

28

29

18

12

55

33

*Familyincomecategoriesin1980:under$10
,000,$10,000-$14,999,$15,000-$24,999,

$25,000-一$50,000,andover$50,000.

SOURCES:TheNewYorkTimes/CBSltiTewspall;NewYorkTimes,8NovemberI9$4.

っ
て
、

ヘ
ッ
ク
ラ

ー
女
史

(選
挙
資
金
支
出
総
額
九

二
万

六
七
六
九

ド

ル
)
に
対

し
、

=

=

、

八
〇

二

票
対

八
二
、

八
〇

四
票

(得
票
率

.

(
75

)

六
〇
%
対
四
〇
%
)

の
大
差

で
、
快

勝

し
た

の
で
あ

っ
た
。

さ
ら

に
、

党

派
的

な

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

と
同
種

の
衝

撃
波

を

民

主

・
共

和
両
党

に
与

え

る
非

党

派
的
な

要

因
と

し
て
、

二
者
が
、

考

え
ら

れ

る
。

そ

の

一
つ
は
、

社

会

的
要

因

で
あ

る
。

も

う

一
つ
は
、

技

術
的

要

因

で
あ

る
。

い
う

と

こ
ろ

の
社

会

的
要

因
と

は
、

共
和
党

と
民

主
党

の
そ

れ
ぞ

れ

の
支

持

基
盤

に
お
け

る
投
票

率

の
差

異

か
ら
、

共

和
党

が
、

民

主

党

に
よ

る
党

派
的

ゲ

リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

の
波

及
効

果

と

ほ
ぼ

同
種

の
不
利

益
な

影
響

力

を
蒙

ら
ざ

る

を
得
な

い
と

い
う
事

実
が
、

共
和

党

の
側

か
ら

主
張

さ
れ

て

い
る

こ
と

を
指

す
。
共

和
党

員

の
K

・
フ

ィ
リ

ッ
プ

ス

(国
。鼠
ロ
℃
罠

ξ
。。)
は
、

こ
の

こ

と

を
、

次

の
よ
う

に

(
76

)

記
し
て
い
る
。

「
共
和
党
は
、

人

口
の

一
層
富
裕
な
層
を
代
表
し
て
い
る
。

こ
の

階
層
で
は
、
投
票

に
習
熟
し
て
い
る
中
高
年

の
六
〇
%
な
い
し
七
〇

%
が
、
常
時
、
投
票
す
る
。

こ
れ

に
反
し
、
民
主
党

は
、
投
票
意
欲

の
希
薄
な
貧
困
層
を
代
表
し
て
い
る
。
共
和
党
下
院
議
員

は
、

六
万

2? (27)



表11諸 種の投票権者集団の人口ならびに自己申告による登録率と投票率

(1972年 一1986年)

AsofNovember.CoversciviliannoninstitutionalpopulationI8yearsoldand

over.Includessiiens.FiguresarebasedonCurrentPopulation5urvep

CHARACTERISTIC

VOT工NG.AGEPOPULATION(mLi1.)!

1972 1974 1976 1978 1980 1982 1984

1

1986

1
一

136.2

11.0

13.6

Zfi.9

22.2

×2.3

2Q.1

63.8

72.4

121.2

13.5

5.6

(NA)

(NA)

42.6

(NA)

28.1

iI

22.3

50.7

19.3

15.9

sa.2

3.?

52.3

141.3

11.6

14.1

29.3

22.4

43.0

21.O

fib.4

74.9

125.X

I4.2

6.1

33.3

38.1

44.8

25.0

24.4

2ユ.7

51.7

23.7

19.8

83.1

5.0

53.2

146.5

12.1

14.8

31.7

?u
.C7

43.3

?2.0

.・r

77.6

129.3

14.9

6.6

33.9

39.2

47.1

26.2

24.9

22.2

55.?

23.6

2Q.2

:・1

6.4

54.2

.l

I51..G

12.2

15.5

33.4

24.2

43.4

23.0

71.5

rt
・

133.4

15.6

6.$

35.1

40.3

48.8

27.5

23.fi

22.3

58.4

25.1

22.2

93.2

4.9

53.5

157.].

12.3

15.9

35.7

25.6

43.6

24.ユ

74.1

1

137.7

16.4

8.2

35.5

41.5

50.6

29.5

22.7

2?.5

61.2

2fi.7

24.0

95.0

6.9

55.2

165.5

12.i

lfi.7
..

28.1

44.2

25.6

7s.0

87.4

143.6

z7.s

8.$

36.4

41.9

55.4

31.9

22.4

22.3

6S.2

..

..

26.9

97.2

ia.s

57.5

170.0

11.2

16.7

40.3

30.7

44.3

26.7

:!

:・.

146.S

.,

9.5.

36.9

42.1

57.6・

33.4

20.6

22.1

・

30.9

?8.fi

lO4.2

7.4

58.4

脚

173.9

io.7

15.7

41.9

33.0

44.8

27.7

82.4

91.5

149.9

19.0

11.8

37.3

42.8

59.2

34,fi

19.&

21.4

・:・

33.0

31.3

108.5

6.6

..
..

Total

18-20

21-24

25-34

35-44

45-64

65years

yearsotd

yearsold

yearsold

yearsold

yearsold

old andover

Hispanicx

Region

Mzdwest

Northeast

Made

Femme

V'G'"hite

Btack

Schoolyearscompleted:

S

4

4

Notin

South

West

pearsorless

Highschool:

1-3gears

1-3

years

College;

years

years

ormore

Employed

Unemployed

Iaborforce

NANotavailable.1Hispanicpersonsmaybeofanyrace.

Source:U.S.BureauoftheCensus,CurrentPopulationReports,seriesP-20,No.414and

earlierreports.
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表12諸 種の投票権者集団の1984年

における投票率

Percentage
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SocialResearch.
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ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
技
術
を
駆
使

し
、

い
か
な
る
政
治
的
偏
見

に
捉
わ
れ
な
い
、
没
政
治
的
な
選
挙
区
再
区
画
化

の
技
術
的

作
業
は
、
政
治
的

に
き
わ
め
て
公
平

で
あ
り
、
か

つ
、
民
主

・
共
和
両
党

の
い
ず
れ

に
対
し
て
も
、
ま
た
、
特
権
集
団
と
し
て
の
現
職
議
員

団

に
対
し
て
も
、
決
し
て
有
利
な
状
勢

を
創
出
す

る
こ
と
の
な
い
中
正
な
選
挙
区

の
境
界
線
を
作
成
す
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど

も
、

こ
の
再
区
画
化
法

の
間
題
点
は
、
再
区
画
化
作
業

を

統
轄

す

る

《
無
党
派
特
選
委
員
会
》
(騨
き
巷
翼
…。。嘗

げ
冨
霞
ま
げ
自

8
日
鐵
琶
8
)

が
、

い
か
に
当
該
委
員
会
委
員

の
意
図
が
公
平
無
私

・
純
潔
で
あ
ろ
う
と
も
、

必
然
的

に
、
政
治
的

影
響
力
を
放

つ
計
画
を
作
成
す

る
と

い
う
点
に
あ

る
。

一
九
八

一
年

に
お
け
る
ア
イ
オ
ワ
州

の
経
験

は
、
選
挙
区
再
区
画
化

の
過
程
か
ら
政
治
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と

い
う
枚
挙

に
蓬
が
な

い
例
証
の
最
近

に
お
け
る
事
例

で
あ

る
。

こ
の
ア
イ
オ

ワ
州

の
事
例

に
つ
い
て
、
選
挙
区
再
区
画
化
問
題

の

一
研

(
84

)

究
者

は
、

次

の

よ
う

に
記

し
て

い
る
。

「
"
よ
き

政
治

"

(・・
8
山
αq。
<舞
昏

Φ琶

の
実

現

と

い
う
利

他

主
義

が

噴
出

し

た
形

で
、

ア
イ

オ

ワ
州

に
お
け

る
共

和
党
支

配

下

の
州

立

法

部

は
、

一
九

八
〇

年

に
、

当
該

州

の
無

党
派

性

の
立
法

役
務

局

(常
σq
邑
巴
く
。
留
三

8
bd
自
①琶

に
よ

っ
て
運
用

さ
れ
、

さ

ら

に
、

党
派

的

な
関

心
事

項

や
現

職
議

員

の
願
望

を

無
視
す

る
プ

ロ
グ

ラ

ム
を
組

み

こ
ま
れ

た
と

こ
ろ

の
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー

に
、

再

区

画
化

の
作
業

を
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委
託
す

る

に
至

っ
た
。

こ

の
場

合

に
お
け

る
検
索

主
要
事

項

は
、

密
集

性

、
人

口
の
均
等

性
、

そ

し

て
、

伝
統

的

な
地
域

社
会

の
境
界

線

に
対

す

る
尊

重

の
三
老

に
限
ら

れ

た
。

コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー

は
、

命
令

さ
れ

た
通
り

に
作
動

し
た
。

コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー

は
、

ま
た
、

当
該

州

選

出

の
共
和
党

下
院

議
員

三

名

の
う
ち

の
二

名
l

J

・
リ
ー

チ

(}
啓

ピ
雷
爵
)
と

T

・
ト

ー

ク

(↓
。
日
↓
潤蒔
.)
-

を
、

同

一
選

挙
区

に
配

置
す

る
地
図

を
、

偶

然

に
も

書
き
あ

げ

た
。

こ

の

こ
と
は
、

共
和
党

幹

部

の
間

に
、

濃
厚

な
党
派

性

に
彩

ら
れ

た
騒
動

を
喚
起

し
た
。

彼

ら

は
、

ア
イ
オ

ワ
州

に
お
け

る
多
数

党
が
、

"
よ
き

政
治

"

の
実
現

の
た

め

に
、

何

ゆ
え
、

か
く

も

不
相
応

な
損

害

を
蒙

ら
ね
ぽ

な
ら

な

い
か

の
理

由
を
、

理
解
す

る

こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。

…
共

和
党

選

出

の
州

知
事

R

・
レ
イ

(国
oげΦ「幹
詔

団
)

の

一
顧

問

は
、

"
こ

の
地

図

は
、
恰

も

民
主
党

所
有

の

コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ

ー
が
作

成

し
た

よ
う

に
お
も

わ
れ

る
"

と
、
概

嘆

し
た

の
で
あ

る
L
。

こ
う
し

て
、

本

来
、

無
機

質
的

で
あ

り
非

人
称

的

で
あ

る
筈

の
単

な

る
技

術
装

置

か
ら
、

有
機

的

に
し
て
人
称

的

で
あ

る
党

派
的

な

影

響
力
が

、

不
可
避

的

に
、

消

し
難
く
滲

み
で

て
く

る
。

従

っ
て
、

こ
う

し
た
状
況

を

あ

り

の
ま
ま

に
直
叙

し
た

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
技

術
研

(
85

)

究

所

(O
餌竃
。導
鼠

H・
。・葺
三
¢
。
{
目
8
冨
9
。
鴇
)

の
B

・
E

・
カ

イ

ソ

(bロ
旨
。⑦
即

O
蝕
昌
)

の
次

の
結

論

は
、

至
当

で
あ

ろ
う
。

「
す

べ

て
の
選

挙

区
再
配

分

計
画

(§

竈
。
益
8
墓

馨

℃
曹

。。)
が
、

民

主

・
共

和
両

党

に
、

少

な
か
ら

ぬ
衝
撃
力

を
与

え

る

こ
と

は
、

避

け

ら
れ

な

い
。

こ
れ
故
、

没

党
派

的
計

画

(留

昌
。
臣

。巴

唱
冨

)

と
指

呼

さ
れ

る

よ
う

な
も

の
は
、

存

在
す

る
余

地
が

な

い
。

も

し
計
画

が

政
治
的

と
な
ら
ざ

る
を
得

な

い
と

し
た
ら
、

何

を
も

っ
て
政

治
的

公
平

と
す

る
か
と

い
う

問
題

を
、
表

見
的
中

立
を
装

う
敷
物

の
下

に

押

し

こ
む

よ
り

も
、

む

し

ろ
、

隠

し
だ

て
す

る

こ
と

な
く
、

こ
の
問
題

と
真

正
面

か
ら
取

り
組

む

ほ
う
が

よ

い
」
。

社
会

的

・
政
治

的
要

因

か
ら
導

か
れ

る

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

を
別

に
す

る
な

ら
ぽ
、

党

派
的
あ

る

い
は
政

治
的

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ソ

グ

は
、

果

た

し
て
、
今

日
、

下

院
議

員
選

挙

の
結

果

に
、
重

大

な
影
響

力

を
、

行

使

し
得

る

で
あ

ろ
う

か
。

い
い
か
え
れ
ぽ

、
州

立
法

部

及
び
州

知

事
職

を
制
覇
す

る
多
数

党

は
、

下
院

議

員
選

挙
区

の
再
区

画
化

を

通

し
て
、

自

己

の
党

勢

拡
張

に
、

首

尾

よ
く
成
功

し
得

る

で

あ

ろ
う

か
。

32(32)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 個1

も

と

よ
り
、

こ
れ

を
肯

定
す

る
見
解

は
、

こ
れ

ま

で
、

少

な

か
ら
ず

存

在
す

る
。

イ

エ
ー

ル
大
学

(く
・。♂

d
暑

Φ邑
9

の
D

・
R

・
メ

(
86

)

イ

ヒ

ュ
ー

(HVゆく
臨儀
幻
。
り繭
自
団『
①毛
)
教
授

は
、

そ

の

一
例

で
あ

る
。

メ
イ

ヒ

ュ
ー
は
、

北

部

の
巨
大

八
州

に
お
け

る

一
九

五
二
年

と

一
九

五

八
年

の
下

院
議
員

選

挙

に
対

す

る

ゲ

リ

マ

ン
ダ

ー

リ

ソ
グ

の
影

響
を

調

査

し
た
。

こ
の

八
州

の
す

べ
て

に
お

い
て
、
選

挙
区
再

区
画

化

作

業

を
統

御

し
て

い
た

の
は
、

共
和
党

で
あ

る
。

一
九

五
二
年
、

一
九

五

八
年

の
両

選
挙

に
お

い

て
、
共

和
党

は
、

一
九

五
二
年

選
挙

に

お
け

る
二
大
政

党

の
投
票

総
数

の
五
四

%
を
、

ま

た
、

民

主
党

は
、

一
九

五

八
年

選

挙

に
お
け

る
同
じ

く

二
大
政

党

に
対

す

る
投
票
総

数

の
五
四

%
を
、

そ
れ

ぞ

れ
、
獲

得

し
た
。
そ

れ

に
も

か

か
わ
ら
ず
、

共

和
党

は
、

一
九

五
二
年

選
挙

で
、

八
州

に
お
け

る
下
院
議

員
議
席

総
数

の
六

四

.
八
%
を
、

制
圧

し

て
い
る
。

こ

の
数

値

は
、

得
票
率

よ
り
も
、

一
〇

・
八
%
増

で
あ

り
、
議

席
数

に
換

算

し

て
、

二

一
議

席
増

の
ボ

ー

ナ

ス
に
な

る
。
他

方
、

民

主
党

は
、

一
九

五

八
年

選
挙

で
、

同

じ
く

議
席

総
数

の
四
七

・
七

%
を
制

し

た

に
す
ぎ

な

い
。

こ

れ

は
、

得

票
率

に
比

較

し
、

五

・
八
%
減
、

議

席
数

に
し

て
、

七
議

席

の
負

の
ボ

ー
ナ

ス
と

な

っ
て

い
る
。

メ
イ

ヒ

ェ
ー
教
授

に
よ
れ

ば
、

こ
う

し
た
事

実

は
、
得

票

率
が

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ソ
グ

を
透
過

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
議

席
占
有

率

の
増
も

し
く

は
減

に
変

形
さ

れ

る

こ
と

に
よ
る

。
従

っ
て
、

議

席
占

有

率

は
、

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ソ
グ

を
媒

介
と

し

た
新

た
な
変

奏

に

ほ
か
な
ら

亀

・

事
実
、
《
一
人

.
一
票
》
原
則

の
徹
底
を
命
じ
た

一
九
六
〇
年
代

の
最
高
裁
判
所
の

一
連

の
判
決
以
降

に
お
い
て
も
、

州
立
法
部
は
、

複
雑
繊
巧
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ
ソ
グ

の
操
作
を
通
し
て
、

《
一
人

・
一
票
》
原
則
を
形
式
的

に
充
足

し

つ

つ
そ

の
実
質
を
脱
落
さ
せ
、
下

院
に
お
け
る
都
市
部
利
益

に
対
す
る
郡
部
利
益
の
優
位
を
、
維
持
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
、

一
九
七
〇
年
代
に
お

け
る
下
院
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化
が
、

確
か
に
、
《
一
人

・
一
票
》
原
則

に
し
た
が

い
進
捗
す
る
傾
向

に
あ

っ
た
と

い
う
事
実
は
、

否

(
紹

)

定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
れ
を
若
干
の
統
計

に
よ

っ
て
示
す
な
ら
ば
、

一
九
六
二
年

の
ベ
ー
カ
ー
事
件
、

一
九
六
四
年

の
ウ

ェ
ス

パ
リ
ー
事
件

に
示
さ
れ
た
最
高
裁
判
所

の
判
決
以
後
、

一
九
六
〇
年
代

に
、

一
〇
な
い
し

一
九

の
下
院
議
員
選
挙
区
が
、
郡
部
優
位

の
地

域

か
ら
都
市
優
位

の
地
域

に
、
移
行
し
て
い
る
。

《
一
人

・
一
票
》
原
則
を

一
九
七
〇
年

の
国
勢
調
査

の
結
果

に
適

用
し
た
場
合
、

都
市

(33)33



図5下 院議員における進歩主義の政策イデオロギー体系の帯有度;196?.
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90

80

70

60

50

40

30

20

10

の
①
〉
窟

岩

①
の
㊤
鼠

詔

噺
。

』
Φ
4
目
=
乞

Percentageofliberalvotes

口
口
璽

Republicans

Non-SouthernDcmocrats

SouthernDemocrat

地
域

の
下
院
議
員
選
挙
区
は
、

一
九
六
二
年

の
二

五
四

・
一
九
六
六
年

の
二
六
四
か
ら
、

一
九
七
二

年

に
は
二
九

一
へ
と
、

三
七
増
加
す
る
こ
と
に
な

る
。

こ
の
う
ち
の

一
二
九
は
、
都
市
地
域

に
お
け

る
中
心
都
市
周
辺

の
郊
外
地
域

の
選
挙
区
で
あ
る
。

な
お
、
郊
外
地
域

の
選
挙
区
は
、

一
九
六
二
年

に

は
九
二
、

一
九
六
六
年

に
は
九
六
で
あ
る
。
逆

に
、

中
心
都
市
選
出

の
下
院
議
員
議
席
は
、
郊
外
地
域

へ
の
人

口
の
流
出
に
と
も
な

い
、
漸
減

の
傾
向

に

あ

る
。

一
九
六
二
年

の

一
〇

六
、

一
九
六
六
年

の

一
一
〇
を
頂
点
と
し
て
、
そ
れ
以
降
は
、

一
九
七

二
年

の

一
〇
〇
と

い
う
数
値

に
象
徴
さ
れ

る
よ
う

に
、
逓
減
傾
向
に
あ
る
。

(
89

)

前
稿

㊨
で
指
摘
し
た
A
D
A
基
準
に
よ
れ
ぽ
、

進
歩

主
義

の
政
策

・
イ
デ

オ

胃
ギ
ー
体
系

の
帯
有

度
が
最
高
で
あ

る
下
院
議
員
は
、

一
九
六
七
年

の

(90

)

時

点

で
、

図

5
に
覗

わ
れ
る

よ
う

に
、

主

と

し
て
、

非

南

部
選

出

の
、

と
り

わ
け
、
北

部
選

出

の
、

民
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表13各 地域における都市人口比,下 院議席数s両 院常任委員畏数の

相関関係,1954-19?0.

Numberof
Standing
Committee
Chairmen,Senate

Numberof
Standing
Committee
Chairmen,House

Numberof

Houseseats

Percentageof
totalpopulation
inurbanareas

19701960195QX97019601950197019601950

0

0

12

4

16

0

1

10

5

16

0

0

9

6

15

3

3

13

2

21

4

2

13

1

20

2

5

12

0

19

-
L

-
幽

噌
1

4

塒

伽

塒

甜

鰯

獅

伽

困

弱

姻

1970

0%

80.4

71.6

G4.6

・r
a

X4.9

19so

o/

80.2

68.?

5R.5

7?.7

71.3

195Q

%
79.5

64.1

48.6

69.5

65.4

Regions

Northeast

Narth-
central

South

West

Total

°Northeast:Pennsylvania
,NewJersey,NewYork,Connecticut,RhodeIsland,Massachusetts,

VermontNewHampshire,Maine.

Northcentral:NorthDakota,SouthDakota,Nebraska,Kansas,Minnesota,Iowa,Missouri,

Wiscansin,Illinois,Indiana,Michigan,Ohio.

South: ,WestVirginia,Maryland,Delaware,Virginia,NorthCarolina,Kentucky,Tennessee,

SouthCarolina,Georgia,Florida,Alabama,Mississippi,Louisiana,Texas,Oklahoma.

West:Washington,Oregon,Idaho,Montana,Wyoming,Colorado,Utah,Nevada,California,

Arizona,NewMexico,Alaska,Hawaii.

主
党
下
院
議
員

で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
、

一
九
六
六
年

に
は
、
民

主
党
二
四
八
議
席
ー
共
和
党

一
八
七
議
席
、

一
九
六
八
年

に
は
、

罠
主
党

二
四
三
議
席
1
共
和
党

一
九
二
議
席
と

い
う
よ
う
に
、
下

院
に
お
け
る

《
正
常
な
》

(・。
旨
&

罠
主
党
多
数

の
状
況

の
な
か

に
お
い
て
す
ら
、

こ
う
し
た
進
歩
主
義

の
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー

体
系

の
帯
有
度
が
最
高
で
あ

る
北
部
選
出

の
民
主
党
下
院
議
員
は
、

い
ず
れ
も
、

一
七
五
名
を
越
え
て
存
在
し
て
い
な

い
。
彼

ら
は
、

(
91

)

常
に
、
下
院
議
員
全
体
の
二
分

の

一
以
下
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
、
選
挙
区
再
区
画
化
問
題
に
関
す

る

一
連

の

最
高
裁
判
所

の
判
決
が
下
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

下
院
に
お

け
る
都
市
地
域
選
出

の
議
員

は
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら

一
九
七
〇

年
代

に
か
け
て
、
選
挙
人
団
体
制

に
お
け
る
都
市
地
域

の
優
越
性

と
は
対
照
的

に
、
州
立
法
部
に
よ
る
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ
の
発

動
に
よ
り
、

そ
の
代
表
性

に
お
い
て
、

不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て

(
92

)

い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
表

13
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
こ

と
は
、

一
九
七
〇
年

の
時
点
に
お
い
て
、
都
市
地
域
全
体

の
人

口

比
が
八
〇

・
四
%
を
占
め
る
北
東
部
が
、
下
院

に
僅
か

一
〇
四
議

席

(全
議
席
数
の
二
四
%
)
を
所
有

し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
に
較

(35)35



X14下 院議 員選拳区にお ける代表数,
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謝

m

魏

磁

㎜

蹴

燭

盟

56

捌

Metropolitandistricts

Centralcities

Suburban

Mixedmetropolitan

Rural

巧
度
を
高

め
た
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う

こ
の
時
期
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化

の
顕
著
な
特
色
と
し
て
、

部
に
よ
る
精
緻
な
方
法

の
採
用
が
あ
げ

ら
れ

る
。

区
に
編
入
さ
せ

つ
つ
、
他
方
に
、

郡
部
居
住
者
が
、

れ
る
べ
き
郊
外
地
域

の
居
住
者
数
を
小
規
模

に
限
定

し
て
お
く
と

い
う

の
が
、

か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
郊
外
地
域
が
、

こ
の
こ
と
は
、

一
九
六
二
年
か
ら

一
九
七
四
年
に
至
る

一
二
年
間

に
お
け
る
各
種

の
地
域

に
お
け
る
下
院
議
員
数

の
推
移

に
、
認

め
ら
れ

(
96

)

 る
。

こ
れ

を
表
示

す

る
な

ら
ば

、

表

14
の
よ
う

に
な

る
。

一
九

六
〇

年
代

・
一
九

七
〇

年

代

は
、

い
わ
ぽ
、

《
一
人

・

一
票
》

原
則

の
光

芒

と
ゲ

リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

の

残
映

と

が
、

互

い
に
交

Source:RichardLehne,`SuburbanFoundationsof

theNewCongress'(ノ1η%σJsoゾthe/1〃36厚 偲"

AcademyofPolitica!andSocialScience,

November1.975,p.143)

べ
、
都
市
地
域

の
人

口
比
が

六
四

・
六
%

で
あ

る
南
部

が
、

二
二
四
の
議
席

(全
議
席
の

三

一
%
)
を
確
保
し
て
い
る
と

い
う

単
純

な
事
実

に
、
そ
の

一
端
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

一
九
七
〇
年

の
国
勢
調
査

の
後

に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化

の
結
果
、
四
三

五
の
下
院
議
員
選
挙
区
の
う
ち
の
三
八
五

の
選
挙
区

の
人

口
と
、
そ

の
各

々
の
州
に
お
け

(
93

)

る
下
院

議

員
選

挙
区

の
平

均
人

口
と

の
偏

差

は
、

一
%
未
満

で
あ

っ
た
。

(
こ
の
時
期

に
お

(
94

)

け
る
下
院
議
員
選
挙
区
人

口
の
全
国
平
均
は
、
凡
そ
四
六
万
八
〇
〇
〇
で
あ
る
。)
け
れ

ど
も
、

こ

の
時
期
、

特
定

の
利

益

集

団

や

こ

れ

を

代

弁

す

る

政

党

に

有

利

と

な

る

《
不
連

続
》

曾
8
8
注

σ・5
ロ
。。)

か

つ

《
非

密

集
性
》

(ぎ
コ
8
白
醤
8

の
選

挙
区

を

創
成

す

る

ゲ
リ

マ
ソ

ダ

ー
リ

ン
グ

は
、

必

ら
ず

も
、

終

焉
を
遂

げ

た
わ

け

で
は
な

い
。

む

し

ろ
、

そ

れ

は
、
精

次

の
ご

と
き
州

立
法

州

立

法

部

は
、

一
方

に
、
郊

外

地
域

の
居
住

者

を
、

本
質

的

に
郡

部
的

で
あ

る
選

挙

依
然

と

し
て
、

当
該
選

挙
区

に

お
け

る
選
挙

の
帰

趨
を

制
し
得

る
よ
う

に
、

編

入
さ

す

な
わ

ち
、

こ
れ

に
当

る
。

そ

の
結
果

、

一
九

六
〇

年
代

(95

)

都
市
部
に
比
較
し
、
過
度

に
下
院

に
代
表
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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錯

す

る
複

合
状
況

で
あ

っ
た
と

み
て

よ

い
。

一
九

八
〇

年

の
国
勢

調
査

の
以
後

に

お
い

て
も

、
既

に
指

摘

し

た
よ

う

に
、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

の
民

主
党

は
、

選

挙
区
再

区
画

化

の

描
線

を
精
妙

に
織

り
重

ね

て
作

り
上
げ

た

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ソ
グ

か
ら
憤

き

上
げ

る
高
密

度

の
党
派

性

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
得

て
、

一
九

八

二
年

、

一
九

八

四
年
、

一
九

八
六
年

の
各

選

挙

で
、
共

和
党

を
連

破

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に

お
け

る
民
主

党

の

優

位

と
、

民

主
党
が

意

図

し

た
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

と

は
、

全

く

別

の
気
圏

に
属

す

る
現

象

で
は
な

い
。

双
方

は
、

恰

も

主
旋

律

と
伴

奏

音

の
関
係

の
ご
と
く
、

相

互

に
照
射

し
合

い
、

交
響

し
合

い
、

一
つ
に
合
体

し

て
円
環

を
構

成
す

る
。

B

・
E

・
カ

イ

ン
は
、

双
方

の

(97

)

相
即
関
係

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
一
九
八
〇
年

か
ら

一
九

八
二
年
に
至
る
ま
で
の
総
体
的
な
変
化
と
は
、
何

で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
問
い
に
対
す
る
回
答

は
、

次

の
よ
う

に
お
も
わ
れ
る
。
現
職
議
員

の
現
在

の
地
位
を
恒
常
的
に
維
持
す

る
こ
と
の
党
派
的
な
観
点
に
た

っ
た
議
席

の
再
編
と
、
不
都
合
な
場
所

に
配
置
さ
れ
て
い
る
現
職
議
員

の
巧
妙
な
移
転
と

の
結
合
が
、
下
院
議
席
の
配
分
状
況
に
変
更
を
も

た
ら

し
、

少
数
党
よ
り
も
多
数
党

の

勢
力

を
、
効
率
的
に
配
分
せ
し
め
る
と

い
う

の
が
、

こ
れ
で
あ
る
。
…
選
挙
区
再
区
画
化

に
対
す
る
党
派
的
な
影
響
力
は
、
重
要
で
あ
ろ

う
か
。

こ
の
答
え
は
、
も

と
よ
り
、
肯
定
的
と
み
て
よ
い
。
選
挙
区

に
お
け
る
党
派
的
構
成
を
変
革
し
、
現
職
議
員

の
地
盤
を
移
転
も

し

く
は
存
続
さ
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
下
院
議
員
定
数
再
配
分
計
画

(器
巷
鷺
a
呂
ヨ
①箕

竺
窪
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
区
を
確
保
し
て
い
る

政
党

の
有
利
な
地
歩
を

↓
変
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
党
派
的
な
観
点

か
ら
作
成
さ
れ
た
再
配
分
計
画

の
要
諦

は
、
単

に
、
選
挙

に
お
け

る

勝
敗
間

の
平
均
格
差
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る

の
で
も
な
け
れ
ぽ
、

ま
た
、
す
べ
て
の
多
数
党
議
員
を
基
部
で
支
え
る
党
派
的
な
勢
力
を

拡
張
す
る
こ
と
に
あ

る
わ
け
で
も
な
い
。
そ

の
要
諦
は
、
多
数
党
勢
力

の
効
率
性

の
増
大
に
あ
る
。
そ

の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
獲
得
可

能

の
議
席

の
数
を
極
大
化
す
る
目
的
の
た
め
に
、
得
票
能
力

の
視
点

か
ら
算
定
さ
れ

る
党
勢
力
を
地
域
的
に
再
配
分
す
る
こ
と
で
あ
る
。

従

っ
て
、
当
初

か
ら
包
蔵

さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
弱
点
に
反
比
例
し
て
、
多
数
党

の
な
か
で
、
自
己

の
選
挙
上
の
立
場
を
強
化
さ
れ
る
現
職

(3?)37



議
員
も
い
れ
ば
、
逆

に
、
そ
れ
を
弱
体
化
さ
せ
ね
ぽ
な
ら
な

い
議
員
も
で
て
く

る

こ
と

に
な

る
。

…
再
区
画
化

(H。店凶。。三
鼠
凝
)
に
対
す

る
党
派
的
な
影
響
力
を
至
当
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
再
区
画
化
が
現
職
議
員

に
与
え
る
衝
撃
は
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。

確
か
に
、
再
区
画
化
後

に
お
け

る
選
挙
で
は
、
公
職
保
持
と
い
う
選
挙
上

の
利
点
を
、

お
そ
ら
く
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な

一
群

の
現
職
議
員
が
、

ま
た
、
登
場
す
る
で
あ

ろ
う
。
…
選
挙
民

の
支
持
政
党

に
対
す
る
忠
誠
感

の
価
値
が
低
下
し
、
現
職
議
員
で
あ
る
こ
と

の
地
位

の
価
値
が
上
昇
し
て
い
る
時
代
で
は
、
再
区
画
化
戦
術

に
、
現
職
議
員

へ
の
配
慮
が
、
当
然
、
包
含
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
事
実
、

最
近
に
お
け
る
選
挙
民

の
政
党

か
ら
の
独
立
の
趨
勢
が
、

今
後
も
、
持
続
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
将
来

に
お
け
る
選
挙
区
再
区
画
化
は
、

選
挙
区
に
お
け
る
党
派
的
な
構
成
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
選
挙
に
よ
る
現
職
議
員

の
解
職

の
問
題

に
、
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
L
。

こ
う
し
て
、

一
九
八
〇
年

の
国
勢
調
査
後

に
実
施
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化

の
上
に
は
、
党

派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ン
グ
の
大
き
な
影
が
覆

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年

の
国
勢
調
査
以
降
、
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ
ー
リ

ン
グ
は
、
も
は
や

「
時
代

の
風
潮
」
(島
①
。
a
Φ『
。
=
訂

山鎚
)
で
は
な
く
、
下
院
議
員
選
挙

の
結
果
に
、
拭
色
し
難

い
影
響
力
の
刻
印
を
残

(98

)

す

こ

と

が
、

次

第

に
、

困
難

と

な

る

に
至

っ
て

い
る
。

こ

の

こ

と

を
、

選
挙

区
再

区

画
化

の
研

究

で

著

名

な

L

・
M

・
シ

ュ
ワ

ッ
ブ
(
99

)

(冨
搬蔓

ζ
・
ω
oゲ
司
暫ゴ
)
教
授

(ジ

ョ
ソ

・
カ
ー
ラ
ル
大
学
)
(冒
冨

O
霞
『。=
d
巳
く
霞
。。ξ

)

に
し
た
が

い
、

述

べ

る
な
ら
ば
、

次

の
よ
う

に
な

る
。

一
九

八
〇
年

の
国
勢

調
査

の
結

果

に
基
づ

く
下

院
議

員
選

挙

区
再

区
画

化

の
影

響

を
受

け

た

一
九

八
二

年
選

挙

に
お
け

る
民

主

・
共
和

(
㎜

)

両
党

の
議
席

の
獲
得
数
及
び
喪
失
数

に
関
す
る
資
料
を
示
す
な
ら
ば
、
表

15
の
よ
う

に
な
る
。

こ
の
表

15
に
は
、
各
州

に
お
け

る
選
挙
区

再
区
画
化
を
統
轄
す
る
党
派
形
態
と
し
て
、

四
者
が
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
民
主
党
支
配

の
州
立
法
部
が
担
当
す
る
民
主
党
統
轄
、
共
和

党
支
配

の
州
立
法
部

に
よ
る
共
和
党
統
轄
、
超
党
派
、
裁
判
所

に
よ
る
命
令
、

以
上
が
、

こ
れ

で
あ
る
。

こ
の
表
に
示
さ
れ
る
、
民
主

・

共
和
両
党

に
よ
る
議
席

の
獲
得
と
喪
失

の
背
後

に
、
選
挙
区
再
区
画
化
を
統
轄
す
る
党
派
形
態

か
ら
予
想
さ
れ
る
議
席

の
変
動

の
軌
跡
を
、

察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
主

・
共
和
両
党

の
選
挙
区
再
区
画
化
に
ょ
る
下
院
議
席

の
獲
得
と
喪
失

は
、
再
区
画
化
過
程
を
統
制
し
て

38{38)
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表151982年 選挙における民主 ・共和両党による下院議席の獲得と喪失に

対する党派的な選挙区再区画化の影響

TypeofRedistrictingintheState

Democratica
Redistricting

Republican
Redistricting

Bipartisan`

Redistricting

Court-dOrdered
Redistricting

一1-3D

-1D-6R

-}-2DY--6R

十5D十4R

--3D--4R

十2D

一{-1R

-3D

-一・-3D-}-1R

一}-7D-}-2R

,'

十7D-2R

PartyGainor
Loss

TOTAL

Thestates肥pre5entedinthetablehadatleasto11epartygainoxlossa鉦ectedbyredistricting.

California,Florida,Massachusetts,NewJersey,andNewMaxico.

'lndianaandPennsylvania .

tArizona
,Nevada,NewYork,Ohio,Oregon,Tennessee,Texan,Utah,andWashington.

"lllinois
,Michigan,Minnesota,andMissouri.

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党

の
周
囲
に
結
晶
す

る
よ
う

に
、
当
該
政
党

に
有
利
な
形
で
、

生
起
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

二
大
政
党

の
双
方

に
認

め
ら
れ
る
類
似

の
症
候
群
と

い

っ
て
よ
い
。

そ
れ

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
表

15
は
、
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ
ー
リ

ソ
グ

の
下
院

議
員
選
挙

の
結
果

に
及
ぼ
す
影
響
力
が
、
絶
無
も
同
様

で
あ

る
と

い
う
別

の
位
相

を
、

潜
在
さ
せ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ
ー
リ

ン
グ
が
、

一

九
八
二
年

の
下
院
議
員
選
挙
に
、
あ
る
程
度

の
影
響
力
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ

れ
に
よ

っ
て
、
民
主

・
共
和
両
党

の
各

々
が
獲
得

し
、
あ
る
い
は
、
喪
失
す
る
議

席

の
数

は
、
些
少
と
考
え

て

よ

い
。
僅

か

一
五
議
席

(民
主
党
支
配
下
の
州
に
お
け

る
民
主
党
の
獲
得
議
席
七
と
共
和
党
の
喪
失
議
席
四
、
そ
れ
に
、
共
和
党
支
配
下
の
州
に
お

け
る
共
和
党
の
獲
得
議
席

一
と
民
主
党
の
喪
失
議
席
三
、
合
計

一
五
議
席
)
が
、

選
挙
区

再
区
画
化

の
権
能
を
掌
握

し
て
い
る
政
党

に
、
移
行

し
た
だ
け

に
す
ぎ
な

い
。
こ

れ
故
、

下
院
議
席
四
三
五

の
う
ち
の

一
五
議
席

の
み
が
、

い
い
か
え
れ
ぽ
、
下
院

議
席
全
体

の
三
%
の
み
が
、
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ
の
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
蒙

っ
た
、
民

主
党
も
し
く
は
共
和
党

の
勝
利
な

い
し
敗
北
を
、
象
徴
す
る
も

の
と

い
え
よ
う
。
な

お
、

こ
の
よ
う
な
占
拠
政
党
が
交
替
し
た

一
五
議
席

の
う
ち

の
五
議
席
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
起

っ
て
い
る
。
共
和
党

に
よ

っ
て
下
院
議

員
選
挙
区
を
再
区
画
化
さ
れ
た
諸
州
の
な
か
で
、

共
和
党
が

た
だ

一
つ
の
議
席

の

(39)39



表16民 主党支配下における下院議員選挙区の人ロ学的構成,1963-1983.

NumberofDemocraticDistrictsIn
EachDemographicCategory

98thCongress
(1983-84}

N

94thCongress

(1975-76)

N%

93rdCongress

(1973-74)

-'1

88thCongress
(196364)

N

25

25

9

3

24

13

■
1

(U

67

66

23

9

64

36

z7

18

8

7

27

10

4
凸

AU

心δ

0

80

53

23

20

78

29

Ω
U

O

31

15

8

8

26

0
ゾ

リ
0

∩
U

74

37

19

20

63

21

8

AU

30

8

6

6

36

7
5

i
1

ρ0

77

21

16

15

93

18

2

16

Urban

Suburban

Urban-Suburban

Mid-Urban/Rural

Rural

Mixed

Suburban-Rural

Af-Large

goo269291 googoo 242!100258

獲

得

に
成
功

し
た
選

挙
が

、

《
再

区
画

化

の
影
響
圏

内

に
あ

る
選
挙

》
(民

す

旦
亀
詔
9。漆
。酔巴

箒

9
一8
)
の
基

準

に

一
致
す

る
。

も

し
党

派

的
な

ゲ

リ

マ
ソ

ダ

ー
リ

ソ
グ

を
、

州

立
法

部

上

下
両
院

に
お
け
る
多

数

と
州
知

事
職

の
双
方

を
占

拠
す

る
政

党

に
よ
る
下
院

議
員

選

挙
区
再

区
画
化

と
規

定
す

る

な
ら
ば
、

一
九

八
〇
年

の
選

挙
区
再
区

画
化

の
な

か
で
、

こ
の
定
義

に
合
致
す

る
党

派

的

な

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

に
よ

っ
て
造
成

さ
れ

た
議
席

は
、

カ
リ

フ
ォ

ル

ニ
ア
、

イ

ソ
デ

ィ
ア

ナ
、

ケ

ン
タ

ッ
キ

ー
、

ニ

ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ

ー
、

オ

ク
ラ

ホ

マ
、

そ

し

て
、

ペ

ン

シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州

に
拡
散

さ
れ

て

い
る

一
〇

八

(四

三
五
議
席
の
二
五
%
相
当
)
に
す

ぎ

な

い
。

以

上

の
叙
述

か
ら
、

ま

た
、

以

下

の
諸
表

か
ら
、

次

の
よ
う
な
結

論
が
導

か
れ

る
。

《
一
人

・

一
票
》

原
則

の
厳
格

な

施
行

を

命

じ

た

一
連

の
最

高
裁

判
所

の

判
断

が

下
さ
れ

た

一
九

六
〇
年

代

の
初

頭
-

一
九

六
三
年
ー

か
ら
、
最

近

に

お
け

る

下
院
議

員
選

挙

区

の
再

区
画

化
が

行

な
わ
れ

て
間

も

な

い

一
九

八
三

年

に
至

る
ま

で

の
期

間

を
と
り
あ

げ
、

こ
の
期

間
内

に
お
け

る
民
主
党
支

配

(
皿

)

下
の
下
院
議
員
選
挙
区
の
人

口
学
的
構
成
は
、
表

16
に
、
各
人

口
学
的
範
躊

に
お
け
る
民
主
党
支
配

下
の
下
院
議
員
選
挙
区
数

の
地
域
的
比
較
は
、

表
17

(
201

)
に
、
同
様

に
、
共
和
党
支
配

下
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区

の
人

口
学
的
構

40(40)
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表17各 人口範疇における民主党支配下の下院議員選挙区数の

地域的比較,1963-1983.

URBAN

South

Midwest

East

West

w

South

Midwest

East

West

URBAN-SUBURBAN

South

Midwest

East

West

MID-URBAN/RURAL

South

Midwest

East

West

RURAL

South

Midwest

East

West

DemocraticDistricts

1963

(U

5

0

9
臼

-
↓

9
臼

3

噌
⊥

77

ー
ム

0
σ

1

6

1

21

ρ
0

1
↓

7
「

9
臼

16

A
U

9
御

■
1

り
白

1

15

Q
ソ

ー
凸

4

9

直
U

-
占

93

1967

9
臼

FO

-
素

■
⊥

つ
ー

り
右

3

1
晶

79

ー
ム

4

3

一b

1

23

5

1

6

4

1s

0

2

1
晶

4
轟

1

17

Q
り

Q
ヅ

9

ハb

5

83

1971

3

5

ー
ム

Q
ゾ

ー

り
4

0
0

78

3

直
U

6

9

1

34

5

2

Fり

7

19

9

Fり

-
晶

4

19

QQ

2

7

R
)

4

1

75

1973

ハ
0

1
↓

7
.

ハ
U

ー
ユ

9
臼

9
臼

-
1

74

5

6

3

3

ー
ユ

ー
工

37

4

3

ハ0

6

19

噌
1

に
」

9
臼

9
臼

1

20

Q
μ

2

5

7

り
0

¶
-

63

1975

7

2

7
・

4
軸

-

り
臼

り
臼

-
⊥

so

7

0

2

4
凸

1
1

り
臼

¶
よ

53

4
轟

7

6

6

23

A
U

直
U

ウ
臼

り
臼

1

20

Q
g

Q
V

Ω
り

n
6

4

1
盈

7s

1983

ハ
0

ハO

Aり

5

1
↓

-
↓

り
白

1
1

67

ー
ム

β
0

7
.

9
臼

-
⊥

-
鳶

り
白

ー
ム

66

4

Q
O

3

只
)

23

5

0
9

0

1
凸

9

1

5

4

4

4

曽-

64
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MIXED

South 418 1419112117

Midwest 413 3121314

East 56 78910

West 514 2121515
1

iszi 26t2・12gi36

SUBURBAN・RURAL

South

Midwest

East

West

0

1
晶

-
よ

n
u

0

1
凸

3

0

-
五

n
δ

-
↓

-
よ

4

ウ
μ

-

¶1

3

2

ー
ム

ワ
一

ー
ム

0

2

ー
ム

24 6 8 814

表18共 和党支配下における下院議員選挙区の人口学的構成,1963-1983.

Urban

Suburban

Urban-Suburban

Mid-Urban/Rural

Rural

Mixed

Suburban-Rural

At-Large

NumberofRepublicanDistrictsin
EachDemographicCategory

88thCongress

(1963-64)

N

6

4

3

4

0

7

2

1

1
↓

4

1
↓

-
凸

7

1

1・77

%

9

5

7

8

9

0

1

1

(乙

∩δ

-
↓

100

93rdCongress

(1973--74)

N

161

58

16

S

65

26

4

0

8

0

8

4

4

3

2

0

9
り

O
J

-
↓

193199

94thCongress

(1975-76)

N

0

1

0

6

8

4

5

0

1

4

1

4
凸

2

1・ 侶

7

8

7

4

3

7

3

0

2

3

1

98thCongress

(1983-84)

N

2

9

5

4

6

9

1

0

1

4

1

4

3

7

0

9

2

8

3

1

0

q
リ

ウ
個

2

9911661100
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表19各 人ロ範嫡における共和党支配下の下院議貝選挙区数の

地域的比較,1963--1983.

RepublicanDistricts

1963 19s7 1971 1973 1975 1983

Urban

South 3 6 7 6 4 4

Midwest 5 7 4 4 3 2

East 3 3 2 1 1 3

West C」 s s 5 2 3

16 22 19 1s xo 12

Suburban

South

Mzdwest

East

West

-
膚

ウ
仰

4

7
・

-
晶

り
白

4
一

5

凶-

R
)

噌
⊥

り
白

FD

ρ
0

り
0

1
占

-
温

ウ
鉗

-
晶

・4
●

Q
げ

h
φ

2

1
占

り
β

-
轟

-

ρD

4
楠

-
凸

ー
ム

¶
↓

¶
ム

R
)

-
凸

ρ◎

5

1
よ

¶
■

-

44481555814149
Urban-Suburban

South

Midwest

East

West

1

5

3

4

-
⊥

4

9
H

ウ
翻

噌
■

0
0

ー
ム

9
臼

り
β

0
ゾ

ー
轟

4

0
9

F
O

1
4

1
藷

3

4

4

4

13 9 12 16 IQ 15

Mid-Urban/Rural

South

Midwest

East

West

4

齢b

3

2

4

7
`

2

噌
1

0
0

5

曜
且

ー
ム

4

ワ
β

1
4

1
義

4

ー
ム

ハリ

ー

噌
1

3

A
U

A
U

14 14 10 8 s 4

Rural

South

Midwest

East

West

4

1
占

ツ
騨

8

4

ー
ム

0

0

2

8

ー
ム

4

ー
ム

ハU

O

2

・4
一

-

り
0

1
濡

F
O

Q
ゾ

4

ワ
・

-
み

ウ
臼

-

-
凸

ウ
臼

-
義

4

1
↓

り
白

-
二

∩6

0

噌↓

7

り
細

雪
↓

7a 70 56 65 48 46
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11

5

10

Fり

5

8

6

6

6

9

5
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3

10

4

4

6

8

5

2

7

6

2

Mixed

South

Midwest

East

West

392426222317

-

A
U

∩
)

(
U

-
↓

-
上

り
Q

A
U

ハ
U

-
蕊

9
臼

噌
1

0

つ
e

∩
V

■1

0

噌■

0

噌1

∩
V

l

nり

ー
L

Suburban-Rural

South

Midwest

East

West

154422

成

は
・
奮

(攣

そ
し
て
・
各
人

・
学
的
範
疇

に
お
け
る
共
和
党
支
配
下
の
下
院
議

(
皿
)

員
選
挙
区
数

の
地
域
的
比
較
は
、
表
19
に
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
る
。

右

の
諸
表

に
覗
わ
れ
る
ご
と
く
、
共
和
党

の
支
持
基
盤
で
あ

る
郊
外
地
域

に
お
け

る
下
院
議
員
選
挙
区
数
が
、
第

八
八
議
会

(
一
九
六
三
年
ー

一
九
六
四
年
)
に
は
六
五
、

第
九
三
議
会

(
一
九
七
三
年
ー

一
九
七
四
年
)
九
五
、

第

九
八
議
会

(
一
九
八
三
年
-

一

(
50【

)

九
八
四
年
)

一
一
五
と

い
う

よ

う

に
、

そ
の
数
を
増
大
さ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
共
和
党
は
、

こ
う
し
た
数

に
照
応
す
る
議
席
数
を
急
伸
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
。
支
持
基
盤

の
拡
大
と

こ
れ

に
対
応
す
る
議
席
数

の
比
例
的
増
大
と
い
う
二

節

の
上
昇
線

の
協
合
は
、

共
和
党

に
は
、
み
ら
れ
な
い
。

他
方
、
下
院
議
員
数

の
再
配
分
、
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化
、

そ
し
て
、
選
挙

の
動
向
が
、
民
主
党
支
配
下

の
選
挙
区

に
お
け
る
人

口
構
成
を
、
少
な
か
ら
ず
変
容

す
る
に
至

っ
た
。
主
要
な
変
化

は
、
郊
外
地
域
に
お
け
る
民
主
党
員

の
増
大
で
あ
り
、

都
市
地
域
と
南
部
郡
部
地
域

に
お
け
る
民
主
党
員

の
減
少

で
あ

る
。

下
院
共
和
党

に
は
、
郊
外
地
域

に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区
数

の
増
大

に
平
行
す

る
占
有
議
席
数

の
伸
張
と
い
う
単
純
な
図
式
的
対
置

の
構
図
が
成
立
し
な
い
に
せ
よ
、

共
和
党

の
支
持
基
盤

に
お
け
る
人

口
学
的
構
成

に
は
、

ほ
と
ん
ど
変
化
は
認
め
ら
れ

な
い
。
そ

の
支
持
基
盤
は
、
主
と
し
て
、
郡
部
地
域
と
郊

外
地
域
の
揺
が
ぬ
岩
盤

に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
部
地
域

の
支
持
が
、
と
り
わ
け
、
中

西
部

に
お
け
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る
郡
部
地
域

の
支
持
が
、

低
落
傾
向

に
あ
る
。
郊
外
地
域

に
お
げ
る
共
和
党
支
持
者

は
、
逆
に
、
逓
増
の
傾
向

に
あ
る
。

,
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
九
六
三
年
か
ら

一
九
八
三
年
ま
で
の
二
〇
年
間
に
、
下
院
に
お
け
る
民
主
党
及
び
共
和
党

の
総
体
的
な
勢
力

は
、

下
院
議
員
数

の
再
配
分
と
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化

の
党
派
的
な
波
紋

の
煽
り
を
、
蒙
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と

い

っ
て
よ
い
。
党
派
的

な
ゲ
リ

マ
ン
ダ
ー
リ
ソ
グ
も
ま
た
、

こ
れ
故
、
総
じ

て
、
下
院
議
員
選
挙

の
結
果

に
対
し
て
、
強
烈
な
影
響
の
光
線
を
浴
び

せ
る
こ
と
は

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ
の
発
動
を
阻
む
そ

の
他

の
要
因
と
し
て
、
九
〇

%
を
越
え
る
現
職
下
院
議
員

の

再
選
率
、

一
九
八

一
年
に
、

テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙
区
再
区
画
化
が
、

ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
人
を
二

つ
の
選
挙
区

に
不
当

に

配
置
し
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、

一
九
六
五
年

の
投
票
権
法

(<
。§
。q
零
σq募

》
9

。
h
お
⑦
α
)
に
基
づ
き
、
司
法
省

(』鼻

一8

U
①冨
「9
Φ邑

が
、

当
該
再
区
画
化
を
無
効
と
裁
定
す

る
に
至

っ
た
事
実

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
司
法
省
及
び
裁
判
所
の
監
視

と
介
入
、
超
党
派
に
よ
る

(
60i

)

選
挙
区
再
区
画
化

の
実
施
、
な
ど
が
、
考
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今

日
、
過
去
に
お
け
る
よ
う
な
矯
激
な
影
響
力
を
揮

う
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ン
グ
は
、
既

に
、
過
去
完
了

の
彼
方
に
葬
ら
れ

つ
つ
あ

る
と
い

っ
て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
院
議
員
選
挙
区
も
し
く

は
州
立
法
部
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化
過
程
が
、
党
派
性

の
観
点
か
ら

い

っ
て
、
純
粋

に

厳
正
中
立
に
進
展
す
る
と

い
う
状
況
は
、
事
実
上
、

い
ま
な
お
、
成
立
し
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、

そ
の
過
程

の
所
産

で
あ
る
議
員

選
挙
区
再
区
画
図

に
は
、
党
派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ
ソ
グ

の
要
素
が
そ
の
及
ぼ
す
影
響
力

の
輝
度

の
大
小
を
別

に
し
て
も
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
沈
澱
せ
ざ
る
を
得
な

い
と

い

っ
て
よ
い
。

イ
リ
ノ
イ
州
に
お
け
る
州
立
法
部
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化
を
例
に
あ
げ
る
な
ら
ば
、

一
九
八
〇
年

に
お
け
る
国
勢
調
査

の
後

に
、
イ

リ

ノ
イ
州

で
は
、
州
立
法
部
議
員
選
挙
区
再
区
画
化

の
作
業
が
、
そ

の
過
程
に
党

派
的
な
ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
要
素
が
色
濃
く
倒
影

す

る
事
態
を
回
避
し
再
区
画
化

の
公
正
を
期
す
る
た
め
に
、
超
党
派

の
特
別
委
員
会

に
よ

っ
て
・
実
行
さ
鶏

・
州
妾

部
議
員
選
挙
区

再

区

画
化
委

員
会

(訂
。q
巨
巴
く①
菊
些

。。鼠
。晋

。q
O
§

巳
。。。・酵

)
が

、

こ
れ

に
当

る
。

州

立
法
部

議
員
選

挙
区

再

区
画
化

委
員

会

は
、
九
名

の

(嘉)45



委
員
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
そ

の
内
訳
は
、
共
和
党
州
立
法
部
議
員
四
名
、

同
じ
く
、
民
主
党
州
立
法
部
議
員
四
名
、
そ
れ

に
、
委
員

の
選

ち
ゆ
う
せ
ん

定

に
党

派
性

の
介

入
を
排

除
す

る

た

め
に
、

抽

籔

に
よ

っ
て
選

出

さ
れ

た
委

員

一
名
、

以

上
と
な

る
。

こ

の

一
名
が

、

前

民
主
党

州
知
事

S

.
シ

ャ
ピ

冒

(ω
髄B

ω
匿
覧
H。
)

で
あ

っ
た
。

民
主
党

員

五
名

・
共
和

党

員
四
名

か
ら
組
織

さ

れ

た
州

立
法
部

議
員

選
挙

区
再
区

画
化
委

員
会

は
、

精
力

的

に
再

区
画

化

の
作
業

に

当
り
、

そ

の
結

果
、

何
人

か

の
共

和
党

の
現
職

議

員

は
、

他

の
選
挙

区

へ
の
移

動
を

よ
ぎ
な

く

さ
れ

、

ま

た
、

共
和
党

の
拠
点

は
、

細
分

化

さ
れ
、

そ

の
諸

部
分

が
、

民

主
党

の
強

力
な

支
持
基

盤

と
結

合
さ

れ

る
に
至

っ
た
。

こ

の
よ

う

に
し

て
完
成

し

た
州

立
法
部

議

員
選

挙
区
再

区
画

図

に

つ
い
て
、

当

該
作

業

を
担

当

し
た
再

区

画
化

委
員
会

副
委

員

長

の
A

.
A

.
テ

ル
サ
ー

(>
H夢
霞

〉
・
↓
Φ『
8
「)
は
、

「
も

し
共

和
党
州

立
法
部

議
員
が

、

こ

の
地
図

を

眺

め

る

な

ら
ば
、
彼

は
、

こ
れ
を
、

冷

酷
な

地
図

(旨
琶

窃
。。
日
呂

)

と
、

呼

ぶ

で
あ

ろ
う
」

そ

し
て
、
「
も

し

シ
カ

ゴ
市

選
出

の
民

主
党
州

立
法

部
議

員
が
、

こ
れ
を

み
る
な

ら
ぽ

、

彼

は
、

　
の

　

こ

の
再

区
画

図

を
、

芸
術
作

品

(≦
o蹄

oh

舘
什)
と
称

す

る

で
あ

ろ
う
」

と

評
言

し

た

の
で
あ

る
。

こ
う
し

て
、
議

員
選

挙
区

の
再

区

画
化

に
臨

ん
で
、

党

派
的

な

ゲ

リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ

の
要

素

の
混

入
を
可

及
的

に
排

除

し
よ
う

と
す

る
意

図

の
下

に
編
成

さ

れ

た
、

超

党
派

の
特

別
委

員
会

の
課

業
成

果

の
な

か

に
も
、
党

派
的

な

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー

リ

ソ
グ

要
素

の
発
露

を
、

認

め
ざ

る

を
得
な

か

っ
た

と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。

党

派
性

の
流

入
を

峻
拒

し
公
正

を
期

し

て
結

成

さ
れ

た
筈

の
、

特

別
委
員

会

の
構

成

に
お
け

る
微

細
な

一
角

か
ら

発
す

る
旅

律

に
乗

っ
て
、

党
派

的

な

ゲ
リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
要

素
が
再

区

画
図

の
表

面

に
、

浮
上
す

る

に
至

っ
た
と

考
え

て

よ
か

ろ
う
。

議

員
選

挙
区
再

区

画
化

過
程

に
対
す

る
党
派

的

な

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ソ
グ
要

素

の
不
可

避

の
浸

透

を
承
認

し
、

議

員
選

挙
区

再
区

画
化

が
、

党
派

的

な

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ン
グ

よ

り
自

立

し

た
位

相

を
保

持
す

る

こ
と

の
至
難
性

を
指
摘

し

た
、

W

.
J

.
キ

ー

フ

ェ

(≦
坤臣
。。日

(
㎜

〉

↑

内
8
捨
)

(
ピ

ッ
ツ
バ

ー
グ

大
学

)

(C
導

Φ鼓
畠

鼠

男
葺
。・ゴ
H讐
)
教
授

の
次

の
言
葉

は
、
蓋

し
適
切

で
あ

ろ
う
。

「
す

べ
て

の
下
院

議
員

定
数
再

配

分
行

為

は
、

ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
要

素

噛

包

含

す

る
。

な

か

に
は
、

ゲ
リ

マ
ソ
ダ

ー
リ

ン
グ

の

4fiCam)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 四

要
素

に
膝
を
屈
し
て
い
る
よ
う

に
お
も
わ
れ

る
再
配
分
行
為
も
、
見
受
け
ら
れ
る
。
下
院
議
員
選
挙
区

の
境
界
は
、
決

し
て
、

不
偏

不
党

の
立

場
か
ら
、

線

引
き

さ

れ

た

も

の

で

は

な

い
。

一
政

党

の

(あ
る
い
は

一
現
職
議
員
の
)
"
友

好
的

"
(ま
①邑
ど

・
"
敵
対

的
"

(ぎ
。。夢

)

地

域

の
指
定

は
、

公
然

と
行

な
わ

れ

て

い
る
。

様

々
な

地
域

を
結

合

し
多

く

の
選

挙
区

を
形

成
し

て
ゆ
く

様
式

は
、
現

職
議

員
、

挑
戦
候

補
者

、

政
党
、

地
方

(同罐
助。旨
。。)、

郡

(8
§
帯
。・)、

そ

し

て
、

そ

の
他

の
行

政
区

分

(ω・
竃
密
。。一§
。・)
に
、
重

大

な
意
味

を
与

え

る
。

議
員

選

挙

区
再

区
画
化

は
、

何

人

か

の
現
職

議

員

の
た

め

に
落

選

の
危
険

を
断

ち
切

り
、

別

の
現
職

議
員

を
引

退

に
追

い
込

み
、

次
期
選

挙

に

立
候

補

の
可
能

性

の
あ

る
挑

戦
者

を
落

胆

さ

せ
、

あ

る

い
は
、

活

性
化

さ

せ
、

そ
し

て
、

選

挙

民

の
選

択

を
歪
曲

さ

せ
る

こ
と
も
、

可
能

と
な

る
。

下

院
議

員
選

挙

区
再
区

画
化

の
立
法
過

程

は
、

常

規

的
な

立
法
業

務

(。
姦

冨
蔓

算
。。幕

。。。・)
と

同

日

の
談

で

は

な

い
。

そ

の
作

成
作

業

は
、
格

別

の
政

治
性

を
帯
び
、

選

挙

区

の
再

々
区
画
化

の
可
能

性
を
内

包
す

る
。

誰

か
が

、

常

に
当
選

し
、

誰

か
が
、

常

に
落

選

す

る
L
。

こ

の
よ
う

に
、

下

院
議

員
選

挙
区
再

区
画

化

に
は
、

脱

ゲ

リ

マ
ン
ダ

1
リ

ソ
グ

の
有

効
な

装
置

は
、
内

造

さ

れ
難

い
と

い

っ
て
よ
か

ろ

う
o(

1

)

毘

馨

『
望

。

ω
。
富

仲
齢。。
爵

量

量

・
、.甲

。
。・
。・霞

①

0
8

質
窩

璋

。・
話

ぎ

臨
伸幽邑

「
韓

冨

、.・
貯

ぎ

ミ

諮

§

ト

題

軋

(
ζ

、§

い
ミ

楠
器

)
場
三

。。
.

(2
)

下
院
議
員
の

「政
治
体
系
の
孤
児
」

化
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員
の
孤
立
的
地
位
」

8
(神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所

「
研
究
年
報
」

1
)
(
一
九
八
〇
年
三
月
)
六
五
頁
-

一
〇
〇
頁
、
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員
の
特
殊
性
ー
「政
治
体
系

の
孤
児
」1
』
(
「神
奈
川
法
学
」
第
十
六
巻
第
二

∴
二
号
)
(
一

九
八

一
年
)
五
七
頁
ー

一
七
四
頁
、
各
参
照
。

閣
。αq①
N
笛

冨

註

8
・
・。温

≦
巴
醇

ト

9
。
。・器
ぎ

O
§

四§

賜
§

職
寝
恥
さ

慧

§

場
h鵠
ト

寧

①
・。
占
ド

§

ぎ

写

閣

冒
幕

コ
魯
山
Qり
昌

鐸
巴

O

国

幕

署

炉

寒

欝

脅
§

誉

等

聴
霧

ミ

§

q
ミ

価職

吻
§

舞

§

ミ

.
竈
。。9

噂
,
甲

・。
ρ

Ω
碧

団

ρ

盲

。
ぴ
§

.

罫

き

、ミ
覇

ミ

9

磧

、
§

§

ミ

寒

ミ

§
ン

ミ

奥

礼

§

・
亭

爲
-
蜀

即
留
即
智

ω
。
「鼠

雪
山
諄
菖

≧
ぎ

望

。ぎ

壽

ミ

寄

ミ
§

ミ

臥
ミ

、
§

.
q
き

ミ

」

鵠
。。"
亭

b。
刈
㌣
ド

§

静

。
琴

騨

匂署

。
嵩

(ゆ↑
y

罫

き

ミ
嘗

ミ

律

§

ミ

㌧§
ミ
帖
ミ
丸

題
ド

↓
ぎ

g
ξ

ρ

O
.図
。琿
犀
。
噂
罫

書

ミ

ミ

㌘

§

ミ

鰍§
§

醤
ひ

N
§

●
掴
9
民

窪

昼

、.穿

翫
§

圃昌
8
ロ
齢
δ
贈
閉

餌
ロ
伽

包

g
二
。
昌

o
帥
団

㌘

昌

ユ
Φ
ω

貯

鋳

。

9

量

納仲鼠

。
邑

寄

翻

三

。
仲貯

。・

㌧
§

霧

、、」

瓢

缶
§
"

ざ

ト

浄

野

淘
§

§

ト

鳶

(智

㌶
恥

垣
§

)
層
寧

。。
8
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由

㊤
』

議

8

問

o
餌
即p

、.》
馨

叩
。。
叫凝

蕾

℃
蝕

。・
窪

田

Φ
。
冨

。
夷

・
駐

乱

鼠

眞

.螂
ぎ

』
ミ

魯

き

ト

⑦
鼠

沁
畢

竃

卜

鳶

(魯

蕊
こ

鴨
。。
軌
)
噂
睾

ω
・。
器

ω
↑

(3
)

拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員

の
孤
立
的
地

位
』

H
六
五
頁
-

一
〇
〇
頁
、
六
六
頁
ー

六
七
頁

。
同

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員

の
特
殊
性
i

「
政
治
体
系

の
孤

児
」
ー
』
五
七
頁
-

一
七
四
頁
、
八
二
頁
ー
八
四
頁
。

(4
)

拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
二
大
政
党
制

の
特
質
』

(「
神
奈

川
法
学
」
第
十
二
巻
第
二

・
三
号
)
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表1政 党一体意識所持者の間における一括投票率;1952-84
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,subtracttheentry缶om
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thetable.Thequestionwasnataskedin19?6 .

Source:CenterforPoliticalStudies,UniversityofMichigan;datamadeavailablebytheInter -University

ConsortiumforPoliticalandSocia夏Research .

表2 ア メ リカ国民の政党一体意 識;1952-1984

Year
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0
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9

9

9

9

9

9
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Source:WarrenE.Miller,ArthurH.Miller,andEdwardJ.Schneider,AmericanN¢tionalElection

StudiesDataSourcebook,1952-19T8,p.81;andReiter'scalculationsfromsubsequentAmerican

naEionalelectionstudies.JayM.Shafritz.TheDorseyDictionaryofAmericanGovernmentand

Politics,1985,p.397.
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表31986年 ・1987年 に お け る政 党 一体 意 識 の諸 相
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裏4大 統領候補と上下両院議員候補とを対象とする分裂投禦者の比率;1952-1984

Year President/Senate President/Representative
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Source:WarrenE.Miller,ArthurH.Miller,andEdwardJ.Schneider,AmericanNationalElection

StudiesD¢taSourceboak,1952-1978,1980.385,387;andKeiter'scalculationsfromsubsequent

Americannationalelectionstudies.
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表5州 知事選挙及び上院議員選挙における分裂投票の結果;194-198Q
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6

6

3

4

J

12

1Q

T3

9

11

6

11

3

3

5

Percent:Spit
Outcomes

27.3

2Q.$

4.5

o.o

22.7

3.$

16.7

16.7

za.s

13.0

13.6

8.3

16.?

42.3

13.0

2?.3

4.2

is.2

?0.8

G!.

24.0

15.0

i8.2

36.3

1f

55.6

59.1

60.0

45.8

50.0

44.0

so.o

33.3

62.5

Source:Datafor1914-1970arefromanunpublishedpaperbyHowardReiter,HarvardUniversity,John

FitzgeraldKennedqSchoolofGovernment,March1969.CitedIntiValterDeVriesandV.lanceTarrance,

Jr.,TheTicket-Sρ!ゴ"8r;ノ1ムlewForce伽AmericanPolitics1972,p.31.Datafor1972-1974arefrom

theCo"8アe∬aonalQuarterly/1伽 碑 σ6,1972and1974.Datafor1976afefromCongressionalwart-

erlyWeeklyIr～eport34,No.45(Novemhof6,1976).Datafor1980arefromCoπg紹s3ガo"α'Quarterly

Almanac,1980.
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向
も
ま
た
減
少
す
る
と

い
う
よ
う

に
、
こ
う
し

た
二

つ
の
逆

方
向

の
潮
流

は
、
離
れ
難
く

一
体
化
し

て

い
る
と
考

え
て
よ
い

(軍

く
。
毒
αq
"
。
マ

舞

u
サ
NO
①●)
。
な

お
井
田
正
道

『
政
党
支
持
態
度

の
発
達

過
程
に
関
す

る

一
考
察
』

〔「
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
六
集
」

(
一
九
八
九
年
)
〕
(
七
五
頁
ー
九
〇
頁
)
は
、
小
論

な

が

ら

も

日
本

に
お
け

る
高
学
歴
若
年
層

の
政
治
意
識

に
関

す
る
精
緻
な
分
析
試
論

と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

一
括
投
票

の
対
極
を
構
成
す
る
の
が
、
分
裂
投
票

で
あ
る
。
分
裂
投
票

と
は
、
投
票
者
が
大
統
領

・
州
知
事

・
上
院
議
員

な
ど

の
投
票
用
紙

の
最
高
段
階
に
位
置
す

る
公
職

に
対
す
る

一
方

の
政
党

の
候
補
者

に
投
票

す
る
と
と
も
に
、

そ

の
他

の
公
職

に

つ

い
て

は

別

の
政
党

の
候
補
者
に
投
票
す

る
選
挙
上

の
行
為

を

い
う

(琴

照
o蛙

鱒

o
や

鼻

こ

思
・N
8
凸
0
8
)
。

分
裂
投
票
は
、
投
票
区

(箕
①
9
ロ
9
)
段
階

に
お

い
て
測
定
さ

れ

る
の
が
、
通
例
で
あ
る
。
例
え
ば

、

も

し

共
和
党

の
州
知
事
候
補
が
総
投
票
数

の
五
二
%
を
、
他

方
、
同

じ
く
共
和
党

の
下
院
議
員
候
補
者
が
総

投
票

数

の
四
七
%
を
、

そ
れ
ぞ
れ
、
獲
得
し
た
と
す

る
な
ら
ば
、

こ
の
場
合

に
お

け

る
分
裂
投
票

指
数

(葺
Φ
膏

犀
2

肋嘗

#
ぎ
αq
ぎ
紆
図
)

は
、
五
%
と
な

る
。
分
裂
投
票

の
実
態
を
測
定
す
る
さ
ら
に
単
純
な
技
術

は
、

一
政
党
の
候
補
者
名
簿

に
お
け

る
最
高
得
票
者
と
最
低
得
票
者

の

間

の
得
票
率
格
差
を
計
篤
す
る
方
法

で
あ

る
。

分
裂
投
票

は
、
選
挙
民

の
間
で
、
近
年
、
確

実

に
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
大
統
領
候

補
と
上
下
両
院
議
員
候
補
者
と
を
対
象
と
す
る
分
裂
投
票
者

の
比

率
を
明
ら
か
に
し
た
表

4

(=
.ピ
・
菊
①冨

が

ε
・

鼻

こ

℃
吟ω
鱒
)
、
そ
し
て
、
州
知
事
選
挙
及
び
上

院
議
員
選
挙

に
お
け
る
分
裂
投
票

の
結
果

を

一
覧
表

に
し
た
表

5

(図
韓
げ

閑
噌
oね
8
簿

伽"
繕
菊
o
瓢
巴
瓢
智

寓
吋Φ
ぴ
①コ
β。凝

寄

轟
鳶
物
凡遣
O
、
勝
鋳
㍉
壽

、
貯

き

、蟄
艦錺

ミ

》
ミ
恥、
苛
鼻

吋
鳶
職
軸
鮮
曽
㎏も
QQ《

℃
」
cQ
一.)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
覗
わ
れ
よ

う
。
遠

か
ら

ぬ
将
来
、
選
挙
民

の
少
な
く

と
も
八

〇
%
が
、
分
裂
投
票
を
行

な
う
も

の
と
お
も
わ
れ

る

(竃
.
吋
o
肇
σq
"
o
㍗

鼻

二

,
・。
0
8
)
。
と
り
わ
け
、
分
裂
投
票

は
、
富
裕

・
高
学
歴

・
若
年
層

の
投
票
者

の
間

に
、

顕
著
に
認

め
ら
れ

る
現
象

で
あ

る

〔拙
稿

『
現
代

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党

一
体
意
識

の
衰
退
』
②

=

七
頁
-

一
一
八
買
〕
。
加
え
て
、
表
1
に
示
唆

さ
れ

る
よ
う

に
、
分
裂
投
票

は
、

一
括
投
票

の
反
極
現
象
と

し
て
、

恰
か
も
磁
針

に
吸

い
寄

せ
ら
れ
る
砂
鉄

の
よ
う

に
、
無
所

属
層

に
集
中
的

に
顕

現
さ
れ
、
次

い
で
、
弱
質

の
民
主
党
員

・
弱
質

の
共
和
党
員
が
、

こ
れ

に
続
く

流
れ
を
形
づ
く

っ
て
い
る

(竃
・
畷
o
§
oq
矯
o
や

騨

こ

や
NO
S
)。

分
裂
投
票
者

は
、

《転
向
岩
》
(の三

言
げ
o邑

と

《決
定
投
票
者
》

(。・鼠

謁

く
o
酔興
ω)

の
双
方

か
ら

、
区

別
さ
れ
る
。
《
浮
動
投
票
者
》
(ぬ
o
與
巽
。。)
と
し
て
も
知

ら
れ

る

《転

向
者
》

は
、

あ
る
選
挙

で
は
、

一
方

の
政

党
を
、
他
の
選
挙

で
は
、
別

の
政
党

を
、
そ
れ
ぞ

れ
、
支
持
す
る
投
票
渚
で
あ
る

(拙
稿
、
前
掲

一
=
二
頁
ー

=

六
頁
)
。
《
転
向
者
》
は
、

一
括
投
票

に
出
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
ま
た
、

時

に
よ

っ
て
は
、
民
主
党
支

持

と
共
和
党
支
持

の
、

か
け
隔

っ
た
両
極
間
を
動

揺
す

る
。
《
決

定
投
票
者
》

は
、
投
票
態
度
を
未
決
定
と
し
た
り
、
一
一大
政
党
の

い
ず
れ
か
の
側

に
支
持
を
傾
斜
さ

せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
特
定
選
挙

に
お
い
て
勢
力
の
均
衡
を
保

つ

投
票
者

で
あ

る
。
《
転
向
表
》
は
、
通
常
、
分
裂
投

票
を
行
な
わ
な

い
の
に
対

し
て
、
《
決
定
投
票
者

》

は
、
常

に
、
分
裂
投
票
者

で
あ
る

(ζ
・
尾
。
自

σq
婦
。
,

。
剛夢

亨
8
ご

(6
)

《
投
票
意
欲

の
減
退
》
と
は
、
投
票
者
が
投
票
用

紙
の
最
高
位
に
あ
る
傑
出
し
た
公
職

へ
の
候
補
者

に
票
を
投
じ

た
後

に
起

る
投
票
参
加
率

(昏
①
く
9
ぎ
窃Q
噂
壁
膏
7

鵠
齢ざ
鵠
H黙
。)
の
低
下
を
意
味
す

る
。

こ
れ

は
、
投
票
者
が
、
州
知
慕

・
丘
院
議
員

・
市
長
な
ど

の
候

補
者
を
選
定

し
た
後

に
、
州
立
法
部
議
員

.
郡
政
委
員

(8
毒
ξ
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8
日
臥
凱

。
菌
「)
.
教
育
委
員
会
委
員

な
ど
の
、

投

票
用
紙

の
下
位

に
群
集

し
て
い
る
さ
ほ
ど
重
要

で
は
な
い
公
職

へ
の
候
補
者
を
選
挙
し
な

い
状
況
と

い
い
か

え

て

も
よ

い
。
《
投
票
意
欲

の
減
退
》

は
、

公
職
に
対
す

る
最
由口阿
投
票
数

の
比
率
を
原
基
と
し
て
割
出
さ

れ
る
。

例
え
ば
、

も

し
現
実
に

一
票
を
投
じ
た
選
挙
民
の
総
数

の

九
七
%
が
州
知
事
職

に
投
票
し
、
州
立
法
部
選
挙

に
は
、

当
該
総
数

の
九
〇
%
が
投
票

し
た
と
仮
定

す

る
な
ら
ば
、

州
立
法
部
選
挙
に
お
け
る

《
投
票
意
欲

の
減
退
》

は
、
七
%
と
な
る

(ζ
.
団
O
琶

ゆq
瑚
O
℃
●
島
こ

や
.bQ
O
P
)
。

《
投
票
意
欲

の
減
退
》
に
は
、
《
疲
労
に
よ
る
投
票
意
欲
の
減
退
》

(融
ユ
αQ
自
o
♂
=
o
頃
)
と

《
党
派

性

に
よ
る
投
票
意
欲

の
減
退
》
(冨
同欝
き

達

一
〇
中
)

の
一
一種

が
、

存

在
し
て

い
る
。
《
疲
労
に
よ
る
投
票
意
欲

の
減
退

》
と
は
、

投
票
者
が
、

単

に
、
特
定

公
職

に
対

す

る
候
補
者

の
い
ず
れ

に
も
投
票
し
な
い
と

い
う
投
票
行
為

の
減

退
を
意
味
す

る
。
こ
れ
は
、
履

々
、
投
票
者
が
、

長
大
な
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ

た
、

一
見
、
際
限

の
な

い
公
職

の

一
覧
表

に
辟
易
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
生
ず

る
。

こ

れ

に
対
し
、

《
党
派
性
に
ょ
る
投
票
意
欲

の
減
退
》

は
、

同

一
政
党

の
候
補
者
名
簿

に
記
載

さ
れ

た
候
補
者

の
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙

の
間

に
認
め
ら
れ
る
投
票
率

の
降
下

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同

一
政
党

の
候
補

者
間

に
お
け

る
得
票
差
と
し
て
立

ち
現
わ
れ
る
。
《
投
票
意
欲

の
減

退
》

は
、
《
イ
ソ
デ

ィ
ア
ナ
式
投
票

》
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

《
マ
サ
チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
式
投
票
》
の
下

で
、

多
発
す

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

一
括
投
票
を
し
な

い
投
票
者

は
、
候
補
者
ご
と
に
、
あ
る
い
は
、

公
職
ご
と
に
、
別
個

に
投
票
す

る
故

に
、
明
ら
か
に
、
分
裂

投
票

は
、
《
投
票
意
欲

の
減

退
》
を
、
よ
り
多
く
、
招
致
す

る
と

い
っ
て
よ
い

(罫

団
8
紹
暢
。
や

。ぎ

噂
.8
り
・)
。

(
7
)

Qり
o
轟
鼠

碧
窪
穿
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o
ワ

oF
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ω
'

(
8
)
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・。目
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ρ
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国
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ミ
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ミ

q
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§
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ミ

恥
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唱
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ω
.

(
9

)
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ア

メ

リ
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け
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大
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制
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特

質
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前

掲

三

一
頁
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国
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騨

汐
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・

(
10

)

拙

稿

、

前
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6
凶け
こ

や
.
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電

.

(
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(14
)

各
州

に
お
け
る
法
的
規
制

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア

メ
リ
カ
ニ
大
政
党
制

の
特
質
』
二
六
頁
ー
六

一
頁
参
照
。

(
15
)

Qり
o
謡
琢

9。
民

穿

r

o
,

6
詫

噛
ウ

ミ

●

(
16
)

宅

葭

醇

㎏
・
閑
8

ず

聖

ミ

3

き

、篭
駐

.
§

職

寒

ミ

寄

、
量

ミ

郎
ミ
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軸習

"
軌
導

ミ

矯
遣

。。。。
暢
ウ

§

(
17
)

oo
o
「
鼠

勢
民

響

r

8

.
昏

二

Ψ

『
印

(
18
)

屈
凶侮
こ

噂
㌦
ミ
暉

ア
メ
リ
ヵ
一
一大
政
党

の
組
織
体
系

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
ニ
大
政
党

に
お
け
る
定
形

・
不
定
形
組
織
体
系

の
相
貌
i
多
層
性

と
双
極
性
1
』

(「神

奈
川
法
学
」
第
十
五
巻
第

一
号
)
(
一
九
八
〇
年

)
三
五
頁
ー

一
七
三
頁
参
照
。
紹
①
備
一。。o

響

〈
嵐

即

ζ
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ぎ
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§
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誌
鉾

§
職
O
§
偽
ミ
ミ
§
駄
涛

§

ミ

奪

§

笥
ぎ

穐
ミ
§
隷
O
§
ミ
蓑

電
象

(
19

)

ω
.ρ

聞
暮

8
冨

魯

糞

9・
r

9

●

9
齢
こ

畑
」
c。
ω
鞠

(
20
)

qo
o
鴇
鳳

借

山

穿

ぎ

o
,

o
拝

.
サ

ミ

・

(21
)

≦
.匂

国
8
飼

ε
.
蔓

二

や
や
ω
一ー
ω
ω
.

(
22
)

拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
ニ
大
政
党

に
お
け

る
定
形

・
不
定
形
組
織
体
系

の
相
貌
ー
多
層
性
と
双
極
性
i

』
三
六
頁
-
三
七
頁
参

照
。

(
23
)

ω
◎
醤
珪

凶
乱

穿

r

o
掌

鉱
仲ニ

ワ
謡

.

O
践
圃

薯

舘
器
§

昌

"

翠

切
駐

嘗

ミ

毎
ミ
ミ

魯
§

寄

㌧
ミ

鼻

軌
き

ミ

・

這

・。
。。
・
,
舞

(24
)

羅

豆
因

ζ
n。菩

o担

o
,

息
f

噂
摯
謹
-
O
P

bこ
お
歯
窃ρ

。。艀
P

(25
)

0
窪

民

劉

}。
逼

噸
勇

琶
昏

伽・
>

O
。
軽

①隆

。
邑

9
層

葭暫

、、.
ぎ

ρ

即

O
。
仲醇

(匿

y

等

ミ

苛
ミ

ぎ

ミ
蕊

画ミ

譜

§

趨
ミ

9
ミ
帖
卸

ま

簿

箪

毯

島

嵩

一
.

≦

も

・
閑
8

す

o
や

6
罫

"

㍗

N
b。
.

(26
)

U
。。
♂
田
ロ
蔑

口
。

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
一
一大
政
党

に
お
け

る
定
形

・
不
定
形
組
織
体

系

の
相
貌
-
多
層
性
と
双
極
性
1
』
八

一
頁
-

八
三
頁
。

若
干

の
重
複
を
顧

り
み
ず
、
冒

♂
圃
目
。・。
寓
器

に
つ
い
て
補

足
的
説
明
を
す

る
な
ら
ば
、
以
下

の

よ
う

に
な
る

(ω
。
鑓
巳

魯
島
じ口
①
.ぎ

o
や

。帥r

唱
㍗
。。
ら。
,
㊤
炉

算
即

竃
爵
げ
oぎ

9
.
鼻

二

署
.認
1
↓
9
)
。

デ

イ
リ
ー
政
党
幹

部
組
織

(O
。・♂
圃
堅

。繧
器

)

は
、

シ
カ
ゴ
市
及
び

ク

リ
ク
郡

(O
o
o
犀
0
◎
巨

q
)

を
勢
力
下

に
置
き
、

こ
れ
ま
で
、

イ
リ

ノ
イ
州
政
治
を
躍
動

さ

せ
る
筋
組
織

の
機
能

を
果

た
し
て
き
た
。

デ
イ

リ
ー
政
党
幹
部
組
織

は
、

一
九
三

一
年

に
、
民

主
党

の
A

・
J

・
サ
ー

マ
ッ
ク

(〉
韓
o
昌
胴

O
①§

髄
犀
)
が
、
遠

心

性
の
ヴ

鵬
ク
ト
ル
を
も

つ
自
律
的
な
区
政
党
組
織

の
連
合

と
い
う
、

シ
カ
ゴ
市

に
お
け
る
伝
統
的

な
政
党

の
組
織
形
態

を
打
破
し
、

こ
れ
ら
を
、
求

心
性
の
ヴ

瓢
ク
ト

ル
を
備

え
た

一
個

の
幹
部
組
織

へ
と
統
合
的

に
編

成

し
た

こ
と
に
、
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
後

、

シ
カ
ゴ
政
党
幹
部
組
織

は
、
二
名

の
有
能
な
民

主
党
選

出
の
市
畏

l
E

・
J

・
ケ
リ
ー

(臣

毛
碧
傷
ト

閑
¢
ξ

)
(
一
九
三
三
年
-

一
九
四
七
年
在
職

)

と
R

・
J

・
デ

イ
リ
ー

貧
顧魯
舞
ユ
ト

O
。。冨
団
)

(
一
九
五
五
年
-

一
九

七
六
年
在
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職
)
1

に
よ

っ
て
、
デ

イ
リ
ー
の
死

(
一
九
七
六
年
)

に
至
る
ま

で
、
運
営
さ
れ
て
ぎ

た
。

シ
カ
ゴ
政
党
幹
部
組
織
を
、
政
党
幹
部
組
織
の

一
つ
の
極

に
ま
で
押
し
上

げ

た
デ

イ
リ
ー
体
制

の
諸
特
徴
は
、
次

の
点

に
求

め
ら
れ

る
。
①
厳
格
な
階
統
制
構
造
②
市

・
郡

に
お
け
る
情
実
人
事
職

(冨
ぎ

器
職
£

。
げ
)
三
五
〇
〇
〇
な
ら
び

に

私
経
済
部
門

に
お
け
る
他
の

耐
○
○
○
職

に
対
す

る
支
配
③
情
実
人
事
職

の
保
持
者
と
そ
の
家
族

・
友
人

・
縁
者
等

の
、
三
五
万

に
及
ぶ
自
己
の
規
律
力
の
下
に
あ

る

選
挙
民

に
対
す
る
動
員
力
の
確
保
④
市
長

.
大
部

分

の
郡
公
職

・
市
議
会
議
員

・
市
及
び
郡

の
裁

判
官

・
州
立
法
部
議
員

・
州
知
事

・
上
院
議
員

・
七
な

い
し
八
名

の

下
院
議
員

、
な
ど

の
候
補
者

の
指
名
と
選

挙
の
過

程

へ
の
統
制
力

の
保
持
⑤
以
上
を
通

し
て

の
市

・
郡
に
お
げ
る
公
共
政
策

の
形
成

に
対
す
る
影
響
力

の
行
使
が
、

こ

れ
に
当
る
。

デ

イ
リ
ー
政
党
幹
部
組
織

の
具
体
的
な
機
能
状

況
は
、
同
組
織

の
指
導
者

で
あ

っ
た

シ
カ
ゴ
市

第
二
五
区

(O
げ
圃8
㎝q
。
.。。
・。
㎝
韓

芝
四巳
)
選
出
の
市
議
会
議
員

V

・
マ

ー
ズ

ロ
ー

(<
搾
O
竃
費
困魔
=
O
)
の
あ
る
日
の
夕
刻

に
お
け
る
、
日
常

化
さ
れ
た
集
票
活
動

に
、
そ

の

一
端
を
覗
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

そ
れ
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
次

の

よ

う

に

な

る

(≦

梓
。
昌

幻
・。断
。
4
⑦
・
b
§

、帖
さ

譜

さ

き

§

"
b

§

、～

導

簿

さ

ト
§

芦

ミ

獅

署

.
一
N
。
出

・。
.
。。
。
勇

♂

民

じ。
奨

響
。
や

。
f

弓

。・
器

ご

。

マ
ー
ズ

ロ
ー
配
下
の
第
二
五
区

に
お
け

る

投
票
区
委
員
長

(鷲
Φ
。;
簿

o
巷
仲碧
鵠
)
が
組
織
本

部

の
控
え

の
間

に
召

集

さ
れ
た
。

イ
リ
ノ
イ
州
上
院
議
員

S

・
ロ

マ
ノ

(Q◎
9
8

00
Φロ
帥
8
「

Qo
髄
ヨ

カ
o
ヨ
碧
o
)
が
、

第
二
五
区

に
お
け
る
投
票
区
委
員
長
四
八
名

の
全

貝

に

つ
い
て
点
呼
を
行

な

っ
た
後
、

マ
ー
ズ

ロ
ー
は
、
投
票
区
委

員
長

に
対
し
て
、
集
票
努
力
を
決

し
て
怠
る

こ
と

の
な

い
よ
う
、
訓
示
を
与

え
た
。

"
誰
し
も
孤
独

に
生
き
る

こ
と
は
で
き

な
い
。

そ
れ
故
、
諸
君
は
、
人

々
と
交
じ

合

い
、
人

々
の
生
活
様
式

を
学
ば
れ

よ
。

職
務

に
精
励
し
、

諸
君

の
管
轄
内

の
人

々
に
対
し
て
貢

献
を
さ
れ

よ
"
。
投
票
区
委
員
長
と
の
会
合

の
後

に
、

マ
!
ズ

ロ
ー

は
、
彼

の
選
挙
民

に
挨
拶

を
述
べ
る

た
め
に
、
玄
関

の
間

に
移

っ
た
。

一
人

の
投
票
区
委
員

長
が
、
黒
人
夫
妻
を
招
じ
入
れ
た
。

黒
人
の
夫

は
、
"
私
達

は
、

市
か
ら

一
通

の
手
紙

を
受
け
と

っ
た
。
市
当
局
は
、
私
達

が
住

ん
で
い
る
ビ

ル
の
ネ
ズ

ミ
の
駆
除

の
た
め

に
、

二
〇

ド

ル
を
、

私
達

に
負
担
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
"
。

こ
れ

に
対
し
て
、

マ
ー
ズ

ロ
ー
は
、
"
そ

の
手
紙
を
私

に
渡
さ
れ
よ
、
十
分
に
調
査
す
る
"
旨
回
答

し
た
。

次

い
で
、

黒
人
夫
妻

を
先
導
し
て
き

た
投
票
区
委
員
長

は
、
忌

潭
な
く
次

の
よ
う
に
発
言
し
た
。
"あ

な
た
方

の
娘

は
、
十

一
月
五
日
の
選
挙
に
は
棄
権

し
た
。

調

べ
ら
れ

よ
。

こ
の
市
議
会
議
員

〔
マ
ー
ズ

ロ
ー

11
著
者
〕
は
、
二

月

に
、
再
度
、
立
候
補
す
る
。
我

々
は
、
あ
な
た
方

に
対
す
る

い
か
な
る
形
の
援
助
を
も
手

に
入

れ
、

こ
れ
を
有
効

に
用

い
る

こ
と
が
で
き
る
"
。
黒
人

の
妻

は
、
"
私

は
、

い
ま
、
仕
事

を
捜
し
て
い
る
"

と
述

べ
た
。

こ
の
市
会
議
員

は
、
"
私

に
は
、
現
在
、
仕
事

の
持

ち
合

わ
せ
が
な
い
"
と

い
う

に
と
ど
ま

っ
た
。

こ
の
と
き
、

竃

話
の
ベ
ル
が
鳴

っ
た
。

マ
ー
ズ

ロ
ー
は
、
電
話
を

取
り
上
げ
、
耳
を
傾
け
て
、
次

の
よ
う
に
い

っ
た
。
"
明
朝
、
私
の
事
務

所

に
来
ら
れ
よ
"
。
彼

は
電
話

を
切

っ
た
。

"
彼
女

は
、
夫

に
先
立
た
れ

て
十
竃
年

に
な
る
寡

婦
で
あ
る
。
彼
女

は
、
自
分

の
娘

と
共
同

で
、
自

己

の
地
所

を
賃
貸
借

に
出

し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
弁
護

士
は
、

そ
れ

に
要
す

る
手
続
費

用
と
し
て
、

一
〇
〇
ド

ル
を
、
彼
女
に
要
求
し
て
い
る
。
私

は
、
そ
れ
を
無
償

で
し
て
く
れ
る
誰
か
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
"
。
"
市
議

会

に
は
、
進
歩
主
義

の
立
場
に
た
つ
無
所
属

の
議

員
が
、
活
動

し
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
彼

ら
の
な

か
に
は
、

一
〇
ド

ル
札

}
枚
で
野
犬
収
容
所
か
ら
犬

一
匹
を
引
ぎ

取
る

こ
と
す
ら
で
き
な

い
ほ
ど

の
無
能
な
議
員
も

い
る
"

と
、

マ
ー
ズ

ロ
1
は
、

嘲
笑

し
、

"次

の
人
は
ど
な

た
か
"
と
話
題
を
変
え
た
。

マ
ー
ズ

ロ
ー
の
説
明
に
よ

れ

は
、

"
選
挙
当
日
に
は
、

す
べ
て
の
投
票
区
委
員
長

は
、
自
己

の
投
票
区

に
お
け

る
活
動

の
所
要
経
費

と
し
て
、
五
〇

ド

ル
か
ら
二
〇
〇

ド
ル
を
手

に
す
る
。
我

々

5G(56)
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は
、
我

々
が

公
認
し
た
候
補
者
全
員

に
献
金
し
、
我

々
の
区

か
ら
立
候
補
す
る
人

々
に
対
し
て
、
そ

の
人
材

に
応
じ

た
査
定
額

を
支
給
す
る
。
デ

イ
リ
ー
市
長
が
立
候

補
す
る
と
ぎ
、

こ
の
区

で
は
、
我

々
は
、
少
な
く

と
も
五
対

一
の
得
票
差
に
よ

っ
て
、
彼
を
当
選
さ

せ
ね
ば

な

ら

な

い
。
彼

は
、
家
族
を
深
く
愛
す
る
家
庭
人
で
あ

り
、
信
仰
心

の
厚

い
宗
教
人

で
も
あ
る
。
我

々
は
、
常

に
、
彼

と
と
も

に
あ
る
。
私

に
は
、
六
名

の
既
婚

の
子
が

い
る
。
デ

イ
リ
!
は
、

こ
の
子
ら
の
す

ぺ
て
の
結
婚

式

に
出
席

し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
彼

の
子
女

の
各

々
の
結
婚
式

に
、
私

は
招
待
し
て
戴

い
た
。

何
び

と
も
、
こ
の
よ
う
な
人
を
裏
切
る

こ
と
は
で
き
な

い
"
。

…
…
な

お
、

シ
カ
ゴ
市

の
北
西
部
及
び
南

西
部

に
位
躍
す

る
中
流
階
周

の
居
住
区

で
は
、
投
票
区
委
員
長
は

、
納
税
通
知
謁

に
関
す
る
上
訴
、
歩
道

の
縁
石
や
側
溝

の
修

理
、

イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
学
生

の
た
め
の
奨
学
金

の
獲

得
、
大
学
生

の
た
め
の
夏
季

ア
ル
バ

イ
ト
の
斡
旋

、
な
ど

に
つ
い
て
援
助

の
手
を
さ
し
の
べ
る
ほ
か
、
行
政

に
対
す

る
苦
情

の
解
決

を
求

め
て
迷
路

の
ご
と
き
政
府

の
官
僚
機
構

の
な
か
を
さ
迷

い
何

ら
か
の
支
援
を
求

め
る
人

々
に
対
す
る
進
む

べ
き
方
向

の
指
示
と
助
力

の
給
付
、
な

ど
を
行
な
う
。

以
上
で
あ
る
。

因
み
に
、

マ
ー
ズ

ロ
ー
は
、
デ
イ
リ
!
政
党
幹
部
組
織
公
認

の
市
議
会
議
員
候
補
と
し
て
二
三
回
当
選

の
輝

や
か
し

い
選
挙
歴
を
有
し
、

一
九
八
六
年

に
お
け
る
裁

判
所

の
命
令

に
墓
つ
く
自
己

に
不
利
な
選
挙
区

の
再
区
画
化

の
後

に
引
退
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
に
至

る
ま
で
の
三
〇
年
以
上
も

の
間
、
そ
の
職

に
あ

っ
た
。

マ
!
ズ

ロ

ー
は
、
在
職
期
間
中
、
周
囲
か
ら
な
さ
れ
た
市
長

・
州
知
事

・
上
下
両
院
議
貫
な
ど
の
よ
り
高
次

の
公
職

へ
の
移
行

の
要
請

を
、
悉
く
斥
け
た
。

そ
の
理
由
を
説
明
し

て
、
彼
は
、
次

の
よ
う
に
述

ぺ
て
い
る
。
「
私

は
、
私
が

こ
の
市

に
住
む
限

り
…
…
そ
し
て
、
私

が
私

の
友
人
を
援
助
す
る

こ
と
が
で
き
、

ま
た
、

私
の
政
敵

を
打
ち

の
め
す

こ
と
が

で
き
る
限

り
、
こ
の
職

に
留
ま
り
た

い
と
思
う
」

(r
鉾
螢

梱

Qo
ぴ
9
P

§

軸
壽

こ
紀
げ

蓼

、
蜘
磯
ミ
蕊
、
ω
認
§

焼蹟

き

ミ
苛
ミ

尋

、
騎
覇
誉
、
》
ミ
ミ
腎
筒
.恥

笥
ミ
ミ
♪

竈
。。c。噌
マ
δ
Q。.)。

デ

イ
リ
ー
の
死
後
、

シ
カ
ゴ
政
党
幹
部
組
織

の
指
導
者

の
間

に
主
導
権

を
め
ぐ

っ
て
内
紛

が
生
じ

、

こ
れ

に
よ
り
、
幹
部
組
織

は
、

シ
カ
ゴ
に
お
け
る
市
政
と
市
当

局

に
対
す
る
中
央
集
権
的
な
支
配
力

を
喪
失

し
た
。
喜
実
、
幹
部
組
織
公
認

の
市
長
候
補
者

は
、
二
期
続
け
て
敗
退
し
て
い
る
。

一
九
七
九
年

の
民

主
党
予
備
選
挙

に

お

い
て
、
J

.
バ
ー
ン

(密
冨

bu
旨
コΦ
)

は
、
デ

イ
リ
ー
の
正
当
な
継
承
者

と
し
て
選
定

さ

れ

た

M

・
ピ

ラ
ソ
デ

ィ

ッ
ク

(竃
駒鼻
器
一
宙
一き
臼
。)
を
破
り
、
市
長
選

挙

に
も
勝
利
を
収

め
た
。

U
旦
、
市
長
職

に
就
任

す
る
と
と
も

に
、
バ
ー

ン
市
長

は
、
民
主
党
市
幹

部
組
織

の
存
在

と
そ
の
運
用
方
法
を
と
く

に
否
定

す

る

こ
と

な

く
、
む
し
ろ
、
逆

に
、
幹
部
組
織
を
摺
導

し
、
そ

の
再
活
性
化
を
図
る

こ
と
に
専
心
し
た
。
け
れ
ど

も
、

一
九
七
九
年
及
び

一
九
八
〇
年

に
明
白
に
な

っ
た
幹
部
組
織

か
ら
の
黒
人

の
離
反

は
、
一
九

八
三
年

に
、
反
幹
部
組

織

の
政
策
綱
領
を
掲
げ

た
黒
人
下
院
議

員
H

・
ワ
シ
ン
ト

ン

(¢
碧
o
匡

芝
窃
ゴ
ぎ
σ司
8
目
)

の
市
長
当
選

へ
と
飛
躍

す
る
。

そ
の
ワ
シ
ソ
ト
ン
市
長

は
、
民
主
党
市
幹
部

組
織

に

つ
い
て
、
興
味
あ
る

コ
メ
ン
ト
を
加
え

て
い
る
。

彼

に
よ
れ
ば

、

幹
部
組
織
は
、
{,組
織
を
市
の
上
位

に

置
ぎ
、
市
職
貴

を
強
制
し
て
組
織

の
た
め
に
働

ら

か
せ
、
組
織
が
特
殊
諸
利
益
に
斡
旋

し
た
幾

つ
も

の
市

の
講
負
事
業

の
な

か
か
ら
、
数

百
万

ド
ル
を
掬

い
あ

げ

た
」

(之
獅
峠訂

コ
一Φ
}
ω
竃

署

母
F

』
『

、δ

導

茜

。

竃

避

。
苧
観

a

〈
。
司
い

幻
Φ
{
。
蒙

。・
、、」

コ

冬

鑓

ぎ

蕃

切

ミ
塁

奪

ミ

嵩

鳩

遷

c。
恥
曽

㍗

〉
ド

P

押

竃

国
菩

Φ
ヨ

β

6
翻
こ

掌
刈
炉
)
。

こ
れ
故
、
民
主
党
幹
部
紐
織
は
、
「市

政

を
統
制
下
に
置
き
、
こ
れ

に
徹
底
的
な
打
撃
を
与

え
、

こ
れ
を
圧
倒
し
得

る
だ
け
の
権
能

を
、
他

の
い
か
な
る
利
益

(5757
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団
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上
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は
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有

し

て

い
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い
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〉
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冨
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8

冨

℃

象
O
霞
8

σq
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鵠
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$

ロ

国
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≦
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0
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ψ
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コ
o
ユ
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ξ
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o
コ
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剛ロ

〉
碍
§

奪

神

§

§
鳴
F

き
町
§

遷

ミ
'
罎
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辞

ヤ
N
吟

炉
即

竃
餌鴇
訂
詔
"
。
,

鉱
f

マ
録

)
。

一
九
八
三
年
の
市
長
選
挙
に
お
け
る
ワ
シ
ン
ト
ソ
の
辛
勝
と
、
そ
れ
に
引
ぎ
続
く
市
当
局
に
対

す
る
統
制
力
の
確
保
を
め
ぐ
る
市
議
会
と
の
闘
争
は
、
伝
統
的
な
デ
イ
リ
ー
政
党
幹
部
組
織
の
衰
退
に
関
す
る
歴
史
課
に
新
た
な

一
章
を
付
け
加
え
た
。
ワ
シ
ソ
ト
ソ

施
政
の
最
初
の
数
年
間
、
市
長
の
与
党
勢
力
は
、
市
議
会
の
過
半
数
を
制
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
過
半
数
は
、
臣

暑
胃
α
く
a
。岬
即
貯
市
議
会
議
員
の
指
導
力
の

下
に
あ

っ
た
旧
デ
イ
リ
!
幹
部
組
織
の
白
人
残
存
勢
力
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八
七
年
の
市
長
選
挙
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る

一
九
八
六
年
に

行
な
わ
れ
た
二
度
の
激
烈
な
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
長
の
与
党
勢
力
は
、
全
五
〇
議
席
の
二
分
の

一
に
当
る
二
五
議
席

の
支
配
に
成
功

し
た
。
こ
れ

に
よ

り
、
市
長
は
、
与
野
党
勢
力
間
の
均
衡
を
打
破
す
る
投
票
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
八
七
年
に
お
け
る
ワ
シ
ソ
ト
ソ
市
長
の
再
選
は
、

彼
の
権
能
を

一
層
強
化
す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

一
〇
年
前

に
、
デ
イ
リ
ー
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
支
配
権

に
、
と
う
て
い
、
及
ぶ
べ
く
も
な
か

っ
た
。

デ
イ
リ
ー
政
党
幹
部
組
織
の
凋
落
に
つ
い
て
は
、
様

々
な
原
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
相
互
に
対
立
し
拮
抗
し
合
う
シ
カ
ゴ
市

に
お
け
る
多
様
な
人
種

的

・
民
族
的

・
階
層
的
な
諸
団
体
を

一
つ
に
接
合
さ
せ
、
互
い
に
流
れ
こ
ま
せ
る
溶
融
機
能
を
果
た
し
て
き
た
、
類
ま
れ
な
政
治
的
熟
練
を
備
、凡
た
デ
イ
リ
ー
の
死
去
、

こ
れ
ま
で
十
分
に
政
治
権
力
に
意
思
や
利
益
を
代
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
黒
人
な
ら
び
に
他
の
人
種
的
少
数
者
が
政
治
権
力

へ
の
正
当
な
関
与
を
要
求
し
政
治
権
力

へ

の
志
向
性
を
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
の
射
影
と
し
て
、
政
治
組
織
内
に
お
け
る
指
導
的
地
位
の
人
種
的
少
数
者
に
よ
る
継
承
と
い
う
新
た
な
冷
厳
な
事
態
の
出
現
、
幹
部

組
織
を
軸
に
回
転
す
る
政
治
的
現
実
に
次
第

に
魅
力
を
失
な

っ
て
き
て
い
る
選
挙
民
の
態
度
の
変
化
を
象
徴
す
る
幹
部
組
織
公
認
の
市
長
候
補
者
の
連
続
二
期
に
わ
た

る
敗
北
、
冬
期
の
積
雪
を
市
当
局
が
除
去
し
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
幹
部
組
織
支
配
下
の
市
当
局
に
よ
る
行
政
諸
用
役
の
質
の
低
下
、
こ
れ
に
伴
う
斬
進
に
し
て
実

効
性
の
あ
る
政
治
指
導
に
対
す
る
選
挙
民
の
渇
望
、
な
ど
が
、

こ
れ
に
当
る
。
こ
れ
ら
の
原
由
は
、
す
べ
て
、
至
当
と
み
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
原
由
の
成

立
に
よ
っ
て
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
幹
部
組
織
を
回
転
軸
と
し
て
拡
が
る
政
治

の
磁
場
が
、
過
去
の
遺
物
に
化
成
し
確
実
に
歴
史
の
な
か
へ
の
移
行
を
完
了
し
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
仮

に
、
デ
イ
リ
ー
政
党
幹
部
組
織
が
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
市
政

と
市
当
局

に
対
す
る
中
央
集
権
的
な
統
制
力
を
喪
失
し
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

《幹
部
組
織
中
心
の
政
治
》
の
分
権
化
さ
れ
た
変
奏
型
が
、
旧
組
織
内
で
角
逐
す
る
派
閥
の
各
々
に
定
着
し
、
互

い
に
割
拠
し
つ
つ
生
存
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
幹
部
組
織
中
心
の
政
治
様
式
は
、
市
規
模
大
の
権
力

の
集
中
化

・
一
元
化
を
伴
う
こ
と
な
く
命
脈
を
保
ち
得
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
政

党
幹
部
組
織
を
核

に
し
て
展
開
さ
れ
る
政
治
の
渦
巻
ぎ
の
動
向
は
、
未
だ
、
過
去
の
も
の
と
し
て
完
了
形
で
把
握
し
得
な
い
と
い
、比
よ
う
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齢軍
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口
o
ず
)
に
は
、
選
挙
機
能
主
導
型

の
民

主
党
幹
部
組
織
が
、
支

配
権
を
行
使

し
て
い
る
。
「情
実
人
事
職

に
よ

っ
て
育
く

ま
れ
た
栄
養
状
態
万
全

の
グ
ラ
ス

ル
ー
ツ
組
織
」

(郎
胡
亀

占
o
鼠

降
&

唱
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お
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o
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。。三
鑓
汁凶8

霞

ぴ
団
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ω
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軍
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㎝
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と
し
て
、

セ
ソ
ト
ク
レ
ア
幹
部
組
織

は
、

酬
九

八
六
年

に
、
M

㌔
フ
ラ
イ
ス

(竃
①試

昌
田

8
)
下
院
議
員

の
再
選
を
成
功
さ

せ
た
。
ゾ

ラ
イ
ス
下
院
議
員

は
、

当
時

、
八

一
歳

で
あ
り
、
高
齢
と
老
人
性

の
虚
弱
体

質

に
よ

っ
て
、

一
九
八
五
年

に
、

下
院
軍
事
委

員
会
委
員
長

(魯
聾

日
睾

o
{
静
¢

鵠
o
繧
。
〉
目

¢
儀
Q自
Φ
ヨ

。窃

O
◎
目
巳
#
8
)

の
地
位
を
追
放
さ
れ
て
い
た
。

一
九

八
六
年

の
下
院
議
員
選

挙

で
は
、
活
力
温
れ

る
魅
力
的
な
若
年

の
対
立
候
補
の
奮
闘

に
も

か
か
わ
ら
ず

、
プ

ラ
イ

ス
候
補

は
、
幹
部
組
織

の
強
力

な
援
護

の
下

に
、
五

二
%
対

三
九

%
の
得
票
率
差

に
よ

っ
て
、
対
立

候
補

を
打
倒
し
た
。
プ

ラ
イ

ス
候
補

の
勝
利
は
、
幹
部
組
織
が
、

自

己
に

《賦
課
金
を
支
払
う
》
(噂帥
置

皆
①。。)
こ
と
な

く
、
当

該
公
職
を
獲
得
し
よ
う

と
し
た
対
立
候
補

に
対
し
て
憤
激

し
た

こ
と
の
結
果

で
あ

っ
た

(一げ
岸

愉
ワ
0
9
)
。

(%
)

昌
昌
:
ヨ
!
ク
市

の
郊
外

に
位
置
す
る
富
裕
な

ロ
ソ
グ

ア
イ
ヲ
ソ
ド

(い
o
謁

匡
画民

)

に
、

ナ

ッ
ソ
ー
郡
政
党
幹
部
組
織

(Z
窃
器
昌
O
o毎

蔓

智
罵
膏
既
臼
薗。霞
器
)

が
、
存
在
す
る
。

ナ

ッ
ソ
ー
政
党
幹
部
組
織

に
お
け

る
指
溝
権

は
、

一
九

二
〇
年
代

に
お
け
る
G

・
W

・
ド
ー

テ

ィ

(ρ

≦
淳

時

O
呂
答
な
)
か
ら
J

・
R

・
ス
プ

ヲ
ー
グ

(』・
閃
房
琶

oo
冒
餌㎎
H。)
を
経

て
、

一
九
六
〇
年
代
末
葉

に
J

・
M

・
マ
ー
ジ

オ

ッ
タ

(甘

器
喜

竃
・
竃
田
職
。
#
隣
)
に
移
行
し
た
。

マ
ー
ジ
オ

ッ
タ
は
、
《
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー
的

に
二
心
あ

る
》

(舳巨
瓢
畠
自

貯
o
冨

尉山
8
♂
臨
$
ξ

)

人
物

と
い
わ

れ
て

い
る
。

こ
の

マ
ー
ジ
オ

ッ
タ
支
配
下

の
幹
部
組
織

は
、
地
方
公
職
か
ら
下
院
議

員
職

に
董
る
ま
で
の
、
す

ぺ
て
の
段
階

に
お
け
る
公
職

の
た
め
の
共
和
党
予
備
選
挙

の
統
制
に
際

し
て
、

ほ
と

ん
ど
組
織
内

に
悶
着

を
起
す

こ
と
が
な
か

っ
た
。

こ
の

結
果
、
例
え
ば

、
州
立
法

部

へ
の
代
議
員
団
な
ど
は

、
《
マ
ー
ジ
オ

ッ
タ
の
糸
あ
や

つ
り
人
形
》

(ζ
舞
軋
9
雷
.。・
質
毘

8
0
§

。。)

と
呼
称
さ
れ

る
に
至

っ
た
。

マ
ー
ジ

オ

ッ
タ
幹
部
組
織
は
、
き
わ
め
て
能
率
的

に
運
営
さ
れ

て
お
り
、
世
人
よ
り

O
巳
。・貯
臣

。
出
目
曽
鑓
器

唱
。
一幽曹
。。
と
指
称
さ
れ

て
い
た
。

こ
う
し
た
幹
部
組
織

の
能
率

性
と
実
効
性
と
は
、
世
論
調
査

・
コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
!
利
用

の
ダ

イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
ご

と
き
現
代
選
挙

技
術

の
駆
使
と
、
情
実
人
事

・
資
金
集

め
の
た
め
の
パ
!
テ
ィ
ー

(2
a
糟鼠

切貯
αq
)
・
り
べ
ー
ト

(ぼ
島
冨
降
)
・
厳
格

な
党
規

の
よ
う
な
因
襲

の
精
妙
な
運
用
と

の
、
混

融

と
同
在

の
上

に
成
立
し
て

い
る
、

ナ

ッ
ソ
ー
幹
部
組
織

は
、

党
員

に
対
す
る
情
案
人
事
職

の
配
分
と
党
忠
誠
感

の
強
制

の
二
点

に
お
い
て
、
デ
イ

リ
ー
幹
部
組
織

と
鏡
像
的
な
類
縁
関
係

に
あ

り
、
従

っ
て
、
デ

イ
リ
!
幹
部
組
織

と
等

質
的
な
同
位
相
下

の
地
方
政
党
運
営

の
様
式

に
よ

っ
て
、

ナ

ッ
ソ
ー
郡
当
局
と
地
方
政
治

に
対

す
る
強
力
な
統
制
権
を
確
保

し
て
い
る
。

ナ

ッ
ソ
!
幹
部
組
織

の

一
大
特
色
は
、
そ
れ
が
、
民
主
党
所
属

で
は
な
く
、
共
和
党
所
属

の
幹
部
組
織
だ
と

い
う
点

で
あ
る
。
共
和
党
幹
部
組
織
は
、
今
世
紀
初
頭

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
諸
都

市

に
、
広
く
散
在
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、

一
九
三
〇

年
代
以
降
、
大
部
分

の
諸
都
市
が
、
民
主
党
支
配

の
版
図

に
編
入
さ
れ
る
と
と
も

に
、
幹
部
組
織

の
帯
有
す
る

党
派
性

の
転
倒
が
生
じ
、

こ
う
し
た
共
和
党
幹

部
組

織

の
命
脈

に
終

止
符
が
投
ぜ
ら
れ
、
代

っ
て
、
数
多

の
幹
部
組
織
が
、
民
壷
党

へ
の
偏
向
性

の
強

い
電
荷
を
帯
び

る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

ナ

ッ
ソ
ー
幹
部
組
織
は
、

一
一万
以
上
の
情
実

人
事
職

の
掌
握

と
、
選
挙
当

日
に
選
挙
民
を
投
票

に
駆

り

た

て
る

区

委
員
長

(零
母
甑
n冨
ぎ
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需
誘
o霧
)
・
投
票
区
委
員

・
区
画
委
員
長

(配
。
。吋

8
艮
晋

。・)
か
ら
成

る
複
層
構
造

と
を
特
徴
と
す

る
、
党
規

の
厳
格
な
階
統
制

の
組
織
で
あ
る
。
元
来
、
ナ

ヅ
ソ
!

幹
部
組
織

は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
お
け
る
進
歩

主
義

の
政
治
様
式
が
も

た
ら
し
た
甘
美

な
果
実

の
恩
恵

に
育
く
ま
れ
な
が
ら
、
そ
れ

に
よ
る
生
活
状
態

の
改
善

に
と

も
な

っ
て
、
そ

こ
か
ら

の
離
脱

・
反
転
を
求

め
は

じ
め
た

ア
イ

ル
ラ
ソ
ド
系

と

イ
タ
リ
ア
系

の
ブ

ル

ー
カ
ラ
ー
層

の
移
民
集
団
を
基
盤

に
、
構
築
さ
れ
た
と
い

っ
て
よ

い
。
し
か
し
、
今

日
に
お
け
る

ナ

ッ
ソ
ー
幹
部
組

織

は
、
魅
力
的
な
高
収
入

の
.夏
季

ア
ル
バ

イ
ト
を
若
年
層

に
配
分
す
る

こ
と
な
ど

に
よ

っ
て
、
彼

ら

の
幹
部
組
織

へ

の
積
極
的
受
容

に
、
並

々
な
ら
ぬ
配
慮

と
顧
慮
を

示
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
若
年
層

の
多
く
も
ま
た

、

こ
れ

に
応

え
て
、
党
活
動

へ
の
献
身
を
、
自
ら
の
生
涯

の
職
業

と

し
て
選
択
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
幹
部
組
織
を

中
軸

に
展
開
す

る
政
治
様
式

に
お
け
る
最

良
の
伝

統

に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
組
織
成
員
が
公
職
占
有
者
に
変
成

し
た

い
と
熱
望
す
る
こ
と
は
、
彼

ら
が
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、
自
己
の
職
責

の
履
行

に
よ
る
組
織
階
梯

の
着
実

か
つ
緩
徐
な
上
昇
、
数
年
間

に
わ
た
る
政
治

の
舞
台
裏

と
周

辺
地
域

に
お
け

る
党
務

へ
の
精
励

、
党

の
公
認
候

補
者
の
た
め
の
収
票
活
動

、
そ
し
て
、
党

の
選

挙
運
動
基
金

の
た
め
の
調
達
行
為

、
以
上

の
諸
行
為
を
完
遂

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。
組
織
成
員

の
公
職
占
有
者

へ
の
転
身
渇
望
と

こ
れ
ら

の
行
為

の
履
行

と
は
、
同
等

で
あ
り
、
等
価

に
均
衡
す
る
。
幹
部
組

織

の
上
層
部

は
、
誰

が
新

た
な
選
挙
人
名
簿

登
録

者
を
最
も
多
く
獲
得
す
る

か
、
あ
る

い
は
、
何
び

と
が
資
金
調
達

パ
ー
テ

ィ
ー

(帥
詮
巳
邑

。。醇
)
の
た
め
の
テ
ィ
ケ

ッ
ト
を
最
も
多
く
売
却
す
る

こ
と
が
で
ぎ

る
か
、

を
見
究

め
る
た
め
に
、
区

・
投
票
区

・
区
画
な
ど

の
委
員
会
委
員

の
間

に
お
け
る
競
争
を
督
励
す
る
。
因

み
に
、
今

日
、
年
間
約
二
〇
〇
万
ド

ル
が
、
党
活
動

の
た
め

に
、

こ
の
ナ

ッ
ソ
ー
郡

の
み
で
調
達
さ
れ
て
い
る

。
な
お
、

一
九
七
〇
年
代

の
初
頭
、
幹

部
組
織

は
、
組
織

の
活
動

資
金
と
し
て
、
年
間

一
〇
〇

万
ド

ル
以
上
を
集
積

し
て

い
た
。

こ
の
活
動
資
金

の
若
干
部

は
、
俸
給

の

一
%
以
上

を
組

織

に
還
元
す
る

こ
と
を

《勧
奨
さ
れ
て
い
た
》

(..魯
8
角
紹
Φ
兜
、)

一
万

七
〇
〇
〇
名
以
上

の
郡

・
郡
区

の
公
務
員

の
寄
附

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

二

九
七
一
一年

の

一
報
告
書

が
伝

え
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
共
和

党
郡
委
員

一
八
〇
〇
名

の
凡
そ
四
分

の
三
が
、
公
給

に
よ
る
任
命
職

の
占
有
者

で
あ
る
。
)
ま
た
、
別

の
若

干
部

は
、
郡

に
お
け

る
九
六

一
の
選
挙
区

の
各

々
の
た
め
に

四
〇
〇

ド

ル
を
捻

出
す

べ
き

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
幹
部
紅
織

に
お
け
る
中
間
指
導
者
層

の
拠
出
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
加
え
て
、
す
べ
て
の
幹
部
組
織
に
お
け
る
指
導

者

が
、

一
人
当

り
五
〇
〇

ド

ル
の
デ

ィ
ナ
ー
、

一
人
当
り

=

一五
ド

ル
の
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ

ィ
、
そ

し
て
、

一
人
当
り
同
じ
く

=

}五
ド

ル
の
J

・
M

.
マ
ー
ジ
オ

ッ

タ
招
待

の
ゴ

ル
フ

・
ト
ー
ナ

メ
ソ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
参
加
す
べ
き

こ
と
を
求

め
ら
れ
た
。

こ
う

し

た
売
り
上
げ
収
益
金

の

一
部
が
、

マ
ー
ジ
オ

ッ
タ
の
年
俸
三
万

ド

ル
と
運
転
手
付

の
キ

ャ
デ

ラ

ッ
ク
に
、
姿

を
変

え

た
の
で
あ
る
。
幹
部
組
織

の
も
う

一
つ
の
資
金
源

は
、
郡
区

・
郡
保
険
委
員
会

(酔o笥
雪

睾
店

8
暮
婁

一霧
霞
p。竃
①

8
日
ヨ
奮
ざ
霧
)

か
ら
幹
部
組
織

へ
の
リ
ベ
ー
ト
で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、

一
〇
年
以
上

に

わ

た

っ
て
六
八
万
五
〇
〇
〇
ド

ル
を
幹
部
組
織

に
献
上
し
、

マ
ー
ジ
オ

ッ
タ

を
監
獄

に
送
り

こ
み
、

一
九
八
三
年

に
、
遂

に
、
彼
を
失
却

の
淵
に
沈

め
た
、
古

い
慣

行

で
あ

る
。
も

と
よ
り
、
幹
部
組
織

に
、
問
題
が
絶
無

と
い
う
わ
け

で
は
な

い
。
げ

ん
に
、
幹
部
組
織
の
若
干

の
指
導
者

に
対

す

る
汚
職

の
容
疑
が
、
証
拠

に
よ

っ
て
立
証
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら

に
、
き
わ
め
て
多

く
の
情
実
人
事
職

に
対
す
る
幹

部
組
織
の
専
断
的
支
配
も
、
非
難
の
的

と
な

っ
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
幹

部
組
織
主
導

に
よ
る
選
挙

に
お
け
る
勝
利
の
連
続
的
継
起
が
、
明
る

い
光
芒
を
組
織

の
成
員

に
向
か

っ
て
放
射

し
、
組
織

に
新
鮮

な
活
力
を
注
ぎ

こ
み
、
組
織
を
躍
動
さ

せ
て
い
る
。
事
実
、
幹

部
組
織
は
、
そ
の
管
轄
地
域
内

に
お
け
る
郡

・
州
立
法
部

.
下
院

議
員
な
ど
の
公
職

の
大
多
数
を
常

に
確
保
す
る

こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
幹
部
組

織

は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出

の
上
院
議
員

の

一
人

で
あ
る

A

.
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ダ

マ
ト
ー

(〉
頃
0
5
望
Ψ
曳
〉
筥
四
枠O
)
を
、

一
九
八
〇

年

に
、
初
当
選

さ

せ
た
。
ダ

マ
ト
ー
上
院
議
員

は
、
そ
の
立
候
補
以
前
、

ナ

ッ
ソ
ー
郡
の

ヘ
ソ
プ

ス
テ

ッ
ド
郡
区

(誕
。目
陽
悼①
巴

8
嗣
鵠
ぼ
噂
)
の
執
政
官

(・。昌
寵
宅
ぎ

『)
で
あ

り
、
幹
部
組
織

に
お
け
る
最
高
指
導
者

で
あ

っ
た
。
保
守
的
な
共
和
党

上
院
議
員

A

・
ダ

マ
ト
ー
は
、

ナ

ッ
ソ
!
郡
政
党
幹
部
組
織

に
お
い
て
、
選
挙
区
奉
仕

の
政
治
様
式

(8
窃
陣ぎ

魯
2

器
同畿
8

宕
一三
。。・)

の
具
体
的
運
用
法

を
十
分

に
修
得
し
た
、
さ
ら
に
、
彼

は
、

か

つ
て

の
郡
区

に
お
け

る
政
治
的
体
験
を
感
光
板
と

し
て
、
上
院
議
貫

の
追
求
す

べ
ぎ
行
動
範

型
を
自
ら
造
形
し
、

こ
れ

に
し
た
が

い
、
自
己
が
代
弁
す
る
州
利
益

の

積
極
的
実

現
に
向
か

っ
て
、
献
身
的

に
行
動
し
た
。

こ
の
行
動

は
、
郡
区

に
お
け
る
彼

の
行
動
と
連
鎖
体
を
成

し
、
両
者

は
、
同
心
円

の
よ
う

に
共
通

の
原
核

を
有
す

る
。
そ
の
結
果
、

蝉
九
八
六
年

に
、
ダ

マ
ト
ー
上
院
議
員

は
、
「
一胴
ユ
ー

慕
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
」

に
よ
る
推
薦

を

含

め
て
、
地
、渡
り
的
大
勝
利

に
よ

っ
て
再
選

を
果

た
し

た
の
で
あ

る
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一ε

お

。
州

欝

醍

雪

8

閃
Φ
①
。。
噂.、
ぎ

奪

ミ

リ

b
ミ

§

富

、

舞

竈

。。
ト

マ

・。
ρ

餌
孟

..》
紳
い
婁

L

ピ
聾

寓
霞

接

噺。
「

ζ

爾
σq
§

蕊

・、層
冒

奪

ミ

・
さ

結

。。
u
竈

鉾

,
閏
9

匂
。
ゲ
ロ

8

罫

O
畠

8

p

、2

p
馨

戯

ρ

ρ

即

竃

・。臨
。

閃
摺

δ
莞

・
。・

0
8

器

閃
口
民

切
婦
甘

q

国

&

。・
・、.
言

奪

ミ

・

&

帖§

富

、

軌
覧

§

噂
寧

≧

"零

↓
。
旨

≦

器

。
p

..≧

弓

暑

輿

窪

冨

。
霞
昌
。

。
{
嶋
。
自

国
民

器

。・

ぎ

2
霧

磯
。
降

.m

z
婁

聲

、、
ぎ

O
§

鳶

婁

§

ミ

O
§

下

鷺
、
を

き

簿

嚢

ξ

卜

亀

(
》
薦

蕊
帖

嵩

矯
楓
§

y

薯

」
9

ω

∴

認

9
)
。

(
29
)

「
職
業
型
組
織

」
と
は
、
「物
質
的
刺
戟
体
系
を
動

因
と
す
る
政
党
幹
部
組
織
」

(誓
舞
Φ
「一自。=

零
魯

仲貯
①
唐
o
陣ぞ
象
巴

琶
一三
8
一
ヨ
帥
融
ぎ
①
)
で
あ

る
。
(拙
稿

『
ア
メ

リ
カ
一
一大
政
党

に
お
け
る
定
形

・
不
定
形
組
織
体
系

の
相
貌
-
多
層
性

と
双
極
性
ー
』
六

一
頁
参
照

)
「
職
業
型
組
織
」
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

.
前
掲
六

一
頁

-
八
八
頁
参
照
。

こ
の
よ
う
な
政
党
幹
部
組
織

は
、
郡
部

に
所
在
す

る
場
合
、
郡
庁
舎
同
盟

(8
琶

曙

8
農

ぎ
臣
Φ
曹

αq
)
と
呼

ば

れ

て

い
る
。

一
八
四
〇
年

か
ら

}
九

六
〇
年

に

至
る
ま
で
の

一
一
一〇
年
間

に
わ
た

っ
て
、
政
党
幹
部

組
織

と
郡
庁
舎
同
盟
は
、
政
党
政
治

を
支
配
し

て
き

た
。

こ
れ
ら

の
組
織

は
、
政
党
ボ

ス

(扇

著

げ
。
邑

と
呼

称
さ
れ
る
政
党
指
導
者

に
よ

っ
て
、
統
率

さ
れ

て

い
る
。
政
党
ボ

ス
は
、
正
規
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
な
い
う
え
、
他

の
領
域

に
進
出

し
そ

こ
に
お
け
る
社
会
経
済

階
梯

を
上
昇

し
得

る
機
会

に
も
恵

ま
れ
な
か

っ
た
故

に
、
政
治
の
分
野

に
身
を
投
じ
た
人

々
で
あ
る
。
政
党
ボ
ス
は
、
《
定
職

の
な

い
》

(ぎ

臣
。
。。幕

S

輩
・下
を

し

た
が
え
た
地
方
指
導
者

で
あ
る
。

こ
う
し
た
政
党
ボ

ス
は
、

一
つ
、

ま
た
は
、
そ
れ
以
上

の
投
票
区

を
統
制
下

に
麗
ぎ

、
彼
ら
と
同
様

の
他

の
ボ

ス
と
連
合
し
て
市
及

び
郡

の
委
員
会
を
統
轄
す
る
。

こ
れ
ら

の
政
党
ボ

ス
は
、
軍
隊

の
ご
と
き
厳
格
な
規
律

の
施
行

に
よ

っ
て
、
輩
下

の
言
動

を
規
制

し
た
と

い

っ
て
よ

い
。
そ
の
こ
と
は
、

ジ

ャ
ー
ジ
ー

(匂
①携
2
)
市
長

で
あ

っ
た
F

・
ヘ
ー
グ

(閃
冨
鼻

=
画讐
。
)

の

「私
が
唯

一
の
法
律
だ

」

(同
騨。白

匪
①
冨
項
)
、
テ

ネ

シ
ー
州

メ
ン
フ
ィ
ス

(ζ
①日
旨
旦
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↓
。毒

①
m紹
①
)
の
E

.
ク
ラ
ソ
プ

(国
昏
O
巨
目
℃
)

の

「
メ
ン
フ
ィ
ス
に
は
政
治
は
不
要

で
あ

る
」
つ
鞘
。
血
o
昌
.櫛
器
巴

窓
年
帥B

ご

寓
。
ヨ
冨
7
)
、
そ
れ

に
、

ル
イ
ジ
ア

ナ
州

の
H

.
軍
ソ
グ

(国
償
①圃
】UO
"
σq
)

の

「
こ
の
近

辺

で
憲
法
と

い
う
の
は
、
私

の
こ
と
だ
」

(團
餉唇

ひ
Φ

O
o
冨
葺
口
鉱
o
ロ

山
「o
暮

畠
げ
Φ
「ρ
)
な
ど
の
、
政
党
ボ

ス
の

言
葉

に
象
微
的

に
示
さ
れ
る

(即

戸

G。
8
算

鎚
巳

即

鮎

年

oげ
Φ
記
ご

ミ

、鳳
§

ミ

9

勝
腰

壽

ミ
鴇
き

ミ

笥
物
ミ

』
ミ
ミ
残§
噂
。
7
島
r
"
三

・。
ρ
)
。
政
党
幹
部
組
織

は
、
収
票
能
力
の
あ

る
投
票
区
活
動
家
と
投
票
区
委
員
長
と
を
擁

し
て
い
る
。
郡
部
で
は
、

こ
う
し

た
活
動
家
や
委
員
長

は
、
自
己
の
言
動

に
つ
ぎ
、
郡
指
導
者

に
対

し
て
、
直
接

に
責
任

を
負
う
。
都
市
部

で
は
、
地

区
な

い
し
区

(
こ
れ
ら
の
地
域

は
、
州
立
法
部
議

員

一
名
も
し
く
は
市
会
議
員

一
名

を
選
出
す

る

一
〇

な
い
し
三
〇

の
投
票
区
を
包
含
す

る
)

の
指
導
者
が
、
投
票
区
委
員
長
群
を
統
御
す
る
。

こ
の
よ
う
な
指
導
者
す

べ
て
と
投
票
区
委
員
長
全
体
が

一
つ
に
合

体

す

る

こ
と

に
よ

っ

て
、
都
市
型
政
党
幹
部
組
織
あ
る

い
は
郡
庁
舎
同

盟
が
、
構
成
さ
れ
る
。
彼

ら
は
、
《政
治

の
ゲ

ー

ム
》

(ひ
⑦
αqm
ヨ
①
駄

宮

一隷
8
)
と
同

じ
く
、
《
政
治
の
利
得
》

(ひ
。

㈹
巴
昌
節
o日

尉δ
瞑
瓢
自
)
に
対
し
て
も
、
重
大
な
関

心
を
寄

せ
る

(カ
ぽ
ぎ
匹

ζ
・
霊
o
鵠
層
》
ミ
ミ
脳ミ

暑
ぎ

、ミ
皆
防
黛
ミ
魁
O
ミ
笥ミ

ミ
鳴ミ
憾
竈
c。9

,
一8
)
。

右

に
述
べ
た
よ
う
な

「物
質
的
利
益
を
行
動
誘

因
と
す
る
旧
式

の
政
党
組
織
」
(臣
Φ
。
拝

目
器

膏

ξ

目
。
齢隙藁

a

唱伽
ξ

。同。q
自。
箒
冨

鉱
。
霧
)
(≦
自

篇。
日
罫

い
§

。貫

寒

馬
〉
ざ
幾
§

ミ
沁
ミ
魁§

ミ

臥
ミ
ミ
苛
§

き

ミ
鰍鼻

竈
鵯

噂
,
b。
ω
S
)
が
、
「職
業
型
組
織
」

で
あ
り
、

こ
の
組
織

に
所
属
す
る
政
治
家
が
、

「職
業
政
治
家
」
(鷲
。
暁Φ。。・

¢ざ
器
芭

(器
o
甘
目
窃

P

≦
囲一.。o
炉

§

雨
山
ミ
ミ
§
、

b
馬
ミ
ミ
、
ミ
鳩
竜
軌
や
)
あ
る

い
は

「
政
党
政

治
家
」
(℃
o
窪
§
碧
m)
(器
o
》
碧
o
ロ
芝
ま

袈
除
¥

寒

勘
恥§
鳶

据

ミ
誤
、
寒

さ

鴇
恥9

」ミ
ト
)

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

・今
日
に
お
け
る

「
職
業
型
組
織
」
の
機
能
様
態
を
略
記
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る

(もり
o
鵠
黒

帥
&

しロ
Φ。ぎ

o
,

。
搾
噛
b
,
c。
㎝1
り
一.)
。

シ
カ
ゴ
市
に
お
け
る
デ
イ
リ
ー
政
党
幹
部
組
織
の
ご
と
き
都
市
型
政
党
幹
部
組
織
の
存
立
は
、
そ
の
有
形
的

・
物
質
的
報
償
を
、
組
織
の
活
動
家
に
給
付
し
得
る
能
力

に
、
懸

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
報
償
の
な
か
で
、
最
も
視
覚
的
で
あ
る
の
が
、
情
実
人
事
職
で
あ
る
。
多
く
の
都
市
に
お
い
て
配
分
可
能
な
情
実
人
事
職
の
数
は
、
今

日
、
数
千

に
達
し
て
い
る
。
情
実
人
事
職

へ
の
任
命
を
通
し
て
、
幹
部
組
織
は
、
自
己
の
存
続

に
不
可
欠
で
あ
る
党
活
動
家
の
組
織
に
対
す
る
忠
誠
感
と
奉
仕
と
を
獲

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
党
活
動
家
の
奮
闘
は
、
地
方
政
党
組
織
を
運
営
す
る
活
力
に
加
え
、
彼
ら
自
身
の
票

は
も
と

よ
り
、
彼
ら
の
家
族

・
友

人

.
知
己
の
票
の
破
片
を
組
織
に
対
す
る
恒
常
的
な
支
持
票

へ
組
織
し
て
ゆ
く
生
命
力
を
も
、
創
出
す
る
。
ま
た
、
地
方
政
党
組
織
に
お
け
る
党
活
動
家
は
、
自
己
の

管
轄
区
内
の
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
民
が
直
面
す
る
煩
雑
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
挙
民
の
党
に
対
す
る
信
頼
と
忠
誠
感
情
と
を
、
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
諸
問
題
は
、
公
的
問
題
あ
る
い
は
政
府
関
連
問
題
の
み
で
は
な
く
、
失
業

・
少
年
非
行
の
ご
と
き
個
人
的
な
諸
問
題
で
あ
る
場
合
が
、
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
。

こ
れ
故
、
幹
部
組
織
と
そ
の
活
動
家
と
は
、
様
々
な
困
窮
者

に
対
す
る
適
切
な
社
会
福
祉
諸
機
関
の
紹
介
、
失
業
者

へ
の
就
職
の
斡
旋
、
地
方
に
お

け
る
商
工
業
者
に
対
し
て
は
公
共
事
業
契
約
の
仲
介
、
貧
窮
者
に
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
説
に
名
高
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
物
あ
る
い
は
石
炭
の
配
達
、
な
ど
を
通
し
て
、
こ

れ
ら
の
人
々
の
讃
仰
の
的
と
な
り
、
彼
ら
か
ら
、
政
治
的
謝
意
を
、
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
こ
う
し
て
、
情
実
人
事
職
に
任
命
さ
れ
た
党
活
動
家
は
、
選
挙
民
と
幹

部
組
織
の
双
方
に
流
通
す
る
通
貨
の
ご
と
き
存
在
と
し
て
、
双
方
を
結
合
す
る
媒
質
の
役
割
を
果
た
す
。

し
か
し
、
諸
種
の
公
職
と
、
そ
れ
が
造
出
す
る
忠
実
な
党
活
動
家
の
中
核
体
と
は
、
幹
部
組
織
が
保
有
す
る
資
源
の

一
つ
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
と
に
、
情
実
人
事
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職
数
が
減
少
し
、
給
与
水
準
の
低
い
市
公
職
が
、
人
々
に
対
す
る
訴
求
力
を
次
第
に
喪
失
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
今
目
的
状
況
の
下
で
は
、
こ
れ
ら
は
、
最
も
重
要
な
幹

部
組
織
の
資
源
で
は
、
と
う
て
い
、
あ
り
得
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
今
日
、
幹
部
組
織
に
は
、
生
存
維
持
の
た
め
の
重
要
な
資
源
と
し
て
、
通
常
、
次
の
三
者

が
存
在
す
る
。
第

一
は
、
地
方
政
府

に
よ
る
私
的
部
門
か
ら
の
財
貨
と
用
役
の
購
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
幹
部
組
織

に
対
す
る
政
治
的
支
持
と
交
換
さ
れ
る
。
市
の

財
政
資
金
を
保
管
す
る
銀
行
、
市
の
各
種
の
保
険
証
券
を
作
成
す
る
保
険
代
理
機
関
、
市
の
業
務
を
運
営
す
る
た
め
に
雇
傭
さ
れ
た
法
律
家
、
市
の
告
示
を
印
刷
す
る

新
聞
祉
、
市
の
洗
面
所
用
の
石
鹸
な
納
付
す
る
業
者
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
政
党
幹
部
組
織
活
動
の
網
の
目

の
な

か

に
織

り

こ
ま
れ
る
。
第
二
は
、
都
市
工
業
地

帯

・
住
宅
地
帯
な
ど
の
地
帯
制
決
定

(8
謙
貯
σq
儀
零
匿
o
諺
)
あ
る
い
は
公
共
薯
業
決
定

(騒
げ
腎

毛
o
穿
駒。
審
6叢
o
田
)
に
よ
る
私
的
部
門
に
お
け
る
経
済
的
諸
機
会
に

対
す
る
地
方
政
府
の
影
響
力
の
行
使
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
決
定
の
受
益
者
は
、
お
の
ず
と
政
治
指
導
者
に
対
す
る
謝
意
の
褻
明
と
い
う
債
務
を
、
意
識
す
る
に
至
る

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
債
務
は
、
選
挙
時
に
、
返
済
を
督
促
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
、
市
当
局
が
、
建
築
許
可
、
健
康
診
断
書
の
発
行
、
地
帯
制
認
可
な
ど
の
、

許
認
可
権
能
の
発
動
も
し
く
は
抑
制
を
通
し
て
、
市

に
お
け
る
多
く
の
経
済
活
動
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
付
与
の
代
償
と
し
て
の
政
治

的
支
持
の
抽
出
に
専
念
す
る
政
治
指
導
者
は
、
自
己
の
政
治
権
力
基
盤
を
堅
固
に
構
築
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
利
益
付
与
を
、
徹
底
的
に
活
用
す
る
。

右

に
述
べ
た
ご
と
き
重
要
な
資
源
の
最
近
に
お
け
る
活
用
例
と
し
て
、
分
権
化
さ
れ
た
幹
部
組
織
中
心
の
政
治
様
式
と
改
革
主
義
者
の
市
長
と
を
擁
す
る

昌
嵩
ー
ヨ

ー
ク
市
を
、
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
八
六
年

に
、
ブ

ロ
ン
ク
ス
区
民
主
党
委
員
長
と
二
名
の
胴;

ー
ヨ
ー
ク
市
前
幹
部
と
は
、
市
の
た
め
に
違
法

駐
車
罰
金
を
代
理
徴
収
す
る
業
務
を
請
負

っ
て
い
る

一
会
社
の
利
益
を
図
る
た
め
に
ク
イ
ー
ソ
ズ
区
長

(匪
。
O
器
窪

bd
母
8
αq
ぴ
℃
§

置
①
三
)
と
駐
車
場
管
理
局
次
長

(夢
Φ
匹
g
三
団
舞
Φ
6§

。
=
7
Φ
唱
・。匿

薦

げ霞
①
睾
)
が
当
該
会
社
か
ら
収
賄
し
た
事
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
(
ク
イ
ー
ン
ズ
区

長
は
、
当
該
事
件
に
連
座
し
た
後

に
、
自
殺
し
た
。
)
当
該
会
社
幹
部
は
、
数
度
に
わ

た
り
、
市
の
当
該
請
負
業
務
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
民
主
党

"
ボ
ス

遮
中
"
(.ぎ

馨

。。、.)
に
贈
賄
し
た
と
い
う
事
実
が
、
告
発
の
対
象
と
さ
れ
た
。
あ
る
場
合

に
は
、
五
〇
〇
万
ド
ル
の
請
負
業
務

に
つ
い
て
、
そ
の

一
〇
%
に
相
当
す
る

五
〇
万
ド
ル
が

"
手
数
料
"
(..8
匿
凱
鼠
8
、.)
と
し
て
、
こ
う
し
た

"
ボ
ス
連
中
"
に
手
渡

さ
れ
た
。
こ
う
し
た

"
ボ
ス
連
中
"
は
、
次
い
で
、
重
要
な
公
職
を
占

有
し
て
い
る
情
実
人
事
職
の
被
任
命
者
に
対
し
て
、
当
該
会
社
が
数
百
万
ド
ル
の
請
負
契
約
を
市
と
締
結
し
得
る
よ
う
に
、
贈
賄
し
た
。
当
該
会
社
は
、
新
た
な
収
入

源
を
開
発
し
つ
つ
あ
る
全
国
に
お
け
る
自
治
体
を
援
助
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
事
業
の
繁
栄
を
招
い
た
、
大
手
の
国
防
予
算
の
受
注
業
者
の
子
会
社
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
不
正
事
実
は
、
高
利
潤
の
政
府
契
約
を
請
け
負
わ
せ
る
権
力
が
、
公
職
占
有
老
と
当
該
契
約
の
受
益
者
の
双
方
に
有
利
と
な
る
よ
う
に
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
行

使
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
実
態
を
示
す
好
個
の
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
権
力
行
使
の
結
果
、
当
該
会
社
と
そ
の
幹
部
が
、
市
当
局
に
お
け
る
政
党
支
配
の
変
更
を
強
力

に
主
張
す
る
こ
と
を
著
し
く
園
難
に
す
る
、
い
わ
ば
、
彼
ら
の
持
定
政
党
組
織

へ
の
拘
束
的
な
依
存
状
態
が
、
お
の
ず
と
造
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
自
己
の
業
務
が
政

府
と
の
契
約
に
依
拠
し
て
い
る
人

々
の
間
に
お
け
る
現
職
の
公
職
占
有
者
に
対
す
る
支
持
の
根
源
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
政
党
幹
部
組
織
の
維
持
に
、
有
形
的

・
物
質
的
利
益
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
に
せ
よ
、
有
形
的

・
物
質
的
報
償
の
給
付
の
み
で
は
、
幹
部
組
織
の
生
存

は
、
保
障
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
幹
部
組
織
に
お
け
る
有
形
的

・
物
質
的
利
益
の
蓄
積
量
だ
け
で
は
、
厳
密
に

《
代
償
》
(名
達

只
。
幽
ぎ
)
墓
準
に
し
た
が

う
て
組
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織

に
忠
誠
を
捧
げ

る
冷
徹

で
打
算
的
な
選
挙
民

の
要
望

に
応
え
る
た
め
に
は
、
必
ら
ず

し
も
十
分

と

は
い
い
難

い
。
そ

こ
で
、
典
型
的
な
幹
部
組
織
は
、
有
形
的

・
物

質
的
利
益
の
受
給
者

で
あ
る
組
織

の
会
合

へ
の
出
席
者
を
、
組
織

に
忠
実
な
選

挙
民

の
み
に
厳
密

に
限
局
し
、

さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
有
形
的

・
物
質
的
利
益

の
享
受

者
を
基
盤

と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

こ
れ

を
越
え
て
、
個
人
的

・
人
種
的
忠
誠
心

に
依
存
す

る
、

よ
り
広
範
な
支
持
を

一
般

に
誘
起
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ

う

し
た
状
況

の
収
拾
を
試

み
る
。

こ
れ
故
、
政
党

幹
部
組
織
が
自
ら

に
対
す
る
支
持

の
山
脈

を
築
き

あ
げ

た
根
底

に
は
、
こ
う
し
た
個
人
的

・
人
種
的
忠
誠
感

に
基
づ

く
組
織

に
対
す
る
強
力
な
支
持
基
層
が
、
幾
重

に
も
、
拡

が

っ
て

い
る
。
従

っ
て
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党
幹
部
組
織

の
栄
情
盛
衰

と
、
諸
都
市

に
お
け
る
人
種
団

体

の
忠
誠
感

の
変
容
と

は
、
恰
も

}
本

の
線
を
引

く

よ
う

に
区
別
す
る

こ
と
が
、
至
難

で
あ
り
、
比

喩
を
用

い
る
な
ら
ば
、

双
方
は
、

一
体

と
な

っ
て
、
不
定
形

の
連

続
態
を
成
す

マ
グ

マ
状
を
呈
し
て
い
る
。
都
市
型

政
党
幹
部
組
織

は
、

こ
う
し
て
、

ア
メ
リ
カ
政
治

へ
の
人
種
団
体

の
統
合
化
と
成
功
の
た
め
の
装
跨

の
機
能
を
果

た

し
て
き
た
。
従

っ
て
、
地
域

の
人

々
の
視
野
が
、
外

の
世
界

に
向

っ
て
、
遠
心
的

・
拡
散
的

に
開
か

れ
て
い
る
広
角
的
な
開
放
的
視
圏
が
、
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
あ
る
い
は
、
通
常
、
短
期
的

に
で
は
あ
る

に
せ
よ
、
幹
部
組
織
が
、
互

い
に
拮
抗
す
る
人
種
諸
団
体

の
熱
望
を
充
足
し
得
な
い
と

こ
ろ
で
は
、
都
市
型
政
党
幹
部

組
織

は
、
衰
退

せ
ざ
る
を
得

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
古
典
的
な
都
市
型
政
党
幹
部
組

織

は
、
常

に
、

一
部
選
挙
組
織
、
一
部

《
非
公
式

政
府
》

(..団ミ
。§

巴

αq
。
〈
Φヨ
露

鼻
.、)、
U
部
社
会
福
祉
機
関

で

あ

き
ざ
は
し

り
、
そ
し
て
、

一
部
、
社
会
経
済
的
階
梯

を
上
昇

す
る
た
め
の
階

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と

は
、
か

つ
て
、

デ

ィ
リ
ー
シ
カ
ゴ
市
長
が
、

「
政
党
幹
部
組
織

は
、
普
通

の

人

々
に
、
出
世

の
機
会
を
与

え
て
く
れ
る
。
も
し
幹
部
組
織

が

こ
の
世

に
存
在

し
な
か

っ
た
と
し
た

ら
、
私

は
、
市
長
に
は
、
と
う
て
い
、
な
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

富

め
る
連
中

は
、
そ
の
資

金

に
任

せ
て
、
常

に
選

挙

に
勝

つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な
人

間

は
、

つ
ま
り
、
普
通
の
人
間
は
、
政
党
幹
部
組
織

を
必
要

と
す

る
。
も
し
幹
部
組
織
が
存

在
し
な

い
と
し
た
ら
、
富

め
る
者
の
み
が
、
選
挙

に
よ

っ
て
、

公
職

を
手

に
入
れ

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
、

と
述
べ
た
言
葉

に
、

覗
わ

れ

よ
う

(罫

図
。
圃
ぎ
・
切
§

、
β

警

ら

。。
艀
即

客

霧

量

』
ミ
ミ
苛
§

き

ミ

旨

貸
ミ

o
§

ミ

ミ
§
ひ

。や
鼻

ゆ
三

鳶

囲
跳
器
碁

メ
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δ
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寧

野
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ξ

O
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ξ
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器
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器
§
豊

く
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℃
。
豪
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σq国
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房
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孚

冨
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貯

国
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訂
壽

自

鋤己

唱
Φ§

即

ζ
Φ邑

(①F
)
"

ミ
隷
§

建

ミ

8

隷

き

肉
ぎ
恥
武
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ム
ミ

ミ

駐
"ミ

O
ミ
貸
ミ
Nミ
鳶
蕊
噂
這
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娼
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ミ
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㊤
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)。
政
党
幹
部
組
織
は
、
少
な

か
ら

ぬ
程
度
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
衆
政
党

(目
山。。肋
コ
Φ箏

冨
崩
ぼ
唱
寅

ぐ
)
の
地
方
組
織

に
類

似
し
て

い
る
。

け
れ
ど
も
、
両
者

の
間

に
は
、
載
然
た
る
差
異
も

ま
た
、
存
在
す

る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党
幹
部
組
織

に
は
、

厳
格
な
党
員
資
格
要
件

は
規
定
さ
れ
て

い
な

い
し
、
政
策

・
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
体
系

に
対
す
る
関
心
も
、

い
た

っ
て
稀
薄

で
あ

り
、

皆
無

に
等

し

い
。

〔
ア
メ
リ
カ
ニ
大

政
党

に
お
け

る
党
員
資
格

と
政
策

.
イ
デ

オ

悌
ギ

i
体
系

へ
の
関

心
度

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
二
大
政
党
制

の
特
質
』

二
六
頁
-
八

一
頁

参

照
。〕
す
な
わ
ち
、
幹
部
組
織

の
関
心
は
、
自
己

の
管
轄
区
内

に
お
け
る
選
挙
民

の
最

も

差

し
迫

っ
た
必
要
性
と
い
う
中
枢

に
向

っ
て
結
集
す
る
。

こ
の
こ
と
が

、

ほ
ぼ
完
全

に
、
幹
部
組
織

の
視
野
を
、
自

己
の
管
轄

区
内

に
限
定

し
、
組
織
を
越
え
る
政
治
的
世
界

に
輩
出
す
る
係
争
問
題

や
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系
を
、
そ

の

視
野
か
ら
駆
逐
す
る
よ
う

に
作
動
す
る
。
幹
部
組

織
は
、
市
が
直
面
す
る
諸
問
題

に
、
も

っ
ぱ
ら
地
方
的
視
角

か
ら
関
心
を
有
す

る
に
す
ぎ
ず
、
従

っ
て
、
幹
部
組
織

中
心
の
政
治
様
式

は
、
全
国
政
治

を
揺
が
す
係
争

問
題

か
ら
、
ほ
と

ん
ど
完
全

に
絶

縁
さ
れ
た
状
況

の
下

に
あ
る
。
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も
と
よ
り
、
政
党
幹
部
組
織
を
、
都
市
に
特
有
の
存
在
と
い
う
位
相
で
捉
え
る
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
。
確
か
に
、
政
党
幹
部
組
織
の
発
達
を
促
進
す
る
諸
条
件

は
、
と
り
わ
け
、
短
期
的
な
物
質
的
必
要
性
の
充
足
を
希
求
す
る
巨
大
な
局
地
志
向
人
口
の
沃
野
が
、
都
市
環
境
の
裾
野
に
拡
が

っ
て
い
る
。
だ
が
、
南
部
に
お
け
る

小
規
模
の
郡
区
あ
る
い
は

歪

業
支
配
下
の
郡
区
の
よ
う
な
、
聖

の
強
力
な
経
済
利
益
に
よ
っ
て
統
御
さ
れ
る
地
域
も
、
往

乏

し
て
・
政
党
幹
部
組
織
を
造
出
す

る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
幹
部
組
織
の
統
制
権
力
は
、
最
も
有
効
な
都
市
型
政
党
幹
部
組
織
の
特
徴
で
あ
る
裸
形
の
権
力
、
物
質
的
利
益
、
そ
し

て
、
象
徴
的
な
忠
誠
感
の
絶
妙
な
結
合
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
抑
圧
を
通
路
と
し
て
行
使
さ
れ
る
の
が
、

一
般
で
あ
る
。
従

っ
て
、
統
制
権
力
の
行
使
態
様
に
視

線
を
限
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
郡
部
地
域
の
幹
部
組
織
を
、
都
市
型
政
党
幹
部
組
織
と
の
類
同
性
と
い
う
枠
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。

郡
部
地
域

に
お
け
る
政
党
幹
部
組
織

の
典
型
と
し

て
、
一
署

が
、
存
在
す
る
。

ル
イ
ジ

ア
ナ
川

Z

了

ζ

イ
ン
ズ
郡

(雷

ぬ
謹

騒

勺
碧
昇

日
。
揖
諄

瓢
9.)

に

お
け
る
ペ
ア
ー
ズ
政
党
幹
部
組
織

(鳴
Φ「Φ
国
目
蓉
霞
零
)
と

テ
キ
サ
ス
州
デ

ュ
ヴ

ァ
ル
郡

(穿

4
巴

O
。
仁
鼻
ざ

↓
①
臣
。。)

の
パ
ー
政
党
幹
部
組
織

(穿

日
碧
露
器
)
が
・

.
」
れ

に

当

る

(。,
§

;

民

澤

。
げ
¢
軽

噂
8

,
鼻

鴇
亭

§

島

も。
騨)
。

ま
ず

、
ペ
ア
ー
ズ
政
党
幹
部
組
織
か
ら
簡
単

に
叙

述
し
て
ゆ
き

た
い

θ
函
・
ζ
曙
冨
ヨ

。
㍗

昌

二

署
』
零
山
O
。。.)
。

.フ
騨フ
ー
ζ

イ
ン
ズ
郡
は
、
幅
九
二
〇
無

か
ら

一
九
八
〇
年
代
初
期

塁

る
ま
で
、
ぺ
了

ズ
家

〔
死
去
の
時
点
で
あ
る

充

六
九
年
ま
で
は
リ
ア
ン
ギ

(霊

..
α
.
.)
、
そ
れ
以
降
、
彼
の
子
魯

の
支
配
を
馨

と
す
る
強
力
姦

治
霧

を
構
成
し
て
い
た
。
・Z
了

ζ

イ
ン
ズ
郡
に
お
け
る
公
職
候
讐

の
定
立
と
璽

人

購
職
の
配
分
に
関
す
る
リ
ア
ン
。窒

.
ペ
ア
支

の
統
制
力
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
選
挙
区
に
お
い
て
人
々
が
想
像
し
得
る
よ
う
な
・
ほ
ぼ
絶
対
の
極
致

に
あ

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
彼
は
、
小
規
模
で
あ
る
が
難
攻
不
落
の
自
己
の
本
拠
地
を
活
用
し
、
州
政
治
な
ら
び
に
全
国
政
治
の
圏
域
に
、
自
ら
の
個
人
的
影
響
力
の
磁
力
を
波
及

さ
せ
、
そ
.』
に
幹
部
組
織
の
叢

を
拡
張
さ
せ
る
.」
と
に
成
功
し
た

(翼

竃
・量

ヨ

β

・ξ

,
§

紹
蚤

Φ
こ

§

.・。
塁

隠
§
ミ

詮
ミ

も

§

ミ

§

h
ざ
旨
鼻

」ミ
8

"℃
・=
り
1
憲
O
●
酵

り
ー
這
噛
冨
矯
一9
)
。

.フ
一フ
ー
ζ

イ

ン
ズ
郡
に
お
け
る
ペ
ァ
支

政
党

幹
部
組
織

の
具
体
的
な
機
能
状
況
も
列
記
的

に
あ
げ

る
な
ら
ば
、

}
九
五
〇
年
代
及
び

一
九
六
〇
年
代

の
プ

ラ
聾

ク
マ
イ
ン
ズ
郡
に
お
け
る
公
職
候
補
者
の
指
名
幹
部
ム試
議

(§

・邑

の
状
況
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

(ε

§

.・ー

三

烹

隅『
'
三

8
・
舅

ζ
喜

貫

。
や

O
#

召

"
・
一
〇
り
.
)
o

「時

に
は
、
八
〇
〇
名
の
人

々
が
、
顔
を
揃
え

た
。
屡

々
、
ヅ
ラ

ス
バ

ソ
ド
が
、
演
奏
を
繰

り
拡

げ

、
参
加
者
は
・
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
・

ビ
ー
ル
・

そ
し
て
・

ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
な
ど
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
リ
ァ
ン
ダ
裁

判
官
は
、
郡
公
職
候
補
者

へ
の
被
指
名
者
が
誰
で
あ
る
か
を

"
灰
め
か
す
"
(・ぎ
。Q
αq
Φ¢凝

・)
演

説
を
行
な
う
。
.」
う
し
た
推
挙
は
、
た
だ
ち
に
、
契

口
的
な
幹
部
会
議
に
よ
っ
て
、
冒

的
に
賛
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
公
職
候
薯

へ
の
被
指
薯

の
推
挙
は
・
下

位
の
区
幹
部
会
議

に
拡
散
的
に
伝
達
さ
れ
て
ゆ
く
。
ペ
ア
支

は
、
言

し
た
小
規
模
の
幹
部
会
議
の
そ
れ
ぞ
れ
垢

席
し
窺

す
る
・
そ
の
後
・
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
部

会
議
は
、
彼
の

《
お
手
盛
り
候
補
者
》
(密
民
旨

犀
a

8
民
幽量

窃
)
を
承
認
す
る
」
。
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プ

ラ
ー
ク

マ
イ
ソ
ズ
郡

の
選
挙
当

日
に
お
け

る
投
票

は
、
投
票
者

の
自
由

な
意
思
に
基
づ
ぎ
遂
行

さ
れ
る
。
し
か
し
、
投
票

の
買
収
も
、
決

し
て
皆
無

で
は
な

い
。

一
九
六
五
年

に
、
リ
ア
ー
ズ

・
ペ
ア
ー
ズ

は
、

一
票

の
価
格

に
つ
い
て
、

上
院

の

一
委
員
会

に
対
し

、

次

の
よ
う

に
陳

述
し
て
い
る

(ρ

一
①缶旨
。。。。
ロ
昌
。
・
。
や

。霊
・

冒
」
O
。。.
O
菊
.
竃
⇔
善
睾

燭
ε
.
。…f

や
一
〇G。・)
。

「事
実

、

一
票

の
価
格
は
、
不
動

の
も

の
と
し
て
確
立
さ
れ

て
い
た
た
め
に
、

一
票
価
格

一
〇
ド

ル
の
投
票
者
と

一
票
価
格
五
ド

ル
の
投
票

者
は
、

投
票

場

に
送
ら

れ
る
際

に
、

一
票
価
格
ニ
ド

ル
の
投
票
者

と
同

じ
自

動
車

に
断
じ

て
同
席

し
な

い
と
い
う

こ
と
を
、
彼

ら
は
、
相
互

に
、
認

め
合

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
威
信

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、

一
〇

ド

ル
投
票
者

は
、
ニ
ド

ル
投
票
者
と
同

一
自

動
車

に
同
席
す

る
こ
と
を
、
断
固

と
し
て
拒
絶

し
た
の
で
あ
る
」。

ペ
ア
ー
ズ
幹
部
組
織

の
影
響
力

は
、
隣
接
す
る
セ

イ
ン
ト

・
バ

ー
ナ
ー
ド
郡

(ω
,
切
Φ讐
ロ註
)

に
ま
で
及
び
、

ペ
ア
ー
ズ
派

と
当
該
郡

に
お
け

る
様

々
な
派
閥

と
の

間

に
、
十
年
の
長
期

に
わ
た
る
公
職
候
補
者
定
立
を

め
ぐ

る
争
闘

を
展
開
し
た
。
双
方

は
、
自
己
の
磁
力

が
固
有

の
磁
場
を
越
え
る
地
点

で
互

い
に
領
略
し
合

い
、
民

主
党
州
知
事
あ
る
い
は
民
主
党
知
事
候
補
と
、
そ
れ

ぞ
れ
、
同
盟
を
結
ぶ
と

い
う
の
が
、
闘
争

の
常

態

で
あ

っ
た
。

一
九
七
六
年

に
、
プ

ラ
ー
ク

マ
イ

ン
ズ
郡

に
お
け

る
。ヘ
ア
ー
ズ

幹
部
組
織

と
セ
イ
ソ
ト

・
バ

ー
ナ
1
ド
郡
を
支
配
す
る
F

.
J

.
ラ
ウ
リ
ー

(男

智
。犀

国
o
乱
畠
)

幹
部
組
織
と
は
、
下
院
議
員
候
補
者

を
選
定
す
る
民

主
党
予
備
選
挙

に
お
い
て
、
互

い
に
、
対
立
候
補

を
擁
立
し
、
鏑
を
削

っ
た
。

こ
の
予
備
選
挙

の
主
目
的
は
、
引
退

を
表
明

し
た
F

・
E

・
ヘ
バ

ー
ト

(,

臣

類
彗
"
豪

げ
霞

)
下
院
議
員

の
後

継
者
を
選
出
す
る

こ
と

に
あ

っ
た
。

こ
の
予
備
選
挙

に
お
い
て
、

ペ
ア
ー
ズ
幹
部
組
織
の

公
認
候
補
J

・
A

・
モ

ロ
ー

(甘
ヨ
窃

}

ζ
。
話
壁

)

は
、
対
立
候
補

R

・
A

・
ト

ソ
リ
ー

臼
ぽ
冨
a

鋭

↓
。
旨
q
)

に
対
し
て
、
五
五
〇
九
票
対
五
九
七
票

の
大
差

で
、
勝
利
を
手
中
に
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
戦

の
硝

煙
が
収

ま

っ
た
と
き

、
明
白
な
勝
利
者
は
、
選

挙
違
反

--
不
正
投
票

の
廉

に
よ
り
、
禁
固
刑

に
服
し
て
い
た
。
そ

の
結
果

、
下
院
議
員

の
地
位

は
、
共
和
党

に
奪
取
さ

れ
た
の
で
あ
る

(
セ
ソ
ト

・
バ

ー

ナ
ー
ド

政
党

幹
部
組
織

に

つ

い
て

は
、

以
下
参
照
。
曾
。
匡
ロ

瓢
β
Φ
ざ

.、囲旨

笛

ピ
。
巳

。。置
器

守

「
謬

噛
6。
げ
輿
一中

口
窃

℃
。
幕

H
。。
O
葺

。
=

ぽ

O
凱

一・
母
劉

、
一
・

き

鳶

曾

こ

ミ

智

ミ

ミ

ト

さ

杷

b
.
N
ミ

。。
・
寧

乞

ε

。

一
九

七

九

年

に
、

ペ

ア

ー

ズ

の

二

人

の

子

息

で

あ

る

チ

ャ

ー

リ

ソ

(O
冨

響

)
と

リ

ア

ン
ダ

ー

二

世

(
U
霧
民

①
5

旨

・
)

と

は
、

ペ

ア

ー
ズ

家

の
遺

産

を

蕩

尽

す

る

よ

う

な

公

然

た

る

不

和

に

陥

い

っ
た

(
。・
8

Z
Φ
臨

鍔

輿

自
。
拝

..司
①
民

口d
Φ
§

①
①
ロ

甘

詠

①

ピ
①
聲

α
魯

℃
興

震
.。。
ω
o
屋

↓
冨

8

9
器

↓
げ
①
躍

鵠
。
缶

o
コ

い
。
`
凶。。
一9。
鵠
餌

勺
帥
『
団。・
ダ

.、

ぎ

き

、N
⑦
ミ

ミ

智

ミ

§

ト

奪

・
馬

錦

竈

。。
9

監

。。
・

u
。
軽

島

ζ

鋤
・
仲
一p

、.≧

§

訂

ぎ

雲

〉
σ・
珍

鴇

勺
Φ
蕾

℃
。
臣

6
巴

穿

旨

¢

一ロ

ピ
。
嵩
一・。剛暫
昌
・。
・.、
一ロ

冬

ミ

奪

神

寄

ミ
歩

,
§

量

N
卜

遣

。。
ト

掌

〉
一
ρ
)
。

こ

の

た

め

、

ペ

ア

ー
ズ

政

党

幹

部

組

織

は

、

崩

壊

の
危

機

に
見

舞

わ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

。

げ

ん

に
、

一
九

八

三

年

、

五
〇
名
以
上
の
候
補
者
が
、
プ

ラ

ー
ク

マ
イ
ン
ズ

郡
議

会

(塩
「
討
ゲ

8
ロ
コ
色
)

の
七
議
席

の
獲
得
を

め
ぐ

っ
て
熾
烈
な
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

プ

ラ

ー

ク

マ
イ
ソ
ズ
郡

に
お
け
る
政
治
的
伝
統
の
水
脈

の
枯
渇
を
意
味
す
る
。
「
ペ
ア
!
ズ
裁
判
官
が
、

統

治
委
員
会
形
式

の
郡
議
会

(ひ
①

。。
ヨ
邑

。。。。一。
ロ
。
。口
口
。一一
{。
.ヨ

。
{
σq
。〈
o旨
ヨ
Φ
韓
)
を
形
成
し
て
以
来
、
二
十

一
年

も

の
間
、
彼
も
し
く
は
彼

の
子
息

の
チ

ャ
ー
リ

ン
は
、

当
該
委
員
会

に
お
け
る
他

の
四
名

の
委
員
を
、
自
由

に
選

定
す
る

こ
と
が
、
可
能
で
あ

っ
た
。

ペ
ア
ー
ズ
父

子
の
言
動
が
反
対

に
遭
逼

す
る
こ
と
は
絶
無

で
あ

っ
た
た
め
、
そ
も

そ
も
、
選
挙
は
存
在
し
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
」

(≦

①
巳

Φ
臣

閃
睾

7

冒

曽
.、里

¢
。
ユ
。
コ

ω
噌

山
尻

国
民

。
{

o
Φ
冨

厚

富

も・
ぎ

、、

貯

冬

ミ

さ

暮

類

ミ

き

鳶

ミ

ミ

同

、
N
・

電

。。
辞

ヤ
。。
・。
・

9

即

ζ
伽
菩

。
～

。
や

。
ぎ
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 四

唱」
O
Q。.)
。

な
お
、
ペ
ア
ー
ズ
政
党
幹
部
組
織

は
、
石
油
企
業

と
い
う
豊
か
な
温
床

か
ら
収
穫
さ
れ
る
果
実

11
手

数
料

を
基
金
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
た
。
「
リ
ア
ソ
ダ

ー

・
ペ
ア

ー
ズ
裁
判
官
は
、

一
九

三
〇
年
代

に
、
大
手

の
石

油
企
業
数
社

に
よ

っ
て
ボ
ー
リ

ソ
グ
さ
れ
た
地
方

段
階

に
お
け

る
公
有
地

の
鉱
区
使
用
料
を
利
権
と
し
て
取
得

し
て

い

た

。

ま

さ

し

く

過

去

十

一
年

も

の
問

に
、

プ

ラ

!

ク

マ
イ

ン
ズ

郡

委

員

長

(
還

疑

Φ
簿

9

℃
且

屋

巳

コ
Φ
。・
℃
践

跡

)
」

・
ペ

ト

ロ
ヴ

ィ

ッ
チ

(
ピ
葵

Φ

「
①
耳
o
鼠
跨

)
が

一
九
八
四
年

に
概
算
し
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

ペ

ア
!
ズ
裁
判
官
の
相
続
人

は
、

ガ

ル
フ
石
油
社

〔〔り
謂
一{
(ハ∪
幽一
(
り◎
二
γ
)
〕

一
社

の
み
か
ら
一
=

○
○
万
ド

ル
の
鉱
区

ら

ぜ

使
用
料
を
徴
集

し
て

い
た
。

}
九
七
五
年

に
、
ガ

ル
フ
石
油
社

は
、
証
券
取

引
委
員
会

(簿
Φ
ω
窪

蚤

…窃

。。乱

穿

6
冨
5
。q
・
9

ヨ
巳
鼠
自

)

に
提

出
し
た
報
告
書

の
な

か
で
、
当
該
会
社
の
代
表
の

　
人
が
、
数
年
間

に
わ
た
り
、
ペ
ア
!
ズ
裁
判
官

に
、
鉱
区
使
用
料
と

は
別

に
、
現
金
五
万
ド

ル
を
供
与
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
明

ら
か
に
し
て

い
る
」

(。。Φ①
目
ぴ
o
隠
舘

℃
象
臥
冨
σq
Φ
ぴ
匂
ぎ

9。
コ
匹
O
㊦
o
彊
①
O
①
砂鷲
げ
o
朝
場
.、O
出
.。。
ピ
①
αq
山o≦

ぎ

U
o
ロ
匿
弩
評

切
一伽q
O
出

厨

O
o
高

ミ
剛爵

O
田
o芭
。ゆ
〉
民

瀬
嵩
①慶

闘

ζ

艮

岳

㌍
噸埴
冒

蕃

た

憩

隷

ミ

智

ミ

蕊
ミ

w
O
q
な
富

、

い
b。
曽
、
鵠

斜

㌘
N
9

炉

即

ζ

碧

げ
①
ぎ

o
や

o
曲
～

,

毬

丼

)
。

こ

う

し

た

豊

冨

な

資

金

は

、

プ

ラ

ー

ク

マ
イ

ソ
ズ

郡

に
、

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸

の
首
長
国

(¢o
℃
①同p弓陶帥
瓢
(甲質
一{
匹
F①
一犀
岱
O
ヨ
)
と
ほ
ぼ
同
程
度

の
福
祉
国
家

の
状
態
を
現
出
さ
せ
る
た
め
に
、
幹
部
組
織

に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
た
。

次

に
、

テ
キ

サ

ス
州

の

パ

ー
政
党
幹
部
組
織

に
移
る
な
ら
ば
、
パ
!
政
党
幹
部
組
織

は
、

一
九

一
〇
年
頃

に
、
A

・
パ
ー

(〉
羅
げ
臼

勺
臼

)

に
よ

っ
て
、

メ
キ

シ

コ
系

ア
メ
リ
カ
人
を
選
挙
支
持
基
盤

と
し
て
構
築

さ
れ
、
彼

の
子
息

G

・
パ
ー

(0
8
Nσq①

℃
霞

)

が
所
得
税

の
脱
税

に

つ
き

有
罪

と

決
定

さ

れ

た
。

一
九

七
〇

年
代
中
葉

に
至
る
ま
で
、

デ

ュ
ヴ

ァ

ル
郡

(O
塁

巴

O
。
巨

巳

を
支
配

し

た
。

パ
ー
家
は
、

ま

た
、

屡

々
、

デ

篠
ヴ

ァ

ル

郡

に
加

え
て
、
近
接
の
ザ

ー
バ

タ
郡

(N
巷
p欝

O
。β
三
望
)
な
ら
び

に
ジ

ム
ゥ

エ
ル
ズ
郡

(旨
旨
笥

①諄

O
o
賃
三
鳩
)
を
も
、
自
己
の
勢
力
範

囲
に
編

入
し
た
。
パ
ー
家

は
、

一
九
四
〇
年
代

に
、

L

.
B

・
ジ

ョ
ン
ソ

ン

(ξ

巳
。
昌

即

甘
冨

。。。
口
)

の
上
院
議

員

へ
の
当
選

を
推
し
進

め
る
駆
動
力

の
役
割
を
果

た
し
た
。

一
九

四
八
年
の
総
選

挙

に
お
い
て
、
ジ

翼
ソ
ソ
ン
が
、

対
立
候
補

に
八
七
票

の
僅
差

で
、
上
院
議
員

の
議

席
を
獲
得

し
た
と
き
、
デ

ェ
ヴ

ァ
ル
郡

は
、
ジ

ョ
ソ
ソ
ン
を
、
四
六
ニ
ニ
票
対
四
〇
票

の
圧
倒
的
多
数

で
、
支
持
し

た
。

V

・
0

・
キ
ー

(<
暫
察

臼
露

◎
旨

巳

国
曙

)

の
研
究

に
よ
れ
ば
、

一
九

二
四
年

か
ら

一
九
四

八
年

に
至
る
ま
で
の
デ

轟
ヴ

ァ
ル
郡
の
ほ
と

ん
ど
す
ぺ
て
の
選
挙

に
お
い
て
、
第

一
位
候
補

(臣
。

奮

蝕
謁

9
脚
無
恥
韓
。
)

は
、
デ

ュ
ヴ

ァ
ル
郡

に
お
け
る
投
票

の
九

〇
%
以
上
の
吸
引

に
成
功
し
て

い
る
。
郡
部
型
政
党
幹
部
組
織

に

関
す

る
キ
ー
の
も
う

一
つ
の
重
要
な
指
摘
は
、

一
候

補
者
か
ら
別

の
候
補
者

へ
と
、

恰
も
プ

ラ
ス
が

マ
イ
ナ
ス
に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
継
続
的

な

選
挙

(畏
。-

8
蹴
く
①

魯

a

o
冨
)
に
お
け
る
候
補
者

に
対
す

る
支
持
形
態

の

一
八
〇
度

の
逆
転
の
頻
発

で
あ
る
。

例
え
ば
、
デ

昌
ヴ

ァ
ル
郡

で
は
、

一
九
三
四
年

に
、
あ
る
州
知
事

候
補

は
、
郡
投
票
の
実

に
九

七
%
に
達

す
る
圧
倒
的

な
支
持
を
受
け

た
。
し
か
し
、

一
九

三
六
年

に

は
、

こ
の
候
補
者

が
、
同
じ
く
州
知
事
選
挙

に
立
候
補
し

た
際
、

彼

は
、
郡
投
票
の
蜷

か

一
・
三
%

の
支
持
を
調
達

し
得

た
に
す
ぎ
な
か

っ
た

(<
.ρ

閑
①
ざ

留

ミ
富

ミ

ミ

ミ
嘗

噂
」詮
鈎

噂
や
N
虞
占
鍔

)
。

　

デ

ュ
ヴ

ァ
ル
郡

に
お
け

る
こ
う
し
た
選
挙
の
現

実

の
内
部
構
造
を
解
剖
す
る
な
ら
ば

、
そ

こ
に
は
、
幹
部
組
織

に
よ
る
大
胆
な
開
票
作
業

の
操
作
の
搬
痕
が
、
瞭

然

と
認

め
ら
れ
る
と

い

っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

G

㌔
ハ
L
は
、

一
九

四
八
年

に
お
け
る
上
院
予
備
選

挙

の
結
果
を

L

・
B

・
ジ

課
ソ
ソ
ン
に
有
利
な
方
向

に
導
く
た
め

へ

べ

に
、
投
票

の
偽
造

に
踏

み
切

っ
た
と

い
う
驚
愕
す

ぺ
き
事
実

に
よ

っ
て
、
全
国
的
な
注
目
を
集

め
た
。
幹
部
組
織

の
古
参
L

・
サ
ラ
ス

(ピ
鼠
・。
匂o
巴
霧
)

の
報
告
す
る

Cam)6?



と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

サ
ラ
ス
は
、
G

・
パ
ー
の
指

示

に
基
づ
き
、
州

に
よ
る
開
票
作
業
が
開
始

さ
れ

た
後

に
、
ジ

ム
ウ

エ
ル
ズ
郡

に
お
け
る
投
票
箱
の
な

か
に
、

ジ

ョ

ソ
ソ
ソ
支
持
票
凡
そ
二
〇
〇
票
を
、
秘

か
に
投
げ

入
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
投
票
計
算

の
最
後

に
、
同

一
色
の
イ
ン
ク
で
同

}
筆
跡

に
よ

っ
て
書
か
れ

た
二

〇
二
名

の
名
前
が
、

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順

に
、
立

ち
現
わ
れ

た
。

一
九
四
〇
年
代

に
お
け
る
ジ

ム
ウ

エ
ル
ズ
郡
政
治

に
つ
い
て
、
サ
ラ
ス
は
、
次
の
よ
う

に
回
想

し
て

い

る

(、帆団
図
-O
田
6
芭

oり
9・
誘

寓
①

ω
8

げ

お

幽
Qo

固

①
o
江
o
コ

ho
『
}
o
げ
諺

魯

唱
導博
貯

審

ミ

ぎ

簿

尋

覇
糟
誉

セ

恥
ト

N
ミ

8

ロ
"
』
藁
野

)
。

「
そ
こ
で
は
、
我

々
自

身
を
拘
束
す

る
法
律
が
、
支
配
し
て
い
た
。

…
我

々
に
は
、

鉄

の
統
制
が
存
在
し
た
。
何
び
と
も
我

々
に
反
対
の
態
度
を
と

っ
た
な
ら
ば
、

我

々
は
、
彼
を
、
失
業
状
態

に
追

い
込

む

こ

と

が

で
き

た
。

パ
ー
は
、

ま

さ

に
絶
対

の
首
領

(梓ゴ
①
(}O
飢
hpo齢ゲ
ΦH)

で
あ

っ
た
。
我

々
は
、

い
か
な
る
選
挙
審
判
官

(巴
①
島

霧

㎞民
ぴq
o
)

に
も
、
次

の
よ
う

に
告
げ

る

こ
と

が
可

能

で
あ

っ
た
。
"
我

々
の
候
補
者

に
、
投
票

の
八
〇
%
を
与
え

よ
。
他

の
連
中
は
、
二
〇
%

で
よ
い
"」

(。層
Φ
o

巴
。層o

ζ
母

同

国
跨

㌍

切
葛
鞄
ミ

鋤
q
暑

N
曾

き

鑓

卜
寒
軸職
ミ
軸
智

詠
謎
恥
ミ
輪

類
　
遣

辣

」
矯
収
QQ

硫
軌
遣
ミ

馬

葡
黛
飛

い
℃

鵯

O
§

譜
吻
壽
践

ぎ

鳶
肋
、
楓
も
器

.)
。

一
般

に
、
パ
ー
政
党
幹
部
組
織

は
、
そ

の
管
轄

領
域

の
郡
の
規
模
か
ら
想
像

さ
れ
る
程
度

を
越
え

て
、
州
政
治

に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
力

を
行
使

し
た
と

い
っ
て
よ
い
。

な

お
、
G

㌔
バ
ー
は
、
一
九

七
四
年

に
、
所
得
税
法

違
反

に
よ
り
有
罪
判
決
を
受
け

た
後

に
、
自
殺
を
遂
げ

た
。
デ

ュ
ヴ

ァ
ル
郡
の
政
党
幹
部
組
織

は
、
パ
ー
家
の
盟
友

の

一
人
で
あ

っ
た

メ
キ

シ
コ
系

ア

メ
リ
カ
人

の
指

導

の
下

に
、

い
ま
も
な
お
、
存
続

し
て
い
る

(。・Φ
Φ

鋳

。

O
民
竃
矯

目
嵩

聾

§

鳴
b
ミ
ぎ

黛

b
ミ
ミ
、
§

雨
b
爵

自
遮
職

§

ミ
塁

ミ

O
馬§
喧
衡
輿

寄

、
き

恒ミ
軌
・
国
く
き

〉
巳

母
9

切
禽
軌
沁
ミ
Q
ミ

的
ミ
ミ

寒

ミ

釣

§

僑
勺
、
禮
ミ
吻詮
竃

申

3

遣
。。斡
)。

と

こ
ろ
で
、
政
党
幹
部
組
織
が
、
そ

の
絶
頂
期

に
、
ど
れ
ほ
ど
現
実

に
強
大

で
あ

っ
た
か
と
い
う
謎

の
基
部

に
解
明
の
光
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
は
、
決

し
て
容
易

で

は
な

い
。
政
党
指
導
者
1ー
ボ
ス
の
自
己
拡
大
を
図

る
過
ぎ
た
ろ
誇
彊
と
、
反
政
党
幹
部
組
織

の
旗
幟

を
鮮

明

に
す

る
改
革
者

の
扇
情
主
義

と
の
交
錯

の
な
か
で
、
幹
部

組
織

に
関
す
る
虚
構

の
伝
承
が
、作

り
だ
さ
れ
る
た

め
と

い

っ
て
よ

い
。
幹
部

組
織

の
勢
力
範
囲

に
関
す
る
現
代

の
証
拠

は
、幹
部
組
織
の
広
言
し
て
揮

ら
な

い
自
己
の

能
率
性

に
、
疑
問
符
を
投
じ
て
い
る
。

シ
カ
ゴ
市

に
関
す
る

一
研
究

に
よ
れ
ば
、
任
意

に
選
定
さ
れ

た

一
九
六
七
年

・
一
九
七
七
年

の
調
査
年

の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
、

市
が
給
付
す
る
公
園

の
整
備
、

リ
ク
リ

エ
イ
シ

ョ
ン
施
設
の
拡
充
、
塵
芥

の
収
集
、
消
防
体
制

の
確

立
、
教
育

の
充
実

な
ど
の
公
共
諸
用
役
が
、
政
党
幹
部
組
織

に
よ

り
、
幹
部
組
織

に
対
す
る
政
治
的
支
持

の
報
償

と

し
て
、

こ
う
し
た
支
持
者

に
配
分
さ
れ

た

と
す

る
証
拠

は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

〔
国
Φ
嘗

。静

同

ζ
訂
α
窪
訂
唱

..↓
冨

d
Nげ
睾

口σ
葺
①窪
o
冨
2

薗
コ
α
静
①
O
眠
雷
αq
o

勺
島

誉

巴

ζ
碧
ぼ
頴
碧

芝
ぎ

Ω
Φ
畠

孝

吟。酔
窪

山
夢
Φ

に
ヨ
剛酔。。
8

唱
o
一三
⇔既

O
言

窪
o
一》噂、
凶ロ
缶
ミ
鳴
.
ざ

ト

⑦
黛

知
恥ド

ミ
ト

漣

(』∪
鳴ら
鳴ミ

蜘
、
」
婚
QQ"
)
噛
や
サ
㊤
㊤
一
1㊤
㊤
Q。・
。。oo
巴
。。o
国
員即

ζ
『
鎚
o爵

9。
き
α
内
ぼ

O
臣

ま

空
拝

.需
『
①
望
ω三
宮
ユ
8

0
h
q
「訂
出
勺
島

8

ω
①Hく
同8
9
..

ぎ

冒
ミ
識
ミ

駄

ぎ

§
嘗

噛
嬉皇

亀

(さ

ミ
、ミ

壱

賊
ミ
。。
)噛
召
」
這
点
器
.〕
。

む
し
ろ
、
幹
部
組
織

不
在

の
都
市

に
お
け
る
の
と
同
様
、
公
共
諸

用
役

の
配
分

は
、
近
隣

に
お
け
る
選
挙

の
結

果

・
所
得
水
準

・
人
種
的
構

成
な
ど

に
対
す
る
政
治
的
配
慮

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
配
分

の
誘
導
指
標
を
技
術
的
、
合
理
的
基
準

に
求
め
る
専
門
行

政
官
の
手

に
よ

っ
て
、
行
な
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も

、

シ
カ
ゴ
市
会
議
員

は
、
自
己
の
選
出
区

(語

巳
)

に
公
共
諸
用
役

を
給
付
し
得

る
自

己
の
能
力

に
つ
い
て
、
強
烈

か
つ
過
大

に
誇
張
さ
れ
た
描
線

で
、
画
像

を

つ
く

り
あ
げ

る
。

例
え
ば
、

一
市
議
会
議
員

は
、
「人

々
は
、
公
共
諸
用
役
欲
し
さ

に
投
票
す
る
。

私

は
、
自
己
の
選
出

区

に
公
共
諸
用
役
を
給
付
す
る

こ
と
が

で
き
る
故

に
、
票
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
語

っ
て
い
る

(国
・閃
・
≦

巴
睾
ぎ

。や

魯

ニ

サ
8
鱒
.)
。
も

と

よ
り
、
市

68C68?



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 四

議
会
議
員

の
な
か
に
は
、
市
図
書
部

は
、
読
者

の
知

的
水
準

に
照

し
て
、
近
隣

の
支
部

に
、
資
金
を

割
当

て
て
お
り
、
ま
た
、
犯
罪

の
発
生
率
や
警
察
業
務

に
対
す
る

住
民

の
要
望

度

に
合
わ
せ
て
、
警
察
官
が
配
置
さ
れ

て
い
る
旨
、
主
張
す
る
議
員
も
少
な
く
な

い
。
総
じ

て
、
公
共
諸

用
役

の
配
分
基
準

の
最
尖

端
部
を
占
有
す
る
の

は
、
政
治
的
配
慮
よ
り
も
、
む

し
ろ
、
技
術
的

・
合

理
的
基

準

で
あ

る

(。・8

国
●即

≦

。。飢
窪
蚕

。
噂
.
鼠
齢二

署
・8
学
⑩
O
ド
)
。

コ
ネ
テ

ィ
カ

ッ
ト
州

二
晶
ー

ヘ
イ
ヴ

ァ
ソ

(猪
Φ
渇

鵠
磐
ΦP

O
o
雪
①
6瓢
自
紳)

に
お
け

る
バ

ー
ビ
ア

リ
ー
政
党
幹
部
組
織

(¢σ
辞
ぼ
巴

日
留
田
ロ
Φ
)
に
よ
る
若
年
層
に

対
す
る
夏
季

ア
ル
バ

イ
ト
の
配
分
状
況

に

つ
い
て
も

、

こ
れ
と
同
じ

こ
と
が

い
え
る
。

バ
ー
ピ

ア
リ
ー
政
党
幹
部
組
織

に
つ
い
て
簡
略
的

に
記
述
す
る
な
ら
ば
、

一
九

五
〇
年
代
後
半
、

ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ヴ

ァ
ソ
市

は
、

R

・
C

・
リ
ー

£
凶尋
母
伽
ρ

ピ
ΦΦ
)

市
畏

、
彼
と
盟
友
関
係

に
あ

っ
た

J

・
M

・
ゴ
ー

ル
デ

ン

(匂
O
げ
昌
竃
昏
(}O
一伽
Φ
嶺
)
と
A

・
T

・
バ

ー
ビ

ア
リ
ー

(≧

静
母

目

ロコ
輿
嘗
巴

)
、
以
上

の
三
巨
頭

に
よ

っ

て
運
営
さ
れ
る
民
主
党
組
織

の
支
配
下

に
あ

っ
た
。

こ
の
民
主
党
組
織
が
、
バ

ー
ビ
ア
リ
ー
幹
部
組
織

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
市
会
議
員

に
つ
い
て
み
る
な
ら

ば
、
「
通
常
、
至
当
な
候
補
老
を
調
達
す
る
主
導
権

は
、

区
委
員
会

に
存
在
す
る
。

し
か
し
、

政
党

指
導
者

は
、

腱

々
、
候
補
者

の
錐
衡
過
程

に
、
直
接

に
介
入
し
、

彼

ら
自
身

の
選
定

し
た
候
補
者
を
区
委
員
会

に
受
諾

さ
せ
た
り
、
あ
る

い
は
、
彼
ら
が
反
対
と
認
め
る
有
望
な
党
員

の
候
補
者

へ
の
指
名
を
否
定
し
た
り
す
る

こ
と
に
、

何
の
困
難
も
感

じ

な

い
と

い
う

の
が
、
通
例

で
あ

る
」

(幻
o
げ
Φ
冥

〉
・
O
接
r

頑
§
o

O
ミ
矧鳴ミ

丸

b
§
ミ
らミ
畠

貸
嵩
軋

ミ

ミ
ミ

§

Q
鳶

轟
ミ
魅適
ミ
ミ

O
翫
審

」
象
ト

㍗
一
一
P

,
即

竃
曙
腎
ぎ

。
宰

鼻

二

宰
じ。
印
)
。
候
補

者
指
名
過
程
及
び
市
当
局

(と
り
わ
け
市
議
会

)

に
対
す
る
幹
部
組
織
の
統
制
力

は
、
究
極
的

に
、
幹
部
組
織
に

よ
る
主
と

し
て
物
質
的
財
貨
の
自
己
中
心
主
義
的
な

配
分
に
依
存
し
て
い
た
。

い
う
と

こ
ろ
の
物
質

的
財
貨
と
は
、
請
負
契
約
、
保
険
契
約
、
選
挙
資
金
や
そ
の
他

の

支
持

の
提
供
の
代
償
と
し
て
の
有
利
な
税
額

査
定
、
給
与

の
天
引
、
政
党
支
持
、
政
党
活
動

に
対
す

る
報
償

と

し
て
の
数
百

に
達
す
る
情
実
人
事
職
、
な

ど

で
あ

る

(器
①
図
9。嘱
日
o
註

四

≦
o
一穿

σq
oH・
§

蝿
ミ

、ミ
a

ミ

等

禽
鳶
貿

鈷
起
・
召
・誤
あ
メ

紹
あ
8

一鼠

-
一〇
㎝
・
U
・図
・
ζ
p
菩
Φ担

o
℃
・
。搾
場
o
.b。
り
.)
。
幹
部
組
織

に
お
け

る
上
層
部

は
、
市
政
内
も
し
く

は
市
政

周
辺

に
お
け

る
職
務

の
盤

行
か
ら
、
少

な
か
ら
ざ

る

聞
接
的

な
物
質
的
利
益

を
収
得
し
た
と

い
わ
れ
て

い
る
。
例
え
ば

、
「新

た
な
学

校

の
建
築

を
望
む
請
負
業
者

は
、
公
債
引
受

・
保
険
代

理
業
務

(9。
げ
o
乱

p。巳

罰崩
霞
輿
8

謂
¢
韓
鴇
)

の
古
参

担
当
者

(。・Φ巳
自

窟
詳
器
「)

で
あ
る
J

・
M

・
ゴ
ー

ル
デ

ン
と
取
引
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
」
と

い
う
事
情

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

こ
の

こ
と
は
、
客
易

に
首
肯
さ
れ
よ
う

(閑
・閃
・
≦

o
閉
ロ
鴨
が
o
,

。
霊
甲

サ
o。
ρ

O
.即

竃
卿善
Φ
押

o
Ψ

6搾
"
掌
凹
沖
)。

リ
ー

・
バ
ー
ピ

ア
リ
ー

・
ゴ
ー
ル
デ

ン
の
三
巨
頭

に

よ
る

二
晶
1

ヘ
イ
ヴ

ァ
ン
の
統
治
体
制

は
、

リ
ー
が
、
市
長
職
を

引
退

し
た

一
九
六
九
年

に
至
る
ま
で
、
さ
し
た
る
選

挙
上

の
反
対

に
遭
遇
す
る

こ
と
も
な
く
優
勢
を
保

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
六
九
年
以
降
、
バ

ー
ビ
ア
リ
ー
幹
部
組

織
は
、
民
主
党
改
革
派
連
合

の
挑
戦

を
斥
け
て
、
勢

力
伯
仲
の

一
連

の
市

長
選
挙
戦
ウ
勝

ち
抜

い
た

後

、
遂

に
市
長
選
挙

に
敗
北

し
、

一
九

七
〇
年
代
中
葉

に
衰
退

す
る
に
至

っ
た

(O
比
.
ζ
帥
善
睾

鴇
。
p

鼻

こ

℃
・鎚

)。

右

の
バ
ー
ピ

ア
リ
ー
幹
部
組
織

に
支
え
ら
れ

一
九

六
九
年

・
一
九
七

一
年

・
一
九

七
三
年
と
三
選

を
果
た
し
た
、
バ

ー
ピ

ア
リ
ー
自
身
の
反

射
像

で
も
あ
る
B

・
ギ

ー
ダ

(騨
「仲
(甲儒
帥伍
節
)

ニ
ュ
ー

ヘ
イ
ヴ
ア

ン
市
長
は

、

一
九
七
四
年

の
夏

に
、
十
八
歳

か
ら
二
五
歳

ま
で
の
若
年
層

六
七
五
名

を
、
C
E
T
A
第

一
条

(本
註
末
尾
参

照
)

に
基
づ
き
、
市

に
雇
傭
し
た

〔峯

停
器
こ

o
げ
誤
8
P

、.頴
ぎ

目
。。
即
民

O
臨
自
貫

甘
ぴ
功
睾
畠

竃
⇔
畠
ぎ
Φ鯉

》

O
師器

ω
葺
山
嘱

o
幽
筈
o

d
器
。,
o
{
諄
ぎ

蕾
㈹Φ
㍉
、
ぎ

Css)69



臥
§
恥・
き

ト

吻
魯

肉
§

触
象

謎

(智

謹

Nミ
も
y

唱や
ω
。。
甲
ω
O
。。
・〕
。

こ
う
し
た
若
年
層

に
配
分
さ
れ
た
夏
季

ア
ル
バ

イ
ト
の
職
種

は
、
人

々
が
自

己
の
最
大
限
の
能

力

の
発
揮
を
通

し
て
雇
傭

を
確

保
し
維
持
す
る
こ
と

を
可
能

に
す
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
訓
練
、
教
育
、
そ
の
他

の
用
役
を
給
付
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
C
E
T

A
に
よ

っ
て
、
財
源
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。
幹
部
組

織

に
よ
る
こ
れ
ら
の
職
種

の
配
分

に
は
、
若

干

の
振
幅

が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
職
種

は
、
幹
部
組
織
の
選
挙

基
盤

を
構
成
し
て
い
る
区

(胡
韓
匹
。。)

よ
り
も
、
む

し
ろ
、
幹
部
組
織
を
と
く

に
支
持

し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
地
域

に
お
け
る
イ
タ
リ
ァ
系

ア
メ
リ
カ
人

に
対

し
て
、

重
点
的

に
配
分
さ
れ
た
。

こ
れ
を
数
計
で
示
す
な

ら
ば
、
次

の
よ
う

に
な
る

(同ぴ
凶島
二

竈
.ω
。。
。。
山
。。⑩
.)。

一
九
七
三
年

の
市
長
選
挙

に
お
い
て
、
ギ
ー
ダ

は
、

ニ
ェ
ー

ヘ
イ
ヴ

ァ
市
の
各
地
域
か
ら
万
遍
な
く
得
票
す
る

こ

と

に
成
功
し
た
。
け
れ
ど
も
、
ギ

ー
ダ

の
最

重
要

の
支
持

基
盤

は
、
市

の
東
側

に
位
置
す
る

《
イ
タ
リ
ア
系
諸
区
》

(H叶躰
一一餌
昌
笥
90触傷
㎝)

と
、

市

の
西
部

に
拡
が

る

《
黒

人
居
住
諸
区
》

の
二
者

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
一
一つ
の
地
域

の
間

に
お
け
る
支
持
と
情
実
人
事
職

の
配
分
と
の
関

係

に
探
知

の
測
鉛
を
下
ろ
す
な
ら
ば
、
市

の
西
側

に
所
在
す

る
六

つ
の
区
は
、

一
九
七
三
年

の
市
長

選
挙
で
、
市
全
体

の

ギ

!
ダ

に
対
す
る
支
持
率

(六
〇

.
六
%
)

よ
り
も
遙

か
に
高

い
七
二

・
九

%
の
支
持
を
彼

に
与

え
た
。

こ
れ
ら
の
六
区

の
う
ち
の
三
区

は
、
黒

人
居
住
者

が
過
半
数
を
占

め
る
地
域
で
あ
り
、
他

の
三
区
の
う

ち

の
二
区
も
、
黒
人
人

口
が
三
〇

%
を
越
え
て
い
る
。

集
団
と
し
て
の
黒
人
の
ギ

ー
ダ

に
対

す

る
支

持
は
、
ギ

1
ダ

の
全
得
票
数

の

一
六

.
○
%

に
相
当
す
る
。

し
か

し
、
彼
ら

に
配
分
さ
れ

た
職
種
は
、
六
七
五

の
う

ち
の
四
八
で
あ
り
、
職
種
全
体

の
七

・
一
%

に
す
ぎ
な

い
ゆ

も
し
職
種
が
ギ

!
グ

に
対

す
る
支
持
率

に
し
た
が

っ
て

配
分

さ
れ
る
と
し
た
ら
、

こ
れ
ら
の
黒
人
居
住
六
区

に
は
、
さ
ら

に
六
〇

の
職
種
が
、
新
た
に
供
与

さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。
他
方
、
東
側

の
九
区

は
、

ニ
ュ
!

ヘ
イ
ヴ

ァ
ソ
に
お
け

る
最
大

の
イ
タ
リ
ア
系
人

口
の
集
中

地
域

で
あ
り
、

こ
の
地
域

に
お
け

る
ギ
ー
ダ

に
対
す

る
支
持

率
は
、
市
全
体

の
支
持
率

六
〇

・
六
%
よ
り
も
低

い
五

六

・
二
%

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、
ギ

ー
ダ

の
全
得
票

数

の
三
五

・
二
%

に
相
応
す
る
。
に
も

か

か

わ

ら
ず
、

九
区
は
、
三
六
四

の
職
種

、
職
種
全
体

の
五
三

・
九
%

を
、
獲
得
し
て
い
る
。
も
し
ギ

ー
ダ

に
対
す
る
支

持
率
を
等
定
墓
準

に
職
種

が
配
分

さ

れ

た
な

ら
ぼ

、
九
区

に
給
付

さ
れ
る
職
種
は
、
凡
そ
二
三
七
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

そ
れ
ば

か
り
で
は
な

い
。

こ
の
よ
う
な
職
種

の
受
給
者
が
、
受
給
後
、
受
給

の
代
償
と
し
て
、
積
極
的

に
政
治
活
動

に
従
事

し
た
と

い
う
明
白
な
形
跡

は
、
と
く

に
認
め
難

い
。

こ
の
こ
と
を
数
計

に
よ

っ
て
示
す

な
ら
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る

(圃ぼ
鮎
こ

,
ω
り
9
)
。

職
種
の
受
給
以
前

と
受
給
以
後

に
お
け
る
受
給
者

の
投
票
行
為

の

有
無

に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば

、
皆
無
-
以
前

八

一
・
八
%

・
以
後
五
七

・
六
%
、
稀
有
ー
以
前

六

・
一
%

・
以
後
九

・
一
%
、
屡

々
-
以
前
三

.
○
%

.
以
後
六

.
一

%
、
ほ
ぼ
選

挙
毎
ー
以
前
九

・
一
%

・
以
後

二
七

・
三
%
、
選

挙
用

ボ
タ
ン
の
楓
用

・
選
挙
用
ポ

ス
タ
ー
の
標
示

に
つ
い
て
は
、
皆
無
-
以
前
五
四

.
五
%

・
以
後

五

七

・
六
%
、
稀
有
ー
以
前
二
七

・
三
%

・
以
後
二
四

・
二
%
、
履

々
1
以
前

一
五

・
一
%

・
以
後

一
二

・
一
%
、

ほ
ぼ
選
挙
毎
i
以
前

三

.
○

%

.
以
後
六

・
一
%
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
投
票

の
勧
誘

と
投
票
結
果

へ
の
関
心

の
表
示

の
双
方

に
つ
い
て
は
、
皆
無
-
以
前

六
三

・
六
%

・
以
後

五
四

・
五
%
、
稀
有
-
以
前
二
七

・
三
%

.

以
後
三
〇

・
三
%
、
屡

々
1

以
前
六

・
一
%

・
以
後
九

・
一
%
、

ほ
ぼ
選
挙
毎
-
以
前
三

・
○
%

・
以
後

六

・
一
%
、
最
後

に
、
候
補
者

へ
の
献
金

に
つ
い
て
は
、
皆

無
ー
以
前
九
〇

・
九
%

・
以
後

八
四

・
八
%
、
稀

有
-
以
前

六

・
一
%

・
以
後

一
二

・
一
%
、
屡

々
1
以
前

三

・
○
%

.
以
後
三

.
○
%
、

ほ
ぼ

選
挙
毎
-
以
前

な

し

・
以
後
な
し
、
以
上
で
あ
る

〔ω
o嘆
8
…
冨
.
』
9

冨
8
・
.。・
目
毘

。。葺
〈
。
団
無

究
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巴

霞

O
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 鱒

こ
の
よ
う
に
し
て
、
幹
部
組
織
に
対
す
る
政
治
的
支
持
の
供
与
と
こ
れ
に
対
す
る
報
償
と
し
て
の
幹
部
組
織
に
よ
る
情
案
人
事
職
の
給
付
と
が
、
因
果
の
矢
で
貫
ぬ
か

れ
、
緊
密
な
連
関
を
保
持
し
つ
つ
相
補
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
と
い
う
伝
統
的
な
情
景
は
、
今
目
、
も
は
や
成
立
し
難

い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
幹
部
組
織

に
対
す
る
政
治

的
支
持
の
供
与
と
幹
部
組
織
に
よ
る
情
実
人
事
職
の
給
付
と
い
う
馴
染
深
い
対
置
の
構
図
は
、
既
に
破
れ
、
両
者
が
相
互
転
化
し
つ
つ
円
環
的

に
作
動
す
る
こ
と
は
、

も
は
や
な
い
と
み
て
よ
い
。

今
日
に
お
け
る
政
党
幹
部
組
織
に
対
す
る
評
価
の
な
か
で
は
、
幹
部
組
織
の
維
持
に
寄
与
す
る
諸
条
件
は
、
最
近
、
と
み
に
衰
微
し
た
と
す
る
見
解
が
、
支
配
的
な

主
調
底
音
を
形
成
し
て
い
る
。
今
日
の
幹
部
組
織
に
は
、
最
盛
期
に
お
け
る
往
時
の
悌
は
、
認
め
難
い
。
今
日
、
幹
部
組
織
が
利
用
し
得
る
情
実
人
事
職
資
源
の
鉱
脈

が
、
過
去

に
お
け
る
ほ
ど
澗
沢
で
は
な
い
こ
と
は
、
争
う
余
地
が
な
い
。
げ
ん
に
、
国
家
公
務
員

に
対
す
る
地
位
の
保
障
の
磁
場
が
、
立
法
と
裁
判
所
の
判
決
と
を
通

し
て
、
地
方
公
務
員
の
範
域
に
ま
で
波
及
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
政
党
忠
誠
者
に
対
す
る
報
償
と
し
て
利
用
さ
れ
る
公
職
の
数
は
、
著
し
く
減
少
す
る
に
至

っ
て
い

る
。
し
か
も
、
政
策
形
成
を
担
当
す
る
若
干
の
最
高
地
位
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、
幹
部
組
織
が
自
由
に
処
理
し
得
る
公
職
の
種
別
は
、
最
低
給
与
の
職
種
で
あ
り
、
人

々
か
ら
忌
避
さ
れ
る
職
種
で
あ
る
。
連
邦
政
府
の
施
策
に
よ
る
社
会
諸
用
役
の
制
度
的
保
障
は
、
幹
部
組
織
を
支

え
る
も
う

一
つ
の
権
力
基
盤
を
腐
食
す
る
に
至

っ

た
。
加
え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
期
間
、
ア
メ
リ
カ
は
、
未
曾
有
の
経
済
的
繁
栄
を
享
受
し
た
。
こ
の
繁
栄
は
、
人
々
の
直
接
的
な
政
府
挟
助

へ
の
依
存

に
終

止
符
を
打
つ
段
階
に
至
る
ま
で
彼
ら
の
経
済
的
安
全
保
障
の
水
準
を
上
昇
さ
せ
、
複
雑
な
官
僚
制
社
会
の
な
か
で
自
立
し
得
る
彼
ら
の
能
力
を
増
大
さ
せ
る
結
果
を
招

い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
日
の
政
党
幹
部
組
織
は
、
過
去
に
お
け
る
光
輝
あ
る
存
在
の
余
映
の
な
か
に
生
き
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
に
対
す
る
強
力
な
政
治
的
支
持
を
構
築
す
る
た
め
に
機
略
縦
横
の
幹
部
組
織
が
い
ま
な
お
利
用
し
得
る
物
質
的
報
償
の

担
う
意
義
は
、
過
少
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
に
は
、
公
的
扶
助
を
必
要
と
す
る
少
な
か
ら
ぬ
生
活
園
窮
者
が
、
い
ま
も
な
お
残
存
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
幹
部
組
織
を
基
底
的

に
支
え
る
伝
統
の
地
下
水
系
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

こ
う
し
た
状
況
と
交
信
し
連
動
し
合
う
形
で
、
強
力
な
幹
部
組
織
は
、
ま

ず
、
デ
イ
リ
ー
市
長
が
長
期
に
わ
た
る

《
臨
時
》
(8
日
宕
韓

巴

職
員
を
雇
傭

し
た

よ
う

に
、
惰
実
人
事
職
を
創
出
す
る

た
め
に
公
務
員
規
定

(。一く
ロ

8
同ぐ
一。.

話
鷺
寅
剛o
誘
)
を
覆
え
し
、
次

い
で
、

曽;

1
ヘ
イ
ヴ
ァ
ソ
市
に
お
け
る
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
職
種

の
幹
部
組
織
に
よ
る
配
分
が
連
邦
政
府
の
C
E
T
A
を
通
し
て
給
付

さ
れ
た
ご
と
く
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
連
邦
政
府

に
よ
る
社
会
諸
用
役
の
給
付
を
仲
介
す
る
と
い
う
、
以
上
の
二
点
に
お
い
て
、
偉
大
な
創
造
力
を
発
揮
し
た
。
よ

り
基
本
的

に
い
う
な
ら
ば
、
今
日
、
地
方
政
府
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
、
予
算
規
模
を
拡
大
し
て
お
り
、
よ
り
複
雑
な
多
岐
に
及
ぶ
社
会
諸
用
役
を
給
付
し
、
社
会
経

済
生
活
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
規
制
的
役
割
を
演
ず
る
に
至

っ
た
た
め
に
、
《
官
職
任
命
権
所
有
者
対
顧
客
の
政
治
様
式
》
(鎖
昆

3
:

冨
艮

{。
§

。
{
宕
ま

6。・)

が
、
社
会
の
地
層
に
、
そ
の
ま
ま
残
存
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
日
の
幹
部
組
織
に
幹
部
組
織
と
し
て
の
光
耀
を
発
揮
さ
せ
る
場
が
、
そ
の
よ
う
な
地
方
政
府

の
現
況
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
日
、
政
府
の
官
僚
制
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
政
府
と
人
々
と
を
結
合
す
る
媒
介
の
必
要
性
は
、
衰
退
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
逆

に

、
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
、
主
要
都
市
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
残
留
、
全
国

・
州

・
地
方
の
各
政
府
に
お
け
る
官
僚
制
化
の
進
行
、
官
僚
制
ー

市
民
間
の
架
線
の
緊
要
性
、
以
上
の
三
者
を
核
と
し
て
、
今
日
に
お
け
る
幹
部
組
織
の
存
立
を
許
容
す
る
磁
場
が
、
形
成
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
れ
故
、
幹
部
組
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織

を

「
過
去

か
ら
の
時
代
錯
誤

の
生
ぎ
残
り
」
(
・・

薫
ε
器
「
ぎ

ヨ

昏
①

嵩
。。け)

(⑱

≦
舶器
Φ§

山
p

§

鴨
切
自
魯
覇

ミ

這
ミ
ミ
苛
§

ミ

ミ
§

-
。
,

q
8

や
ト。
O
S
)

と
速
断
す

る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
妥
当
と
は

い
え

な

い
で
あ
ろ
う
。
幹
部
組
織

は
、

い
ま
な
お
、
終
焉
を
遂
げ

て
い
な

い
と

い
っ
て
よ
い
。

C
E
T
A
と

は
、

一
九
七
三
年
制
定

の
職
業
訓

練
総
合
法

(O
o
日
蜜
臨
窪
・。貯
Φ
団
ヨ
鳳
。
同
ヨ
Φ
三

睾

山
↓
凱

臥
昌
。q
>
9

に
基
づ
く
職
業
訓
練
総
合
施
策

で
あ
る
。

C

E
T
A
に

つ
い
て
、
若
干

の
説
明
を
加

え
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う

に
な

る

(園
巴
嘗

ρ

9

爵
亀
巽

睾
価
智
。犀
ρ

コ
自。
コ
P

§

鳴
㌔
ミ
ミ
苛

』
昏
ぎ
、鳶
睦

、ミ
凡§

b
ミ

皆
撃

o
遷
畢
遣
Q。や

℃
や
隠
ω
lbσ
瞳
.)
。

C
E
T
A
は
、
職
業
訓
練
諸
施
策

の
全
国
的
体

系

(p。
富
件δ
ロ
鼠

山
①
。。誘
9
ヨ

。
州
奢
。
降

碧
店

茸
蝕
島
帽

唱
。
『
帥日
。。)
を
形
成

し
維
持
す
る
目
的

の
た
め
に
、

一
九

七
三
年

に
、
議
会

に
よ

っ
て
制
定
さ
れ
た
重
要
な
経
済
雇
傭
施
策

(・。
①8
謬
。
ヨ
聞。

⇔巳

Φ筥
覧
身

ヨ
①鼻

凛
。αq冨
日
)

で
あ
る
。
C
E
T
A
は
、
経
済
的
不
遇
者

、
失
業

者
、
そ
し
て
、
不
完
全
就
業
者

に
対
す
る
技
能
開

発
、
職
業
体

験
の
付
与

、
公
務

へ
の
就

労
機
会

の
供
与
な
ど

に
力
点
を
置

く
こ
と
に
よ

っ
て
、
私
的
部
門

に
お
け
る

雇
傭

の
増
大

と

い
う
所
期

の
目
標

の
達
成
を
試

み
る
。

(も
と
よ
り
、
供
与

さ
れ
る
公
職
は
、

あ
く

ま
で
も
臨
時
職

と
過
渡

的
な
職
種

に
限

る
。

C
E
T
A
の
究
極
目

標

は
、
私
的
部
門

に
お
け
る
雇
傭

の
増
大
で
あ

る
。
)
こ
う
し
た
諸
施
策

を
通
し
て
、
C
E
T
A
は
、
数
百
万

に
及
ぶ
経
済
的
不
遇
者

の
所
得
収
入
の
増
大
を
目
ざ
す
。

年

間
数
十
億

ド

ル
の
支
出
を
伴
う
C
E
T

A
に
は
、
全
国
的
施
策

(コ
鼠

言
・。一
躍
。αq話
霧

)
と
、
ほ
ぼ

五
〇
〇

に
達
す
る
州
及
び
地
方

の
政
府
諸
単
位

に
対
す
る
包
括

補

助
金

(匿
。
6犀
。Q
門鱒
コ
琶

を
伴
う
施
策

の
、

二
種

が
存
在
す
る
。

連
邦
政
府

に
よ
る
全
国
的
施
策

の
具
体
的
内
容

は
、
と
り
わ
け
、
若
年
層
、
季
節
農
業
労
働
者
、

老
齢
労
働
者

、
人
種
的
少
数
者
、
そ

の
他
、
常
勤
職

の
獲
得

に
際
し
不
利
益
を
蒙

っ
て
い
る
人

々
な
ど

の
、
特
殊
集
団

に
対
す
る
職
業

訓
練
と
職
業
紹
介
か
ら
成
立
す

る
。
州
及
び

地
方

の
政
府

に
よ
る
施
策

に
対
す

る
連
邦
政
府

の
捕
助
金
は
、
主
と
し
て
、
若
年
層

の
雇
傭
と
職
業
訓
練
、
学
校

に
お
け
る
職
業

訓
練
と
被
傭
者

に
対
す

る
職
業
訓
練
、
政
府
関
係
諸
機
関

に
よ

っ
て
創
出

さ
れ
た
公
職

へ
の
雇
傭
な
ど

に
、
そ
の
使
途
を
指
定

さ
れ
て
い
る
。

C
E
T
A
に
は
、
個
別
具
体

の
施
策

と
し
て
、
以
下

の
七
者
が
含
ま
れ

る
。
①
求
職

に
際

し
不
利

益
を
蒙

っ
て
い
る
す

べ
て
の
人

々
に
就
職

の
準
備
を
さ
せ
る
た
め

に
、
人
員

の
調
達

、
カ
ウ

ン
セ
リ
ソ
グ
、
試
験
、
指
導
、
そ
の
他

の
雇
傭
促
進

の
諸

サ
ー
ヴ

ィ
ス
と
職
業
訓
練

を
行
な
う
職
業
訓
練
総
合

サ
!
ヴ

ィ
ス

(岳
①
O
o
ヨ
箕
Φ

ゴ
。
コ
。。凶く
.
国
ヨ
鳳
。
団
日
Φコ
齢
き
儀

↓
或

巳
護

ω
巽
乱
8
乾。)
②
政
府

の
直
接
雇
傭

に
よ
る
職
業
経
験

の
累

積
と
職
業
技
能

の
修
得

と
い
う
、
ヴ

エ
ト
ナ
ム
戦
争
帰
還
兵
や
生

活

保
護
受
給

者

(噂
ロ
ぴ
一一。
山
鼠
。。仲窪
8

話
暑

向①三
。。
)
の
ご
と
き
特
殊
集
団

の
要
望

に
応

え
る
こ
と
を
意
図
し
た
公
職
雇
傭

(勺
昌

浄

ω
費
謡
8

団
日
覧
畠
白
9
仲)
③
大
企

業
が
私
的
部
門

に
お
け
る
就
労
機
会
と
職
業
訓
練

と
を
帰
還
兵

に
利
用
さ

せ
る
こ
と
を
奨
励
す
る
産

業
界

に
お
け
る
職
業
再
訓
練
と
雇
傭

に

よ
る

援
助

(酔
。

出
Φ
ぢ

芽
.薯
σq
げ
一旨
曾

。。酔目同
幻
①
茸
碑一旨
ぼ
σq
讐
窪
国
日
鳳
畠

目
。
三
)

(国
田
団
)
④
夏
季

に
限

り
、

一
四
歳

か
ら

二

一
歳

ま
で
の
経
済
的

に
困
窮
し
て

い
る
若
年
層

に
職
種
を
給
付

す

る
夏
季
若
年
層
施
策

(芽
o
留

旨
ヨ
霞

囑
o
耳
ゴ
中
。
αq
冨
ヨ
)
⑤
私
的
部
門

に
お
け

る
雇
傭

市
場

へ
の
適
応
を
目
標

に
、

一
六
歳

か
ら
一
=

歳

ま
で
の
若
年
層

に
教
育
、

職
業
訓
練
、
職
業
体
験
な
ど

を
施
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
彼

ら
に
市
民
的
社
会
責

任

(序
空

,書

。
・
。。団呂

三
Φ。。
。
{
。晒梓一器
諺
窯
唱
)
を
体
得
せ
し
め
る
全
国
規
模

の
施
策

に

指
導

性
と
方
向
性

と
を
付
与

す
る
職
業

部
隊

(島
①
』
。げ
O
。
弓
。・)
⑥
挟
養
児
童
世
帯
補
助

(》
達

8

閏
§

田
霧

毛
峯

O
①究
巳
①
韓

9

ま

「。コ
)
(》
聞
O
O
)
受
給
者

の
自

立
を
促
す
就
職
刺
激
施
策

(蕾

霜
。
爵

ぎ
8
鼠

く
。
中
。唱
替

)

(芝

舅
)

⑦
社
会
福
祉
依
存

に
代
替
す

べ
き
雇
傭
確
保

と
職
業

訓
練

の
方
法

の
開
発
を
探
究
す
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 四

る
腰
傭
機
会
先
導
施
策

(夢
。

国
居

尊

ヨ
①
見

o
暑
鼠

償
邑

Φ。・
国

。
陣

串
。鵯
霞

)
、

以
上
で
あ
る
。

C

E

T

A

な

ら

び

に

そ

の
他

の
雇
傭
施
策

は
、
労
働
省

(臣
o

O
巷
翼

日
〇三

良

い
n・ぴo
「)

の
総
合
雇

傭

開

発

局

(島
①

O
由
8

0
臨
O
O
ヨ
實
①
げ
①
富
貯
o

図
ヨ
鳳
o
団
ヨ
①ロ
峠

O
Φ〈
①
一〇"
目
①
三
)

(O
C
E

D
)
が
、
主
管
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

(30
)

「
市
民
型
組
織
」
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

『
ア

メ
リ

カ
ニ
大
政
党

に
お
け
る
定

形

.
不
定
形
組
織
体
系

の
相
貌
ー

多
層
性
と
双
極

性
-
』

八
九
頁
1

=

○
頁
参
照
。

い
う
と

こ
ろ
の

「市
民
型
組
織
」
と
は
、
「
イ
デ

オ

瞬
ギ

ー
体
系
を
動
因
と
す

る
グ

ラ
ス
ル
ー
ツ
の
政
党
組
織
」

(置
o
o㎞o
αq
甘
9一ぞ

ヨ
o
翫
<m
酔Φ仙

αq
鑓
器
吋o
o
房

"
鳶
貯

霞
αq鎚
幽・

N巴

8

)

(軍
巴

ト

ρ

Φ①
ロ
。。搾①
ぎ

§

軸

山
ミ
ミ

㌧ミ
掴

壽

、
音

3

恥蛛臨ミ

ミ
ミ

鳳爵

》
ミ
箋
腎
黛
鳶

鯉

§
黄

一旨
ρ

や
㎝8
)
で
あ
る

。
そ
れ
は
、
ま
た
、
「
政
策
志
向
型
市

民
の
結
合
体
」

(H器
q
①
-o
膏

鼻
&

》
田
讐
Φロ
邑

(
唄甑
山
二

》
零
し

と
も
称
せ
ら
れ
る
。

従

っ
て
、
「市
民
型
組
織
」

は
、
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

の
積
極
的
実
現

を

期
す

る
市
民
の
協
力
体

と
考
え
て
さ
し

つ
か
え
な
い
。

こ

こ

で

い
う

市
民

と

は
、
も
と

よ

り
、
社
会
経
済
階
梯

の
全
域

に
拡
散
し
て

い
る
通

常

の
意
味

に

お
け

る

市
民

で
は
な

い
。
そ
れ

は
、
政
治

に
対
し
て
本
質
的

な
関

心
を
抱
く

と
こ
ろ
の
、
法
律
家
、
医
師
、

教
職
者
、
専
門
管

理
職
、
聖
職
者

、
な
ら
び

に
、
以

上
の
配
偶
者
、
な
ど
を
指
す
。
彼

ら

は
、
現
代

ア
メ
リ
カ
の
政
治
状
況

に
お
い
て

「
新

人
種
団
体
」

(器
類

①
浄
議
。
鴨
o
毒

)

〔幻
o
冨
「仲

寓
・
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冨
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e
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§

ミ
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と
呼

称

さ

れ

た

、

中

流

上

層

も

し

く

は

上

流

階

層

に
属

す

る

高

学

歴

周

で

あ

り

、

社

会

経

済

階

梯

に

お

け

る

上

位

の
占

有

春

で

あ

る

(
拙

稿

、

前

掲

八

九

頁

、

Qり
。
富
無

帥
鑑

じd
9

犀
噌

o
や

鼠
酔
・・

"
ウ

】
】
鳴
-
憲

O
・)
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こ

の

よ

う

な

「
市

民

型

組

織

」

の

活

動

家

は
、

「
政

治

的

純

粋

主

義

老

」
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葺
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ミ
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ミ
ミ
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ぎ

ミ
§
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団
導

鴨斜
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掌
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9
)

と
呼
ば

れ
て
い
る
。
「
政
治
的
純
粋
主
義

者
」

は
、
政
策
志

向
型

で
あ
り
、
従

っ
て
、
政
党
活
動
が
彼
ら
に
意
味

す

る
と

こ
ろ
は
・
そ
れ
が
重
要
な
政

治
目
標
を
実
現

す
る
た
め
の

一
手
段

に
す
ぎ

な
い
と

い
う

こ
と

で
あ
る

(0。
。
鎚
母

鱒
邑

響
。r

β

魯

二

や
ヒ

O
.)
。
「
政
治
的
純
粋

主
義
者
」
は
、
自
己

の
見
解
が
政

党

に
よ

っ
て
曖

昧
な
言
語

の
使
用
も
妥
協
も
な
く
卒
薩

か

つ
正
確

に
提
起
さ
れ
る

こ
と
を
希
求
す
る
。
彼
ら
は
、
選
挙
に
お
け
る
勝

利

の
確
保
を
求
め
る

に
せ
よ
、
自
己
の
意
見
表
明

を
犠

牲

に
し
て
ま
で
選
挙

に
お
け
る
勝
利
の
確

保

を
追
求
し
よ
う
と

は
お
も
わ
な

い
。
彼
ら
の
考

・兄
る
と
こ
ろ

に
よ

れ
ば
、
政
党
大
会

と
は
、
投
票
者

の
歓
心
を
買

う

こ
と

に
よ

っ
て
選
挙

に
お
け

る
勝
利
を
確
保

し
得

る
候
補
者
を
、
党
員
が
選
定
す
る
た
め
に
会
合
す
る
場
で
は
な
く
、

そ
れ

は
、
党
決
議

を
採
択
し
、
大
会
代
議
員
が
表

現
を
求

め
る

日
Φ羅

鴨

を
具
現
す
る
候
補
者
を
発
見
す
る
場

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

(団
。
一いξ

・。ロ
岱

芝
ま

四.
。。犀
ざ

。
掌

.ぎ

謬

呉

罵

9
)
。
こ
の
よ
う
に
、
「
政
治
的
純
粋
主
義
置

は
、
政
治
の
世
界

に
お
け
る
政
策

.
イ
デ
オ
・
ギ

体
系
の
普
及
と
護

と
い
う

;

の
局

面

に
鮮
烈
な
照
明
を
当

て
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
選

挙

に
お
け

る
勝
利

の
確
保

と
い
う
政
治

の
世
界

の
も
う

一
つ
の
局
面

を
度
外
視

し
、
も
し
く
は
、

こ
れ
を
故
意

に
陰

影
化

し
て
ゆ
く
。
「
こ
う
し
た
政

治
的
純
粋
主
義

者

は
、
妥
協

と
取
引
、
反
対
勢
力

に
対
す

る

和
解

的
態
度
、

公
衆

の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
多
少
と
は

い
え
節

を
折
る
こ
と
、
以
上

の
ご
と
き
現
代
政
治
家

の
用

い
る
常
套
手
段
を
、
偽
善
的

な
る
も
の
と
看
倣
す

。
彼

ら
は
、
原
理
の
宜
明
と
道
義
的
秩
序
の
維
持
の
向
上
と
に
基

礎
を
置
く
政
治

の
様
式
を
選
好
す
る
」

(勺
o
『
ξ

讐
山

堵
ま

帥諺
与

.
o
マ

。一r

禽
げ

巴
こ

一零
ρ

毛
・ω
O
-
ω
一
・)。

「
市
民
型
組
織
」

の
活
動
家

で
あ
る

「政
治
的
純
粋

主
義
者
」
の
顕
著
な
特
質

と

し
て
、

「意
思
決
定

の
た
め

の
内
的
基
準
な

い
し

"
深
奥

の
〃
政
治
的

確
信
の
強
調
、
妥
協

の
拒
絶
、
選
挙

に
お
け
る
勝
利

の
確
保

へ
の

志
向
性

の
欠
落
、

そ
し
て
、
内
的
規
範

に
対
す

る

誠
実

性

・
首
尾

一
貫
性

・
信
奉

と

い
う

意
思
決

定

の
様
式

と
純
粋
性

の
強
調
」

(島
。

①ヨ
讐
鋤
m一。。

。
旨

一ロ
什Φ
.ロ
凹
一

鼠

枠。
旨

断g

山
8
匠
8

噛
o
"

司
げ
餌
=

ゴ
曙

紅

一①
〈
。

、.山
Φ
g

匹
暑

・

一鼠

α
p
.、
匪
Φ
マ

「Φ一・。
ま

昌

。
噺
8
冒
℃
『。
巨
。・Φ
二
匿

二
g
犀
。
{
。
『凶。
目
け鋤
砕一。
コ

け。
毛
⇔吋α

鼠
昌
コ
一ロ
αq
嚇

爵
Φ搾

。。け器
器

。
ロ

爵
①
。。け覧
①
凶
註

弓
巳

苗

無

山
。。ぼ
自

-ぎ
伸Φ。Q
馨
さ

8
邑

。。冨
暑
ざ

巴
冨
「窪
8

幹。
一暮
Φヨ
巴

昌
。毒

。。)

(Hぼ
匹
こ

℃
。ω
ω
.〉
の
諸
点
が
、
指
摘

さ
れ
る

所
以
で
あ
る

(拙
稿
、
前
掲
九
三
頁
)。

「政

治
的
純
粋
主
義
者
」
の
対
極

に
位
置
す
る

の
が
、
「
職
業
的
活
動
家
」

(昏
①
箕
。
密
鼠
。
昌
ら

で
あ
る
。
「職
業
的
活
動
家
」
は
、

こ
の
国

に
伝
統
的
な
党
活
動
家

で
あ
る
・
彼

ら
の
主
要

な
忠
誠
感

の
志
向
対
象

は
、
党

そ
の
も

の
で
あ

り
、
そ
の
運
動
様
式

は

慧

σ・
量

・
で
あ
る

(ω
。
冨
ロ
訂

乱

田
。r

。
亨

。ξ

噂
ヒ

リ
.)
。
「
政

治
的
純
粋
主
義
者
」
と

「
職
業
的
活
動
家
」

の
諸

特
微
を
対
比
的

に
示
す
な
ら
ば
、
表

6
の
よ
う

に
な
る

(一匡
ユ
こ

博
お
P
)。

も
と

よ
り
、

こ
こ
に
表
示
さ
れ
る
双
方

の
諸
特

徴
は
、
そ

の
実
相
の
正
確
な
写
像

で
は
な
く
、
実
相

か
ら
抽

出
さ
れ
た
純
粋
型

の
原
型
的
映
像

で
あ
る
。
双
方
の
現

実
態

は
、

こ
れ

ら
の
諸
特
徴

が
混
流
す
る
接
合

態
を
形
づ
く

っ
て
い
る
、

け
れ
ど
も
、

双
方

の
諸
特
徴

の
類
型
的
な
比
較

は
、
都
市
政
治

に

お
け

る
政
党
幹
部
組
織

所
属
政
治
家

(墓

。『
冒
o
醤
臣

。曽

。・)

と
改
革
者

(H既
。
登

¢
邑

、
政
党
候
補
者

指
名
大
会

に
お
け
る
忠
実
な
党
員

(℃
鋤.な

.。σq
ロ
一僻同・。)
と
イ
デ

オ

ロ
ギ

!
的
反
逆
者

(達
8
一〇
㈹
冨

=

ロ
農

σq
o鼻
。・)
、
政

党
活
動

の

《
新

》

(、.諾
零
.、)
・
《
旧
》
(..。
一畠
..)
両
様
式

、
以
上
の
間

に

お
け

る

鋭
角
的

な
対
照
性
を
示
す
と

い
う
意
味

に
お
い
て
、

そ
れ

は
、
有
用
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
い

(ψ
o
冨
ξ

凶薮

守
6r

o
噂
・
9
砕・噌
箒
」
お
山
b。
9
)
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 鳴

(31
)

シ
カ
ゴ
及
び

ナ

ジ
ソ
ー
郡

に
お
け
る
政
党
幹
部
組

織
が
、

旧
式

の
地
方
政
党
組
織

の
象
徴

で
あ
る
と
し
た
ら
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
お
け

る
ワ

ヅ
ク
ス

マ
ソ
ー
パ

ー

マ
ソ
同
盟

(臣
o
毛
9。図
ヨ
葺
-響
同臼
自・昌
&
置
譜
8
)

は
、
強
力
な
地
方
政
党
組
織

の
未
来
像

を
示
す

も
の
と

い

っ
て
よ
い
。
そ

の
創
設
者
で
あ

る
進
歩
的
な
民
主
党
下

院
議
員

H

.
A

.
ワ
ッ
ク
ス

マ
ソ
と
H

・
L

・
バ

ー

マ
ン

(国
①霞
圃
}

零
9。N
ヨ
睾

鱒乱

寓
o
喝
臼
傷

r

圏
毒

き
)

の
名
前

を
冠
し
た

ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
市
を
基
盤
と

す
る

こ
の
同
盟
は
、
情
案
人
事
職

の
配
分
と
区
委
員
会
委
員

(調
碧
畠
8
目
日
窪
8

ヨ
睾

冨
邑

の
選

挙
活
動
と

に
よ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
ダ

イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
広

範
な
活
用
と
T
V

・
ラ
ヂ

オ
等

の
新
た
な
選
挙
技
術

の
駆
使
と

に
よ

っ
て
、
選
挙
組
織

と
し
て
の
成

功
を
重
ね

て
き

た
。
諸
多

の
点

に
お

い
て
、

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ
ー
バ

ー

マ
ン
同
盟

は
、

ナ

ヲ
ソ
1
幹
部
組
織
か
ら
の
画
然

た
る
反
転

の
構
図
を

と

っ
て
い
る
。
非
公
式
組

織
、
候
補
者
中
心
の
組
織

、
そ

の
選
定
す
る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

蹴

ン

・
メ
デ

ィ
ア
の
非
個
人
性
、
基
本
的

に
反
政
党
環
境

(ぴ
鼠

。mξ

窪
号

貰
ぐ

①零

…撹§

①馨
)

の
下

に
あ

る

カ
リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

の
所
産
、
な
ど
が
、

こ
れ

に
当

る
。
同
じ
く
、
事
実
上
、
全
国
政
治
を
局
外
視

し
、

地
方
公
職

の
獲
得

の
み
に
専
念

す
る

ナ

ッ
ソ
ー
幹
部
組
織
と
異
な
り
、

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ
ー

バ
ー

マ
ン
同
盟
は
、
地

方
政
治

に
ほ
と

ん
ど
関
心
を
示
さ
な

い
。
当
該
同
盟

は
、
下
院
議
員
候
補
者

の
選
出
と
内
政

・
外
交

両
政
策

へ
の
影
響
力
の
行
使
と
に
、

エ
ネ

ル
ギ
!
を
集
中
的

に
傾

注
す
る
。

し
か
し
、
両
組
織

は
、

こ
う
し
た
双
極
的

な
対
比
構
造

を
み
せ
る
に
せ
よ
、
自

己
の
友
人

知
己
の
選
挙
職

・
任
命
職

へ
の
就
任

に
惜

し
ま
ず
助
力
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
政
治
権
力

を
蓄
積
し
て
ゆ
く
と

い
う

一
点

に
お
い
て
、
共
鳴
音
を
生

み
だ

し
、
矛
盾
な
く

共
存

し
得
る
。

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ

ー
バ

ー

マ
ソ
同
盟
は
、

ロ
ス
ア
ン

ゼ

ル
ス
市

に
お
け

る
娯
楽
産
業

の
豊
富
な
資
金
と
強

力
な
進
歩
主
義

の
選
挙
基
盤
、
そ
れ

に
、
著
名
な

民
主
党
顧

問
で
あ

る
バ
ー

マ
ソ
議
員

の
兄

マ
イ
ケ
ル
(ζ
搾
げ
器
一)

の
優

れ
た
ダ

イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
技
術
、
以
上
の
三
者

を

一
体
的

に
結
合
す
る
。
洗
練

さ
れ

た
資
金
調

達
方
法

の
運

用
と
説
得
力

に
と
む
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
に
よ
る
選

挙
運
動

の
展
開
と

に
よ

っ
て
、
同
盟
首
脳
部

は
、
数
ダ

!
ス
に
及
ぶ
下
院
議
員
、
州
立
法
部
議
員
、
そ
し
て
、
主
要
な
地
方
公
職

に
、
友
人
知
己
を
当
選
さ
せ
る

こ
と

に
成
功
し
た
実
績
を
誇

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
該

同
盟

は
、
主
と
し
て

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ
の
統
制

の

下

に
あ

る

政
治
行
動
委
員
会

(唱
。蜜

。巴

9・6
ユ
言

8
冨
鼠

艸§

)

(
P
A
C
)
(本
註
宋
参
照
)

に
、
選
挙
資
金
を
融
通

す
る
。

一
九
八
三
年
-

一
九
八
四
年

の
選
挙
期

に
、

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ
は
、

一
四
万
ド

ル
を
、

こ
の
P
A
C
と
自
己

の
選
挙
基
金

か
ら
支
出

し
、

こ
れ
を
全
国

に
お
け
る
少
な
か
ら
ぬ
民
主
党
上
下
両
院
議
員
候
補
者

に
供
与
し
た
。
も
と
よ
り
、

こ
う
し
た
供
与

は
、
人
目
を
引
く
こ
と

も
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
報

い
の
あ
る
所
為

で
も
な

い
。
し
か
し
、

一
九

七
七
年
に
、

ワ

ッ
ク
ス

マ
ン
が
、
下
院
商
務
委
員
会

(紳ぽ

国
譲
縮

0
◎
ヨ
鰻
霞
8

0
0
日
巳

鈴悼8
)

の
民
主
党
委
員

八
名

に
、
同
種

の
選
挙
資
金
四
万
ド

ル
を
提
供

し
た
後

に
、
彼

は
、
自

己

よ
り
も
年

功

の
あ
る
議
員
を
飛
び
越
え
て
、
重
要
な
小
委
員
会

で
あ
る
健
康

環
境
小

委
員

(M肖
O鱒
一仲評
伽瓢
幽
閏
〃昌
く
一同O
一口
①口
仲
00
綜
げ6
0
日
日
頃仲仲Φ
①
)
の
委
員
長
職

に
就
任
す
る
と

い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ワ

ヅ
ク
ス

マ
ソ
ー

バ

1

マ
ン
同
盟
は
、
新
た
な
選
挙
技
術

に
立
脚
し
た
政

党
組
織

の
尖
端
的
な
稜
線
を
形
成
し
て
い
る

と
い

っ
て
よ
い

〔門
弘

Qり
筈
象
P

。
や

鼻

』

サ
¢
S

紹
o
巴
8

閑
o
げ

O
雪

仲計

象≦
錦
匿

p

響
吋臣

鵠
雪
脳
≧

一宙

乏

ヨ

8

0り
匿
冨

窯
蹉

。ロ
9。一
℃
。
腎
ざ
..
ぎ

O
§
鷺

霧

§

ミ

O
§

ミ
ミ
鳶

き

軸却
曹

§
卜

亀

(』
薦

§

き

N§

y

唱
」
露
O
∴
①卜。
ω
・〕
。

P
A
C
は
、
連
邦
選
挙
運
動
法

(爵
Φ
団
&
。邑

田
Φ鼠

8
。。
O
簿ヨ
琶

唱

〉
。齢)

(
一
九
七

一
年
制

定

・
一
九
七
四
年
修
正
)
の
下

に
お
い
て
、
法
的

に
正
当

な
存
在

と
し
て
承
認

さ
れ
て

い
る
。

P
A
C
は
、
基
本
的

に
は
、
選
挙
運
動

に
資
金

を
提
供
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
選
挙

の
結
果
に
影
響
力
を
行
使

し
よ
う
と
す
る
志
を
同
じ
く

(75)75



す

る
人

々
か
ら
成

る
自
発
的
結
社

で
あ
る
。
連
邦

選
挙
委
員
会

(臣
Φ

殉
&
霞
巴

田
①
鼠

窪
。・

O
。
ヨ
曜

巳
鴇
ご
昌
)

(
F
E
C
)

は
、

P

A
C
を
六
個

の
範

疇

に
分
類
し

て

い
る
。

こ
の

う

ち

の

四
範
疇
-

企
業

(O
。
壱
。
『卑
①)
、

労
働

(訂
げ
o
「)
、

通
商
/

会

員

制

/
健

康

組

織

(類

民
①
＼
竃
書

げΦ
誘
『
ミ

寓
Φ
p穿

9

σq
碧
冨

仲δ
鵠
)
、

そ

し

て
、

無

所

属

(ツ剣O
コ
ー(
WO
コ
昌
①O陣①山
)
1
が
、
P
A
C
全
体

の
九
五

%
以
上
を
占
め
て

い
る
。
現
在
、
凡
そ
四
〇
〇
〇

以
上

の
P
A
C
が
F
E
C
に
登
録

さ
れ
、
連
邦
選

挙

に
お

い
て
活
動

し
て
い
る
。
州
及
び
地
方

の
選

挙

で
活
動
す

る
P

A
C
は
、
数
千

に
達
す
る
。
現

代

に
お
け
る
P
A
C
は
、
企
業

に
対
し
て
、

P
A

C
を
発
足
さ
せ
運
営
す
る
た
め
に
企
業
資
金
を
使

用
す
る
許
可
を
与

え
た
、
F
E
C
A
の
曖
昧

な
規

定

に
よ

っ
て
、
法
的
存
在

と
し
て
承
認
さ
れ

た
結

社

で
あ
る
。
当
該
規
定

の
存
在
す
る
に
至
る
ま
で

は
、
P
A
C
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
な
ら
び

に

そ
れ
以
降
、
労
働
組
織

の
み
に
よ

っ
て
使
用
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
今
・日
で
は
、
企
業
、
労
働
組

織
を
は
じ
め
、
諸

種
の
産
業
結
社
、
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
集
団
、
そ

の
他
、
様

々
な
集
団
が
、
P
A
C
を

組
織
し

て

い
る
。

連
邦
法

の
下

で

は
、

P
A
C

は
、
直

接
、

一
万
ド

ル
ま
で
-
予
備
選
挙

に
お
い

て
五
〇
〇
〇
ド

ル
、
選
挙

に
お
い
て
五
〇
〇
〇

ド

表7PAC数 の増大 と下院議員候補者へのPASの 献金総額.1974--1984.
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ル
ー
候
補
者
に
献
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
と
し
て
、
民
主
党
が
、
こ
う
し
た
P
A
C
に
よ
る
献
金
の
五
五
%
を
、
共
和
党
が
四
五
%
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
受
領
し

て
い
る
。
し
か
し
、
P
A
C
献
金
総
額
の
大
部
分
は
、
既
に
公
職
を
占
有
し
て

い
ゐ
現
職
者

の
選
挙
資
金

の
水
系
と
し
て
、
彼
ら
の
基
金
の
う
ち
に
流
入
す
る
。
事

異
、
民
主

.
共
和
両
党
の
現
職
者
は
、
P
A
C
献
金
総
額
の
六
五
%
を
取
得
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
、
現
職
者
に
対
す
る
挑
戦
候
補
者
は
、
こ
う
し
た
献
金
総
額
の

一
一〇
%
を
辛
う
じ
て
確
保
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
現
職
者
も
挑
戦
候
補
者
も
存
在
し
な
い
空
白
議
席
を
め
ぐ
る
選
挙
戦
め
場
合
、
そ
こ
に
投
ぜ
ら
れ
る
P
A
C
資
金

は

、

そ

の

総

額

の

一
五

%

で

あ

る

(
竃

・
吋
O
彪
鴬
叩

》
§
ミ

魯
黛
誕

b

笥
騎
"
㌶
Q
壁

ミ

O
Q
鵯
鴬

ミ
偽
蕊

碕
遣
職

寒

偽
畿
§

句
矯
o
唱
.o
繭悼こ

や

一
零

.)
。

P

A

C

数

の
増

大

と

下

院

議

員
候
補
者

へ
の
P
A
C
の
献

金
総
額
を
裏
示
す

る
な
ら
ば
、
衷

7
の
よ
う

に
な
る

(O
.O

智
8
げ
。。9

噛
o㍗

6凶f

ウ
①↑
)
。

一
九
八
六
年

の
選
挙

で
は
、
上
下
両
院
議

員
候
補
老
に
対
す
る
P
A
C

の
献
金
総
額

は
、

一
億
}二
二
〇
〇
万
ド

ル
に
達

し
た

(ρ

≦
婁

Φ壽

β

寒

導

終

恥
ミ

》
ミ
恥ミ

§

国

ミ
§

噛
。
噂
・興

蠕
噂
.・。
・。
S
)
。

な
お
、
P
A
C

に
対
す
る
評
価

に
は
、
肯
定

・
否
定

の
両
極
性
思
考
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
肯
定
的
見
解

か
ら
述

ぺ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
次

の
六
点

に
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
る

(図
.ζ
.
℃
一〇
庸
孕

o
マ

o#
ニ

マ
一Qo
らq
鴫
や"
.一◎◎
α
1
一◎o
S
)
。

①
は
、
P
A
C
が
果
た
す
教
育
的
役
割

で
あ
る
。

P
A
C
は
、
時

の
係
争
問
題
と
そ
れ
が
及
ぼ
す

利
害
関
係
と
に
人

々
の
関
心
を
集
中
さ
せ
、

こ
れ
ら
を
世
上
に
沸

騰
さ
せ
る
。
従

っ
て
、
P
A
C
は
、
さ
も
な
く
ば

候
補
者

の
人
格
と
投
票
者

の
党

へ
の
忠
誠
感
と
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
得
る
選
挙
運
動

に
、
政
策
志
向
と

い
う
動

線
を
力
強
く
描
き

こ
み
、
.」
れ

に
政
策
志
向
性

の
ヴ

ェ
ク
ト

ル
を
付
与
す
る
。
こ
う
し
て
、

P
A
C

は
、
投
票
者
を
教
育
し
、
蕃
本
的
な
内
外

の
諸
政
策

に
対
す
る
彼

ら
の
思
考
を
誘
導
す
る
。
②

は
挑
戦
候
補
者
に
対

す
る
資
金
援
助

で
あ

る
。
P
A
C
は
、
現
職
者
に
対
し
て
、
選
挙
資
金

の
局
面
に
お
い
て
劣
位

に
た
つ
挑
戦
候
補
者

の
立
揚
を
補
強

し
、
双
方
の
間
に
均
衡

の
糸

を
張

り
渡
す

こ
と
を
試

み
る
。

P
A
C
の
出
現

に
よ

っ
て
、
議
会
及
び
州
立
法
部

に
お
け
る
代
議
員

の
交
替
率
が
、
増
大

す
る
に
至

っ
て
い
る
。
③
は
、
P
A
C
の
組
織
化

が
、
利
益
集
団

に
よ
る
選
挙
資
金

の
不
透
明

・
不
可
視

の
調
達

・
配
分
両
過
程
を
透
明
な
視
覚
的
世
界
に
切
り
替
え

た
と
い
う

.b
と
で
あ
る
。

P
A
C
体
系

(℃
>
O

。・藁

①
日
)
は
、
法
的

に
承
認
さ
れ
た
存
在

で
あ

り
、
選
挙
資
金

の
提
供
者
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
白
日
の
下

に
曝
す
。

こ
れ

に
よ
り
、

い
ず
れ

の
公
職
占
有
者

が
ど

ち
ら

の
P
A
C
か
ら
選
挙
資
金
を
提
供

さ
れ
た
か
を
、
容
易

に
確

認
す
る

こ

と

が
可
能

と
な
る
。
「
今
日
、
選
挙
資
金
の

調
達
は
、
従
来

に
お
け
る
よ
り
も
、
遙

か
に
透
明

と
な

っ
で

い
る
。
我

々
は
、
誰
が
選
挙
資
金
を
提

供
し
、
誰
が
そ
れ
を
受
領

し
た
か
を
、
知

る
こ
と
が

で
き

る
。

こ

う
し

て
、
我

々
は
、
我
が
国

の
歴
史
上
、
最
も
広
範

な
政
治
資
金
供
与

の
基
盤
を
有

す
る
に
至

っ
て

い
る
」

と
、
企
業

に
お
け

る
公
共
問
題
担
当
役
員

か
ら
構
成
さ
れ

る

非

党

派

的

組

織

の

公

共

問

題

審

議

会

(
爵

o

穿

げ
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葭

帥
冨

O
o
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ロ
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長
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ロ
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ユ
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ロ
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ミ
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こ

の

よ

う

な

P

A

C

に

よ

る

選

挙
資
金
の
調
達
は
、
密
室
で

ロ
ビ
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
穏
密
の
非
合
法
な
選
挙
資
金
の
提
供
よ
り
も
、
す
ぐ
れ
て
健
全
で
あ
る
。
そ
う
し
た
穏
密
裡
の
選
挙

資
金
の
調
達
に
は
、
往

々
、
直
接
の
票
の
買
収
を
伴
な
う
。
も
し
P
A
C
が
存
在
し
な

い
と

し
た
ら
、
候
補
者
は
、
彼
ら
自
身
の
私
財
か
ら
選
挙
資
金
を
稔
出
す
る

か
、
そ
れ
と
も
、
《
大
口
献
金
者
》
({帥紳
。。
画)
に
そ
れ
を
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
P
A
C
が
存
在
す
れ
ば
こ
そ
、
候
補
者
は
、
時
の
係
争
問
題

の
解
決
策

に
思
考
を
集
中
し
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
投
票
者
か
ら
選
挙
資
金
を
獲
得
す
る
。
P
A
C
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人

々
に
対
す
る
責
任

C??)77



を
減
退
さ
せ
る
制
度

で
は
も
と
よ
り
な
く
、
逆

に
、
政
党
と
候
補
者
を
、
投
票
者

の
関

心
事
に
応
答

さ
せ
て
ゆ
く
中

心
的
装
置
と
し
て
積
極
的

に
活
用
さ
れ
る
ぺ
き
も

の
と
解

し
て
よ

い
。
④

は
、

P
A
C
が

ア
メ
リ
ヵ
政

治

に
必
ら
ず

し
も
曲
折
と
偏
向
を
付
与
す
る
も

の
で
は
な

い
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。

労
働

P
A
C
を
含
む
す

べ
て

の
P
A
C
が
提
供
す

る
選
挙
資
金
総
額

は
、
今

日

、
全
国
公
職
選
挙

に
供
与
さ
れ
る
選
挙
資
金
全
体

の
四
分

の

一
以
下

で
あ

る
に
す
ぎ
な

い
。
企
業

P
A
C
は
、

こ
う

し
た
選
挙
資
金
全
体

の

一
〇
%
以
下
を
供
与
し
て

い
る
に
す
ぎ

な

い
。
全
国
公
職
候
補
者

一
人
当

り

に
対
す

る

一
企
業

P
A
C
の
平
均
供
与
額

は
、

一
九
八

一
年
-

一

九
八
二
年

の
時
点

で
、
六
五
七
ド

ル
で
あ
り
、
企
業

P
A
C

に
よ
る
全
供
与
額

の
九

七
%
は
、

一
企
業

P
A
C
当
り
二
五
〇
〇
ド

ル
以
下

の
拠
出

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

て

い
る
。

こ
う

し
た
些
少

の
供
与
額

で
、
全
国
公

職
占
有
者

へ
の
接
近

の
機
会
を
買
収
す
る

こ
と
は
、
も
と
よ
り
、
不
可
能

で
あ
る
。

ま
た
、
接
近

の
機
会
を
把
握
す

る

こ
と
と
、
票
を
買
収
す
る
こ
と
と
は
、
同
義

で

は
な

い
。

R

・
ア
ー

ム
ス
ト

ロ
ン
グ

が

結
論
す
る

よ
う
に
、
「
一
五
年
以
前

に
お
け

る
政
治

の
実
態

と
比
較
す

る
な

ら
ば
、
P
A
C
は
、
ま

さ
し
く
、
貧
民
救
護
婦
人

会

(臼
Φ
い
葺
一Φ
ω
一仲。。Φ話

。
h
↑げ
o
灯
o
o
「)
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
」
(即

≧

日
。・酔.。
ロ
σQ
騨-
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掌

。罫
蝸
や
9

即
.竃
.
躍
。
信
。。曽

。
や

9
f

,
一。。
9
)
⑤

は
、
P
A
C

に
対
す
る
規
制

も

し
く
は
制
限
が
、
人

々
の
言
論

・
集
会

の
自

由
を
否
定
し
、
時

の
係
争
問
題

に
関
す
る
十
分
な
討
論

を
窒
息

せ

し
め
る
可
能
性
を
は
ら
む
と

い
う
点

で
あ
る
。

マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
通

し
て

投
票
者

に

8
臼
日
ロ
凱
。卑
①
す
る
集
団

に
資
金
を
提
供
す
る
人

々
の
能
力
を
制
限
す
る
法
律

の
制
定
を
公
職
占
薯

に
許
容
す
る
こ
と
は
、
市
民
的
自
由
の
存
立
に
脅
威
と
な
る
危
険
な
先
例
を
開
≦

」
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
加
、そ

、
特
殊
利
華

団
の
存
在

は
、
民
主
政
治
の
運
営
と
活
性
化
に
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
特
殊
利
益
集
団
の
組
織
す
る
P
A
C
は
、
選
挙
資
金
供
与
額
を
公
開
す
る
ほ
か
、
人
々
の
間
に
、
時
の
係

争
問
題
に
対
す
る
関
心
と
討
論
を
喚
起
し
、
そ
の
成
果
を
政
府
に
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人

々
の
要
望

に
応
答
す

る
貴
任
あ
る
政
府
の
積
極
的
実
現
に
向
か
っ

て
・
努
力
を
傾
倒
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
⑥
は
、
P
A
C
に
対
す
る
世
論
の
支
持
で
あ
る
。
全
国
に
及
ぶ
投
票
区
に
お
け
る

一
五
〇
三
名
の
投
票
者
を
対
象
に
、

一
九
八
三
年

に
・

Ω
§

。・
Φ碁

・
し・"

ぎ

が
行

な

っ
た
世
論
調
査
の
結
果
が
示
す
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
調
査
対
象

の
ほ
ぼ
三
分
の
二

は
、
P
A
C
と
は
何
か
を
知

っ

て
お
り
・
調
査
対
象

の
五
三
%
が
・
全
国
選
挙
に
対
す
る
P
A
C
の
選
挙
資
金

の
提
供
を
是
認
し
、
こ
れ
を
否
認
す

る

の
は
対
象
者
三
三
%

に
す
ぎ
な

い

(給
。

賢

§
§

恥
き
ミ
ミ

軋
O
§

鳶
騎
暗
隷
、
焼ミ

ミ
ミ
寧

き

母
§

電

竈
。。釣

や
ε

。
以
上
が
、

P
A
C
に
対
す
る
肯
定
的

見
解

で
あ
る
。

他

方

、

P

A

C

に

対

す

る

否

定

的

見

解

は

、

凡

そ

、

次

め

三

点

に

総

括

さ

れ

る

(
即

ζ

・
国

。
眞
伊

o
,

。
詳

サ
"
や

一
。。
α
嘔
一
◎。
ゆ
)
。

①

は

、

P

A

C

の

拾

頭

に

よ

る

政

党

の

弱

体

化

で

あ

る

(罫

団
。
菖

αq
旧
。
や

。
F

博
,

呂

S

℃
旨

一
Q自
・
=
。
目
自

o
ぎ

穿

、
竜

O
碕
§

黛
暗
謡
㌧
躇

馬謡

§

俺

遣

。。
O
恥
㌦
ミ

q
恥

§

ミ

§

§

ミ
§

ミ

ミ

黛
§

§

ら
ぎ

忌

§

§

箋

焼嵩
§

晦
§

笥
§

ミ

§

§

こ

b
・。・。亀

・N』
ε

。
P
A
C
は
、
今
日
、
選
挙
資
金
の
調
達
に
お

い
て
・
主
要
な
役
割

を
演
じ
て

い
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、

P
A
C
は
、
新
候
補
者
の
発
掘
、
選
挙
戦
術

の
案
出
と
編
成
、
候
補
老

イ

メ
イ
ジ
の
形
成
、
投
票
者

の
動
員

な
ど
の
、
伝
統
的
な
政
党
機
能

の
分
野

に
お
い
て
も

、
積
極
的

に
活
動
す

る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
う

し
て
、

P
A
C
は
、
政
党

の
存
立
と
活
動

に
挑
戦
す
る
ば

か
り
で

は
な
く
、
さ
ら
に
、
伝
統
的
な
政
党
…機
能

の
分
野

や
他

の
選

挙
関
連
諸
活
動

の
領
域

で
は
、
政
党
を

凌
駕
す

る
ま
で
に
成
長

し
て

い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
L

.
J

.
サ

バ
ト

(写

こ

ω
9げ
き

)

(ヴ

r

ジ

・ヲ

州
立
大
学
)

(d
・
ぎ

・・ξ

亀

く
唇

芭

は
、

こ
の

こ
と
を
次
の
よ
う

に
い
う

(ξ

。。
昏
臼
骨。・

§

馬
ミ

物雨
ミ

き
穐

き

ミ

皆
ミ

O
§

巽

鳶
亀
ミ

融

冬

ミ

ミ

ご

恥
ミ

§

鵜
ミ

轟

寒

黛
脳§

始
-
竈

Q。
ト

や

魯。
起

・
即

o自
・
=
臼
導

8

ロ
匂
o
即

o
岸

・
唱
・ω
・
)
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 四

「幾
多
の
政
治
行
動
委
員
会
は
、
政
党
と
同
様
、
選
挙
資
金
を
調
達
し
、
党
員
数
を
伸
張
さ
せ
、
新
た
な
候
補
者
を
募
り
、
選
挙
運
動
を
組
織
的
に
繰
り
拡
げ
、
公

職
占
膚
者
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
歩

一
歩
確
実
に
、
政
党
に
対
抗
す
る
制
度

へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
P
A
C
は
、

一
つ
に
・
政
党
か
ら
承
け
た

選
挙
資
金
の
調
達
と
い
う
潜
在
的
な
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
選
挙
資
金
の
調
達
に
お
い
て
既
に
政
党
に
優
り
、
あ
ま
つ
さ
え
、
自
ら
を
公
職
に
就
け
た
の

は
P
A
C
で
あ
る
と
、
支
持
者
に
、
民
主
党
委
員
会
も
し
く
は
共
和
党
委
員
会
に
対
し
告
知
さ
せ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
」
。

P
A
C
は
、
こ
の
よ
う
に
、
候
補
者
と
政
党
、
そ
し
て
、
政
党
と
投
票
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
お
け
る
結
合
の
環
を
弱
体
化
さ
せ
る
に
至

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

P
A
C
は
、
重
要
な
選
挙
諸
資
源
を
藥
積
し
、
多
様
な
職
業
上

・
社
会
経
済
上

・
政
策
イ
デ
オ
¢
ギ
ー
体
系
上
の
諸
集
団
を
選
挙

に
お
け

る
勝
利
の
確
保
を
囲
ざ
し

て
動
員
し
、
候
補
者
に
対
し
て
、
政
党
に
と
っ
て
替
る
ぺ
き
選
挙
資
金
源
と
選
挙
諸
用
役
と
を
給
付
し
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
②
は
、
代
議
制

へ
の
脅
威
で
あ
る
。

。
。
葺

。
瓢
o
m魔
器
.・・
℃
8
幕

》
讐

・・仲
震

o
.2

超
党

派
の

Ω
量

奮

〉
。・帥
陣裂

田

ρ

ピ
〉
ω
弓

き

(
P
A
C
の
廃
棄
を
昌
標

に
掲
げ
る
P
A
C
)
な
ど
の
・
P
A

C
に
対
す
る
批
判
者

は
、

P
A
C
は
代
議
制

の
存

立
を
根
底

か
ら
脅

や
か
す
と
主
張
す
る
。

カ

ン

ザ

ス
州
選
出

の
共
和
党
上
院
議
員
R

・
ド

ー
ル

爲
o
竃
詳

U
巳
①
)

は
、
「貧
し

い
人

々
は
、
選
挙
資
金
を
供
与
す
る

こ
と
が

で
ぎ

な
い
。

も
し

こ
こ
に
貧
者

の
た
め
の

P
A
C

(勺
。
。7
℃
》
O
)
が
存
在

し
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
現
在

と

は
異
な
る
結
果
が
現
出
す

る
で
あ

ろ
う
」

と
述

べ
て
い
る

(即
琶
。
「帥巴

げ
圃

≧

鵠
霞
r

§

軸

ミ
ぼ
亀

qり
叫鳶
ミ

智
ミ
醤
ミ

愛

を

謡
・
嵐塗
戯
・
四
竃

国
o
自
孕

0
7

n幽r

,
一c。
9
)。
P
A
C
は
、
一
般
公
衆
を
犠
牲

に

し
て
、
実
業
界
、
専
門
管
理
職
層
、
そ
し
て
、
労

働
界

に
所
属
す
る
献
金
者

に
、
利
益
を
与
え
る
。

P
A
C
の
庇
護

下

に
あ
る
公
職
占
有
者

は
、
投
票
者

に
対

し
て
で

は
な
く
、
P
A
C

に
対

し
て
責
任

を
負
う
。
選
挙
資
金

の
提
供
と
議
会
に
お
け
る
投
票
態
度
と
の
間

に
は
・
両
者

を

切
り
離
す

こ
と
が
で
き
な

い
不
透
明
な
関
係
が
存
在

す
る
。
例
え
ば

、
中
古
車

デ

ィ
ー

ラ
ー
に
各
中

古
車

の
欠
陥
を
記
録

す

る

こ

と

を
命
じ
た

山
司
①号
邑

↓
墨
紆

O
。
ヨ
邑

沼
δ
コ

三

Φ
を
破
棄

す
る
た
め
に
投
票

し
た
工
八
六
名

の
下
院
議
員

は
、

中
古
車
デ

ィ
ー
ラ

ー
か
ら
、
前
も

っ
て
七
四
万
;

二
七

一
ド

ル
の
選
挙
資
金
を
受
領

し
て
い
た
。
別
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

環
境
規

制

に
よ

っ
て
影
響
を
蒙
る

七
企
業

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
P
A
C
は
も
と

よ
り
、

下
院

エ
ネ

ル
ギ
ー
商
務
委
員
会

(島
。

出
。償
給

団
鵠
.
壇αq
回
帥註

O
o
臼
ヨ
臼
8

0
0
ヨ
巳

#
8
)
の
全
委
員

に
、
七
六
万
七
〇
〇
〇
ド

ル
の
選
挙
資

金
を
供
与
し
た
。
さ
ら

に
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
P
A
C
も
ま
た
、
五
〇

万
ド

ル
以
上
を
、
同
じ
く
委
員
全
員

に
献
金
し
て

い
る
。
こ
の
結
果

は
、
あ

る
下
院
議
員
が
指
摘
し

た
よ
う

に
、
「
巨
額

の
資
金
が
政
治

の
領
域

に
流
入
す
る
と
き
、
巨

大
な
義
務
が
、
政
治
家

の
心
に
抱

か
れ

る
と
い
う

こ
と
は
、
世
間

の
有

り
触
れ
た
事
実

で
あ
る
」
と

い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

(P

堵
四馨

§

欝
・
§

偽
しu
禽
詩
吻

亀

缶
藁
噛恥
、
臥ら
§

き

ミ
艦ら勉.
o
や
。持
ゆ
㌻
b。
・。Q。・)。
さ

ら

に
、
相
対
的

に

い

っ
て
、
資

金
の
政
治
領
域

へ
の
衝
撃
を
閉
塞
す
る
方
法

は
皆
無
も
同
然
で
あ
り
、
選
挙
運
動

を
展
開
す
る
政
治
家
が
選
挙
資
金
を
獲
得
す
る
た
め

に
用

い
る
べ
き
創
造
的
な
方
法
も
、
同
じ
く
存

在

し
な

い
と
み
て
よ
い
。
あ
る

ロ
ビ

イ
ス
ト
が
冷
笑
的

に
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、

「政
治
体
系
か
ら
選

挙
資
金

の
も
た

ら
す
害
悪
を
追
放
す
る
試
み

は
、

十
代
の
若
年
層

に
性

に

つ
い
て
考
え
る
な
と
命
ず

る
法
律
を
作
成
す
る

こ
と
に

類

似
し
て

い
る
。
…
法
律

は
不
要

で
あ
る
。
必
要

で
あ
る
の
は
、
脳
葉
切
除
術

で
あ
る
。」

(凄

山
二

や
b。ω
。。
')
③

は
、
P
A
C
に
よ
る
選
挙
資
金

の
供
与

は
・
P
A
C

の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
投
資

で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
P
A
C
に
よ
る
選
挙
資
金
供
与

は
、

も
と
よ
り
、
公
職

へ
の
最
良
の
候
補
者
の
選
定

に
・
そ
の
目
標
を

殴
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
多
数

の
候
補
者
が

受
領
す
る
P
A
C
か
ら

の
選
挙
資
金

の
大
部
分

は
、
彼
ら
自
身

の
選
挙
民
か
ら
遠
く
隔

た

っ
た
人

々
の
利
益
を
代

(79)79



表

す
る
P
A
C
か
ら
供
与

さ
れ
た
資
金

で
あ
る
。

一
九
七
四
年

に
、
下
院
議
員

の
僅
か
一
一八
%
が
、

彼
ら
の
選
挙
区
外

に
あ

る
P
A
C
か
ら
、
彼
ら
の
選

挙
資
金
の
三

分
の

一
以
上
を
受
領

し
て

い
た
に
す
ぎ

な
か

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
八
四
年

に
は
、
そ
の
数
値

は
、

七
〇
%

に
飛
躍
し
て

い
る

(孚

一一言

罫

Qq
叶①困旨
・
.略
.。
昌
。
ロ
ロ
8

団
>
9

.℃
O
×
、
'鴇、
言

§

恥

審

ミ

奪

沁

↓
艦
ミ
恥
馳

さ

、
さ

嵩

"
憲

。。
典

切
・客
.
国

o
話

"
o
唱
.

α
梓こ

や

一
c。
ρ
)
。

廉

潔

な

政

治

家

は

、

議

会

に

お

け

る

彼

ら

の

投

票

を

、

P
A
C

に
、
抵
当

に
入
れ
る

こ
と
を
望

ま
な

い
。

こ
の
た
め
、
彼
ら
は
、
選
挙
資
金
を
自

ら
借
り
受

け
、
債
務
を
負

う
か
、
そ
れ
と
も
、
資

金
力

に
恵

ま
れ
た
対
立
候

補
者

に
よ

っ
て
敗
退

に
追

い
こ
ま
れ
る
危
険
を
冒

さ
ぬ
ば

な
ら
な

い
。

さ
も
な
く
ば
、
彼
ら
は
、
公
職
か
ら
の
引
退
を
決
意

す
る
ほ
か
は
な

い
.
今

日
、
選
挙

に
お
い

て
勝
利
を
確
保

し
得

た
候
補
者

は
、
彼

ら
の
選

挙
運

動

に
、
巨
額

の
資

金
を
投
下

し
た
と
み
て
よ

い
。
そ
れ
故
、
彼

ら
は
、
そ
の
選
挙
資
金

の
債
務
を
返
済
す
る
た

め

メ
カ

ニ
ズ

あ

に
P
A
C
を
必
要
と
す
る
。

ミ
ズ

リ
ー
州
選

出
の
民
主
党
上
院
議
員

T

・
F

・
イ
ー
グ

ル
ト

ソ

(司
ゲ
。
ヨ
霧

団
・
国
pσq
ζ

o
旨
)
は
、

こ
う
し
た

P
A
C
体
系

の
機
制
を
、

「事
実
上
、
議
員

に
、
選
挙
資
金
を
求

め
て
乞
食
を

し
な
が

ら
歩

き
ま
わ
る

こ
と

を
よ
ぎ

な
く
さ

せ

る

も

の
」

〔
(跨
o
。・誘
冨
ヨ
)
<
葺
9
目
同

剛o
目
雷

琶
Φ彰
げ
Φ.η。
8

職
o

醇
o
ロ
巳

冨
①q
σq
言
α壷

ま
「
目
o
ロ
㎝団
〕

(§

恥
冬

ミ

}　
幕

↓
凡ミ
舞

壽

町
ミ
Q
、妃
勲

鈷
。。辞

即
ζ
.
国
o
葺

o
唱
'
o時梓こ

窄
一Q。
9
)

と
痛
難

し
て

い
る
。
以
上

で
あ
る
。

P
A
C
の
存

在
を
法
的

に
承
認
し
た
連
邦
選
挙

運
動
法

に

つ
い
て
、
若
干
の
修
正
案
が
、
提
起

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ

は
、

以
下

の
三
者

に
集
約
さ
れ

る
。
(即
寓
・

国
。
房
唱
。
,

9
8

0
マ
一◎。
『
山
G。鉾
)
③

P
A
C

に
よ
る
選
挙
資
金
の
最
高
供
与
額

は
、
五
〇
〇
〇

ド

ル
か
ら

一
〇
〇
〇
ド

ル
に
、
引
き
下
げ
る
。
⑤

一
選
挙
運
動
当

り

の
P
A
C
に

よ

る
選
挙
資
金
供
与
総
額

の
限
定

(O
o
ヨ
語
。
ロ
O
。。仁
器

は
、

下
院
議
員
選
挙

の
場
合

、

そ

の
総
額
を
九
万
ド

ル
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
)

も

し
く
は
、
選
挙
資
金
全
体

に
占

め
る
P
A
C
に
よ
る
選
挙
資
金
供
与
額

の
比
率

の
限
定
。
◎

P
A

C
に
よ
る
選
挙
資
金
の
供
与
は
、
州
委
員
会
ま
た
は
全
国
委
員
会

の
み
を
対
象
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
案

に
対

す
る
批
判
者

に
よ
れ
ば
、
P
A
C
に
よ
る
選
挙
資

金
供
与
額

の
上
限
を
設
定

し
た
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
は
、
政
治

に

対

す
る
P
A
C
の
影
響
力

の
減
退
と
置
換
可
能
な
等
価
性

に
収
ま
る
わ
け
で
は
決

し
て
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
P
A
C
は
、
常

に
、
法
規
制

の
枠
内

に
整
合

さ
れ
得
な

い

無
軌
道

の
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
P
A
C
そ

の
も

の
に
対
す

る
負

の
記
号

の
刻
印
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
批
判
者

は
、

P
A
C
に
対
す

る
否
定
的
見
解
と
同
じ
視
点

を
分
有
す
る
。
他
方
、
P
A
C
の
擁
護
者
は
、

P
A
C

に
よ
る
選
挙
資
金
供
与
額

に
対
す
る
上
限
の
切
り
上
げ
を
説
く
。

そ
れ

に
よ
れ
ば
、

P
A
C
の
政
治

に
対
す
る
不
当

の
影
響
力
を
極
小
化
す
る
最
良
の
方
法
は
、
P
A
C

に
、
現
在

よ
り
多
額

の
選
挙
資
金

の
提
供
を
、
許
容
す
る

こ
と

で
あ
る
。
同
じ
く
、
個
人

に
よ
る
選
挙
資
金

の
供

与
額

の
上
限
を
引
き
上
げ
、
ま
た
、

こ
う

し
た
個

人
献
金
を
促
進
す
る
た
め
に
減
税
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
候
補
者

に
代

っ
て
政
党
委
員
会

(鵠
H蔓

8
ヨ
巨
§

Φ切)

が
支
出
す

る
選
挙
資
金
に
対
す

る
す
べ
て
の
翻
限
を
撤
廃

し
、
政
党

に
対
す

る
個
人
献
金

の
制
限

も

排
除
す
べ
き

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
措
置
と
同
種

の
措
置

を
講
ず

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
選
挙
資
金
源

は
多
様

に
分
節
化
さ
れ
、

P
A
C
は
、
そ

の
な
か
に
お
け
る
平
等

の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
並
列
化
さ
れ

る
た
め
、

P
A
C
が
政
治

に
対

し
て
不
当
な
影
響
力

を
行
使

す
る
可
能
性

は
、
著
し
く
低
下
す
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
が
、

P
A
C
に
対
す

る
肯
定
的
見
解

の
網

の
目

を
通
し
て
み
た
改
革
案

に
対
す

る
評
価
的
態
度

で
あ
る
。

P
A
C

に
対
す
る
評
価

は
、
様

々
で
あ
る
に
せ
よ
、
P
A
C
の
存
在

と
活
動

に
対
す

る
肯

定

・
否

定

の
二

つ
に
双
極
化
し
た
形

で
展
開
し
て
ゆ
き
、
現
実

の
評
価

は
、

こ
の
二
面
を
対
極
と
す

る
振
幅

の
な
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相 鱒

P
A
C
に
関
す
る
最
近
の
文
献
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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講
、
Q
、
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寅
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嵩
竃

O
磧
碕
養
詩
ミ
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蕊
'
迷
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"
"
甲
邸
q。
N
-
ω
8
・
℃
.Qo
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寓
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ロ
8
P

穿

、
量

O
食
ミ
零
Q
画吋
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ミ
馬
賊勉
qqq
鉾

o
℃
・
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二

"
舅
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(
32
)

ワ

ッ
ク
ス

マ
ソ
ー
バ
ー

マ
ン
同
盟
と
同
じ
く
新

た
な
選
挙
技
術
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
な
が
ら
、
政

策

・
イ
デ

ナ

ロ
ギ

ー
体
系
上
、
当
該
同
盟

と
対
称
的
な
位
麗

に

た

つ
の
が
、
北

カ

ロ
ラ
イ

ナ
州
選

出
の
H

.
ヘ
ル
ム
ズ

(密
馨

鴫
①
ぼ
。。)

共
和
党
上
院
議
員
が
、

一
九
七
八
年

に
組
織

し
た

0
8
鵯
。鼠
自

巴

Ω
号

で
あ
る
。

ヘ
ル

ム
ズ

は
、
共
和
党
右
派
の
支
持
者

に
対
す
る
ダ

イ

レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
よ
る
募
金
勧
誘

に
墓
づ
き
、
合
衆

国

に
お
け
る
最

大
規
模

の
P
A
C
の

一
つ

で
あ

る

O
。
瓢
㎎
羽
-

。,δ
昌
巴

O
ぎ
げ
を
構
築

し
た
。
Ω
図
㎎
①凱
自

亀

Ω
昏

は
、

北

カ

ロ
ラ
イ

ナ
州
政
治
に
お
け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
供
給
源
と
し
て
の
機
能

を
果

た
し
、
数
十
名

に
及
ぶ
上

下
両
院
議
員
候
補
者
な
ら
び
に
州
立
法
部
議
員
候
補

者
の
発
掘
と
抜
擢
、
訓
練
と
研
修

、
そ

し
て
、
財

政
的
援
助
な
ど
を
行
な
う
。
当
該

Ω
菩

は
、
豊
富
な
選

挙
資

金
を
背
景

に
、全
国
政
治
及
び
州
政
治

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
波
及

し
得

る
北

カ

ロ
ラ
イ

ナ
州
政
治

の
根
幹
を
形
づ
く
る
要
石
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
O
o
コ
αq瞬鼠

。
早
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巴

Ω
ロ
げ
が
潤
沢
な
選
挙
資
金
を
擁

し
て
い
る
事
実

は
、

一
九
八
四
年

の
上
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
、

ヘ
ル
ム
ズ
再
選
候
補
は
、

一
六
五
〇
万
ド

ル

(
一
票
当
り

一
四

ド

ル
)
の
選
挙
資
金
を
投
じ
、
対
立
候
補

の
J

・
ハ
ソ
ト

(智
ヨ
霧

出
鐸
三
)
前
北

カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
知
事

(民
主
党
)

を
打
倒
し
た

こ
と

に
、
覗
わ
れ
よ
う
。
因

み
に
、

ハ

ソ

ト

民

主

党

候

補

の

選

挙

資

金

は

、

九

五

〇

万

ド

ル

で

あ

る
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炉
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る

議

員

の

孤

立

的

地

位

』

の
六

七

頁

、

ω
巴
ヨ
。
話

四
巳

の
・。
臣

。
『
ρ

。
や

。
一r

や
轟

ρ

炉

Ω

山
唱
ヤ

。
亨

。
一轡
こ

℃
掌

・。
や

b。
μ

・。
㎝
ー
b。
ゆ

(
41
)

拙

稿

前

掲

六

七

頁

、

ρ

炉

Ω

・。
竈

博
。
や

鼻

二

や

・。
α
・

(
42
)

ρ
ρ

甘
8
げ
8
P

寒

㌔
も
ミ
§

ミ

O
譲

「
§

皆
ミ

、
題
僑
ミ

§
酔

β

6f

や
録

(
43

)

一
げ
冠

こ

O
・
謡

.

(44
)

出
覇

醇
ユ
炉

寄

冨
が

勺
ミ
、§

黛
ミ

寒

ミ

§

馳
ミ

O
§

ミ
ミ
恥
工
ミ
鳴議
§

電
錦

や
b。
0
9

(
45
)

O
・即

匂
o
圃
霞
讐
o
》

o幽仲二

弓
.一謡
・

(46
)

一
九

六
〇
年
代
以
降
、
議
員

の
、
と
り
わ
け
、
下

院
議
員

の
、
選
挙
組
織

に
は
、
選
挙
ご
と

に
結
成

さ
れ
る
臨
時

の
個
人
組
織
と

い
う
、
顕
著
な
特
色
が
認

め
ら
れ

る
。
組
織

の
構
成
員

は
、
家
庭

の
主
婦
、
高
校
生
、

大
学
生
を
主
体

と
す
る
ヴ

ォ
ラ
ソ
テ

ィ
ア
で
あ
る

(密
毛
Φ
一一
§
α

唱
Φ
韓
..。。。コ
、
。
や

。一r

,
ω
9

ρ
,

一。
矯
Φ
.噛

o
マ

鼻

こ
マ
一
9
.)。

議
員

の
個
人
的
な
選
挙
組
織

の
基
本
的
骨
格

は
、

図

2
の
示
す
通
り

で
あ

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う

に
な
る

(O
.円

臼O
醤
」

8
・
6闘け二

噂
唱
」
鴇
占
①
一・)
。

選
挙
組
織

の
最
高
管
理
体
制

は
、
三
名
な

い
し
四
名

の
小
集
団
に
よ

っ
て
担
わ
れ

る
。
彼

ら
は
、
広

報
、
ヴ

ォ
ラ
ソ
テ

ィ
ア
活
動
家
、
財
政
、
予
定
表
作
成
、
調
査

な
ど
の
主
要
活
動
の
指
揮
に
当
る
。
最
高
管
理
責
任
が
、
こ
う
し
て
、
共
有
さ
れ
る
と
き
、
単

一
の
管
理
者
が
置
か
れ
、
.あ

管
理
者
が
多
様
藷

活
動
を
整
合
し
統

82(82)
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輔
す
る
。
管
理
者
は
、
通
常
、
候
補
者
の
職
務
上
の
僚
友
で
あ
り
、
個
人
的
に
も
親
密
な
友
人
で
あ
る
場
合
が
、
少
な
く
な
い
。
管
理
者
が
、
選
挙
組
織
に
お
け
る
多

様
な
諸
活
動
の
統
合
的
調
整
者
と
し
て
機
能
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
選
挙
運
動
の
全
局
面
の
指
揮
を
試
み
る

か
に
か
か
わ
り
な
く
、
選
挙
諮
問
委
員
会

(8
日
鼠
αq
ロ

巴
乱
8
曙

8
目
臼
葺
8
)
が
設
麗
さ
れ
る
の
が
、
通
例
で
あ
る
。

諮
問
委
員
会
は
、

一
般
に
、
主
要
公
職

へ
の
元
候
補
者
、
党
要
職
者
、
地
域
社
会
指
導
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
主
要
な
職
務
は
、
選
挙
戦
術
を
審
査
し
助

言
を
呈
す
る
こ
と
に
あ
る
。
委
員
会
は
、
ま
た
、
そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
選
挙
に
関
す
る
知
識
、
技
術
、
情
報
に
よ
っ
て
、
熟
達
し
た
選
挙
運
動
活
動
家
が
、
自
己
の
見

解
や
提
案
の
妥
当
性
や
実
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の
恰
好
の
反
響
板
の
役
割
を
、
果
た
し
て
い
る
。
諮
問
委
員
会
の
存
在
価
値
は
、
そ
れ
が
提
起
す
る
助
言
に
あ
る
の

で
は
も
と
よ
り
な
く
、
こ
う
し
た
委
員
会
を
通
し
て
、
重
要
な
地
域
指
導
者
や
政
党
指
導
者
が
、
選
挙
運
動
の
軌
道
内
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
以
下
の
利
点
が
共
通
項
と
し
て
ひ
き
だ
さ
れ
る
。
①
委
員
の
見
識
と
経
験
か
ら
、
彼
ら
に
、
個
別
に
特
定
の
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
る
。

②
委
員
と
の
接
触
を
通
し
て
、
彼
ら
の
僚
友
を
選
挙
遅
動
に
誘
引
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
③
選
挙
運
動
の
効
率
的
な
展
開
方
法
を
含
む
広
範
囲
に
わ
た
る
話
題
に
つ
い

て
の
委
員
の
見
解
は
、
有
用
で
あ
る
。
④
選
挙
運
動
計
画
の
立
案

へ
の
参
加
機
会
を
委
員
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
か
ら
の
潜
在
的
に
有
害
な
批
判
や
異
議

の
提
出
を
防
遇
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑧
同
じ
く
、
こ
う
し
た
機
会
の
付
与
を
通
し
て
、
選
挙
組
織
外
に
あ
る
委
員
の
僚
友
か
ら
の
有
害
な
批
判
や
非
難
を
も
、
併
せ

て
、
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

名
誉
選
挙
運
動
委
員
会

(ぎ
ま
§

同
B
目
鼠

。q
昌
8
ヨ
巳
簿
$
)

の
活
動
は
、
諮
問
委
員
会
ほ
ど
、
積
極
的

で
は
な
い
。
名
誉
委
員
会
は
、
諮
問
委
員
会
と
同
様
、

地
域
社
会
に
お
け
る
著
名
人
か
ら
成
立
す
る
。
彼
ら
の
知
名
度
が
、

一
般
公
衆
や
特
定
集
団
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
及
ぼ
す
。
な
ぜ
な
ら
、
引
退
も
し
く
は
現
職

の
公
職

・
党
職
占
有
者
、
著
名
な
医
師
、
大
学
教
授
、
教
負
、
地
域
社
会
指
導
者
な
ど
が
、
名
誉
委
員
と
し
て
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

名
誉
選
挙
運
動
委
員
会
の
ほ
か
に
、
.ま
①
日
冨
窃

o
{
O
噂
℃
o
。巾三
〇
コ
憎
。。二
鴇
{霞

もり
臼
犀
買
、、
澱く
糞
o
琵
蕊

8
吋
ω
巳
爵
讐.、
、.↓
Φ皆
げ
①
窃

{o
H
ω
巳
浮
㌔
.鼠
o
窃
o-類
才
$

皆
「

ω
巳
浄
♂

な
ど
の
、
比
較
的
に
不
活
発
の
個
別
委
員
会
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
委
員
は
、
若
干
額
の
選
挙
資
金
を
提
供
し
た
り
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
候
補

者
支
持

の
意
見
広
告
の
ス
ポ
ソ
サ
ー
に
な

っ
た
り
す
る
。

選
挙
運
動
の
日
常
活
動
は
、
右
に
述

ぺ
た
委
員
会
以
外
の
委
員
会
や
集
団
が
担
当
す

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
、
重
要
な
存
在
は
、
本
部
職
員

(ゴ
鵠
山
-

O
醒
畦
器
携

韓
騰
)
で
あ
る
。
本
部
職
員
に
は
、
数
名
の
常
勤
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
有
給
の
事
務
職

一
名
が
含
ま
れ
る
。
本
部
職
員
は
、
選
挙
運
動
全
般
を
監
理
す
る
。

事
務
職
は
、
候
補
者
宛
の
書
簡
を
整
理
し
、
多
額
の
選
挙
資
金
の
供
与
者
に
礼
状
を
認
め
、
簿
記
係
と
し
て
の
役
割
を
負
う
。
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う
ち
の

一
名
は
、

本
部
事
務
所
の
必
需
品
の
補
給
、
選
挙
運
動
関
係
資
料
の
収
集
、
本
部
内
の
秩
序
の
維
持
、
な
ど
の
職
貴
を
担
う
ほ
か
、
出
納
業
務
の
遂
行
に
つ
い
て
事
務
職
を
補
助

す
る
。
他
の
ヴ

ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
名
は
次
の
職
務
を
担
当
す
る
。
電
話
の
応
待
、
封
書
の
宛
名
醤
き
と
封
印
、
電
話
に
よ
る
選
挙
罠
へ
の
投
票
の
依
頼
、
な
ど
に
当
る

非
常
勤
職
員
の
業
務
日
程
の
作
成
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

本
部

に
お
け
る
湯
茶
の
接
待
は
、
婦
人
の
非
常
勤
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
名
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
湯
茶
の
接
待
に
加
え
、
候
補
者
に
よ
る
選
挙
運
動
日

(83}83



程
表

の
遵
守
、
選
挙
運
動
用
文
書

の
婦
人
ヴ

ォ
ラ

ソ
テ

ィ
ァ

へ
の
配
布
、
湯
茶

の
接
待
を
受
け

た
人

々
の
住
所

.
氏
名
の
明
記
、
な
ど

に
責
任
を
負
う
。
そ

の
他

の
作

業
委
員
会

(毛
自
犀
言
αq
8
ヨ
日
窪

。$
)
と
し
て
、
数

種

の
委
員
会
が
存
在
す
る
。

ま
ず
、
遊
説
委
員
会

(唱
冨

。
卿唱

8
「器
8

8
ヨ
ヨ
葺
8
)
が
、

あ
げ

ら
れ
る
。
遊
説
委
員
会

は
、
選

挙
区
内

に
お
け
る
主
要

な
政
治

.
社
会

.
経
済

.
文
化
等

の

諸
組
織

に
お
け

る
施
策
担
当
責
任
者

と
接
触

を
保

ち
、
候
補
者
が
演
説
者
と
し
て
有
能
で
あ

る
こ
と

を
説
得
す
る
。
当
該
委
員
長
は
、
候
補
者

の
遊
説

日
程
を
、
本
部

職
員

と
連
繋
し

つ
つ
調
整
す

る
。

調
査
委
員
会

(『㊦のΦ勢「Oげ
OO
Hロ
ロP凶紳帥O①
)
は
、

候

補
者
の
演
説
草
案

の
準

備
、

現
職
議
員
11
対
立
候

補
者

の
議
会

に
お
け
る
投
票
記
録
の
分
析
、

選
挙
運
動
関
係
の

切

り
抜
き
の
最

新

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
な
ど

に
当

る
。

な

お
、
若
年
層

の
演
説
代

理
数
名
は
、
候
補
者

の
遊
説
日
程
に
不
都
合
が
生
じ
た
場
合
、

い
つ
に

て
も
自
ら
が
演
説
者
と
な
る
。

公
衆
関
係
委
員
会

(窟
窪

。
H巴
鋤
梓一。
冨

8
話
鼠

件$
①
)
は
、
若
年
層

の
広
告

企
業
役
員

と
彼
ら

の
僚
友

に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
る
。
広
告
代
理
店

の
協
力

の
下

に
、

こ

の
自
発
的
集
団
は
、

メ
デ

ィ
ア
の
活
用
法
を
策
定

し
、
現
実

に
、
広
告
板
、

T
V

・
ラ
ヂ

オ
の

ス
ポ

ッ
ト
放
送
、
新
聞
広
告

、
そ
し
て
、
選
挙
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
な

ど
を
製
作
す
る
。
公
衆
関
係

の
重
要
部
分
を
組
成

す

る

ニ
ュ
ー
ス
発
表

の
具
体

的
内
容

は
、
些
少

の
謝
礼

金
を
受
け

て
新
聞
記
者
が
作
成
す
る
。

こ
の
場
合
、
候
補
者

は
、
発
表
さ
れ
る

べ
き
主
題
と
そ
れ

に
関
す

る
自

己

の
見
解
を
、
新
聞
記
者

に
伝
達
す

る
。
新
聞
記

者

は
、

こ
れ
ら
を
素
材

に
、

ニ
ュ
ー
ス
発
表

の
具
体
的
内
容
を
定

め
、
原
稿
を
書
き
あ
げ

、
そ
れ
を
候
補
者

に
手
渡

し
、
候
補
者

の
承
認
を
経

て
、

ニ
ュ
ー
ス
メ
デ

ィ
ア
に
配
布
す
る
。
公
衆
関
係
業
務

は
、
専
門
家
と
ヴ

ォ
ラ
ン
テ

ィ

ア
の
双
方

の
密
接

な
協
同
行
為
を
通

し
て
実
施
さ
れ

る
。
双
方

の
間

に
は
、
も
と

よ
り
、
対

立
関
係

も
緊
張
関
係
も
生
じ
て

い
な

い
。

こ
う
し
た
方
法

に
よ

っ
て
、
選

挙
組
織

は
、
経
費

の
節
減
と
よ
り
多
く
の
人

々
の
選
挙
運
動

へ
の
動
員
と

に
、
成
功
し
て

い
る
。

財
務
委
員
会

(由
旨
露
8

8
ヨ
邑
酔器
Φ)

の
委
員

長

に
は
、
地
域
社
会

に
お
け

る
著
名
人
-
医
師
な
ど
ー
が
就
任
す
る
の
が
、
慣
例

で
あ
る
。
地
域
社
会

に
お
け
る
威

信
と
影
響
力
と
に
恵
ま
れ
た

こ
う

し
た
著
名
人

の
委
員
長
、
若
年
層
の
広
告
企
業
役
員

、
そ
し
て
、
候
補
者
、
以
上

の
三
者

の
協
議
を
通

し
て
、
政
治
運
動

.
市
民
運

動
∵

慈
善
事
業

の
た
め
の
資
金
調
達

の
経
験
を
有

す

る
男
女
凡
そ

一
五
名

の
委
員
が
、
任
命
さ
れ
る
。
選
挙
資
金
調
達
方
法

に
つ
い
て
は
、
次
の
四
者
が
、
効
果
的
と

さ
れ
る
。
①
過
去
に
選
挙
資
金
を
提
供

し
た

こ
と

の
あ

る

経
験
者

に
対
す
る
電
話

・
手
紙

・
訪
問

に
よ
る
依
頼
②

医
師
会

.
歯
科
医
師
会
な
ど
の
特
定
集
団

に
対
す

る
募
金
依
頼

の
手
紙
の
送
付
③
昼
食
会

・
カ
ク
テ

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
④
党
員

に
対
す

る
ダ

イ

レ

ク

ト

メ

ー

ル

に

よ
る
募
金
依
頼

、

以
上

で
あ

る
。

鴨
委
員
会

(8
珪

蔓

8
穏
ヨ
葺

8
)
は
、

小
規
模

の

地
域
社

会

に
お
け
る
地
方

の
人

々
と

の
間

に
連
接
環
を
形

成

し
、

口
頭

に
よ
る
広
報
活
動
を
展
開
し
得

る
と

い
う
点

に
、
そ

の
最
大
効
用

が
認
め
ら
れ

る
。
委
員
長
は
、
当
該

地
域

に
割

り
当
て
ら
れ

た
日
数
内

に
お
け
る
候
補

者

の
遊
説

日
程
表

の
作
成

に
、
責
任
を
負

う
。

8
琶

蔓

茜

國
の

よ
う
な
重
要

な
催
し
が
、
郡

で
開

か
れ
る
場
合

に
は
、
常

に
、
そ

の
郡
に
候
補
者
を
派
遣
す
る
た
め

に
、

こ
う
し
た
日
程
表
が
、
変
更
さ
れ
る
。

選
挙
組
織

は
、
選
挙
区

の
地
理
的
状
況
、
選
挙
資

金
の
潤
沢
度
、
ヴ

ォ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
簸
と
質
、
選
挙
区

に
お
け
る
党
員

の
登
録
数
と
過
去

の
投
票
記
録
、
そ

の
他
、

選
挙
上

の
戦
略
的

・
戦
術
的
配
慮
、
な
ど
の
、

一
般

・
特
殊

の
環
境
条
件

に
応

じ
て
、
そ
の
構
造

と
機
能
を
異
に
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
右

に
簡
略
杓

に
叙
述
し
た
選
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挙
緻
織
の
構
造
キ

機
能
上
の
韓

徴
は
、
す
べ
て
の
選
挙
組
獲

、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
見
出
さ
れ
る
と
い
そ

よ
い
。
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一一曹

巴

ひ
一穿
8

に
深
く
分
け
入
る
べ
き

で
は
な

い
と
す
る
立
場
か
ら
、
少
数
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
引
用
す
れ
ば
次

の
よ
う
に
な
る

。
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ゲ

リ

マ
ン
ダ

ー
リ

ン
グ

の
よ
う
な
問
題
を
連
邦
裁
判
所

の
判
断
に
委

ね
る

こ
と
は
、

と
り
も
な

お
さ
ず
、

裁
判
所

に
、

最
も
苛
烈
な
党
派
的
争
点

を
注
入

す

る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
今
後

、
裁
判
所
が

、
今

日
の
、
最

高
裁
判
所
に
お
け
る
多
数
が
作

り
あ
げ

る
曖
昧
模
糊

た
る
代
表

の
基
準
か
ら
離
れ
、
す
べ
て
の
政
治

集
団
を
代
弁
す
る
概
略
的
な
が
ら
も
何

ら
か

の
形

式

の
比
例
代
表
制

の
支
持

に
向
か
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
こ
の
問
題

に
応
答
し
て
ゆ
く

こ
と
は
、
予
想

さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
う
し
た
当
該
問
題

に
対

す
る
裁
判
所

の
立
場

の
変
遷

の
結
果
は
、
憂

う
べ
き
事
態

を
招
く

の
み
な
ら
ず
、
そ

の
影
響
す
る
と

こ
ろ
は
、
計

り
知
れ
な

い
も

の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
制
定
者

が
、
こ
の
国

は
ど
の
よ
う

に
し
て
統
治

さ
れ
る
べ
き

で
あ
る

か
の
よ
う
な
、
か
く
も
重
要
な
問
題

に
つ
い
て
、
基
本
的
な
選
択
を

行
な
う
べ
き
権
能
を
、
司
法
権
力

に
含

め
る

こ
と
を
意
図
し
て

い
た
と

は
、
私

に
は
、
と
う
て

い
、
信
じ
ら
れ
な
い
し
、
裁
判
所
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
示
唆

す
る

一
片

の
証
拠
を
も
、
提
出
す
る

こ
と
は
で
き

な

い
。
さ
ら
に
、
法

の
下

に
お
け
る
平
等
保
護

理
論

に
関
す
る
最
高
裁
判
所

の
拡
大
解
釈
が
直
進
的

に
先
導
す
る
比

例
代
表
制

は
、
我
が
国

の
歴
史
や
伝
統
、
そ
れ

に
、
政
治
諸
制
度

の
い
ず
れ
と
も
調
和
す
る
制
度

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私

は
信
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
。
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